


茨城県筑波郡谷和原村の西方地域において「水海道都市計画事業e

小絹土地区画整理事業」が住宅◎都市整備公団によって行われており

ますが9　その事業地内に所在する埋蔵文化財包蔵地の発掘調査は9　昭

和55年度から茨城県教育財団が実施し9　現在に至っております。

本書は9　昭和56年度から昭和57年度にかけて9　筑波郡谷和原村太字

小絹地区内において発掘調査を実施した箇戸A遺跡啓箇戸B遺跡の調

査成果を収録したものであります。当遺跡からほ多くの資料が発見さ

れ9　縄文時代の中期に生活が営まれた集落跡であることが判明し9　郷

土の歴史を解明するうえで資するものが多いと考えられます。

その意味から本書がより多くの方々に御活用いただけることを希望

いたしております。

なお9　発掘調査及び整理にあたり9　委託者である住宅◎都薄整備公

団からいただいた御協力に対し9　感謝申し上げます。また9　茨城県教

育委員会9　谷和原村教育委員会をはじめ9　関係各機関及び関係各位か

ら御指導9　御協力いただいたことに9　衷心より謝意を表します。

昭和59年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　竹　内　藤　男



例 描

1　本書は，住宅e都市整備公団の委託により，財団法人茨城県教育財団が9　昭和56年度未から

昭和57年度に調査を実施した茨城県筑波郡谷和原村に所在する筒戸A o B遺跡の埋蔵文化財発

掘調査報告書である。

2　筒戸A e B遺跡の調査e整理に関する当教育財団の組織は彗　次のとおりである。

理　　 事　　 長 竹　 内　 藤　 男 ～昭和56年日月9　昭和58年12月～
太　 金　 新　 一 ～昭和58年は月

副　 理　 事　 長 古　 橋　　　 靖 ～昭和58年 7 月
川　 叉　 友三郎 昭和58年 7 月～

常　 務　 理　 事 川野辺　 川　 郎 ～昭和57年 3 月
綿　 引　 一　 夫 昭和57年 4 月～

l
事　 務　 局　 長 小　 林　 義　 久 ～昭和58年 3 月

小　 林　　　 洋 昭和58年 4 月～

ー　　 調　 査　 課　 長
l

寺　 内　　　 寛

萱 芸任李査芸 坪　　　秀　雄 ～昭和57年5月今　 村　 信　 夫 昭和57年 6 月～
加　 藤　 雅　 美
鈴　 木　 三　 郎
海老沢　 一　 夫

昭和57年 4 月～

昭和57年 4 月～
細　 引　 良　 人 ～昭和5．8年 3 月

／1 大曽根　　　 徹 昭和58年 4 月～

f正　　　　　　 長 倉　 本　 冨美男 昭和56年度

窯 主 任 牽 査 員 渡　 辺．千　 秋 昭和57年度
安　 蔵　 尊　 重 昭和56 ・57年度調査
中　 村　 孝　 雄 昭和56年度調査
和　 田　 雄　 二夫 昭和56年度調査

班　 調　 墓　 員 小　 河　 邦　 男 昭和56年度調査
佐　 藤　 正　 好 昭和58年度整理 e 執筆

／／ 桜　 井　 二　 郎 昭和57年度調査 ・昭和58年度整理 ・執筆

整　 理　 班　 長 青　 木　 義　 夫 昭和58年度

3　本書に使用した記号等については9　第3章第1節の2の記載方法の項を参照されたい。

4　本書の執筆分担は9　第1章傲第2車扱第3車の遺構については桜井二恥　第4章の遺物につ

いては佐藤正好が整理e執筆した。第5章の第1節は桜井二郎が執筆し9　第2節は佐藤正好が

執筆し9　総括した。

5　発掘調査及び出土遺物の整理等に際して9　東京都教育庁文化課安孫子昭二氏の御指導をいた

だいた。

6　本書の作成にあたり，黒曜石の原産地の分析を，東京学芸大学二宮修治疫に依頼し分析結果

の報告をいただいた。

7　発掘調査及び出土遺物の整理等に際して，御指導，御協力を賜った関係機関，各位に深く感

謝の意を表したい。
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第308号土壌，

第313号土壌，

第346号土壌土

層断面，第346号土壌遺物出土
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遺物出土状況，第420号土壌

PL134　第436号土壌，第437号土壌，

第450号土壌

PL135　第459号土壌，第472号土壌，

第473号土壌
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第492号土壌
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第505号土壌
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P L141　第1号埋寮土層断面，第1号埋
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面，第4号埋褒

PL144　第5号埋窪土層断面，第5号埋

婆，第5号埋窪掘り方

PL145　第6号埋喪，第6号埋婆土層断

面，第6号埋寮
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号埋婆掘り方

PL147　調査風景，現地説明会，復元住
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P L148　第5・6号住居跡出土土器

PL149　第7・8。9。13・15号住居跡

出土土器

PL150　第15・16・18号住居跡出土土器

PL151　第16号住居跡出土土器

P L152　第19・20・27・28号住居跡出土

土器

P L153　第30・42号住居跡出土土器

PL154　第42号住居跡出土土器

PL155　第42e43・45・50号住居跡出土

土器

P L156　第50号住居跡出土土器

PL157　第50・52・56号住居跡出土土器
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78号住居跡出土土器
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PL160　埋無

PL161　第5号住居跡出土土器

PL162　第5号住居跡出土土器

P L163　第5号住居跡出土土器
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PL165　第7　014e15号住居跡出土土器
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P L170　第43・45号住居跡出土土器

P L171　第45・50号住居跡出土土器

PL172　第50e51053・63号住居跡出土

土器

PL173　第63・65066。67号住居跡出土

土器

PL174　第68号住居跡出土土器

PL175　第68・69872号住居跡出土土器

P L176　第72・73・74号住居跡出土土器

PL177　第74・75e77・78号住居跡出土

土器

PL178　第78号住居跡・土壌出土土器
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PL183　土製品（3）
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PL195　石器（12）（剥片）
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PL200　箇戸A・B遺跡出土土器（5）
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事業区域内に確認された5遺跡（大谷津A・B遺跡，筒戸A・B遺跡，西下楕遺跡）は互いに隣

接しているため，一連の大調査区の方眼の中に組み入れた（第1図）。

調査区の名称は，まず大調査区を北から南へ「A」・「B」・「C」……「0」，西から東へ

「1」・「2」・「3」……「19」と大文字を付して「Al」区・「B2」区のように呼称した。

さらに大調査区内を4m四方の小調査区に100分割し，それぞれ同様に北から南へ「a」・「b」・

「C」……「j」，西から東へ「1」・「2」・「3」……「9」・「0」と小文字を付した。

各小調査区の名称は，大調査区の名称と会わせた4文字で「A2b2」区・「M8jo」区のよう

に呼称した（第2図）。

なお，筒戸A・B遺跡は，大調査区で南北「J」～「0」・東西「7」～「12」の範囲に位置

している。
－16．6m

2　層序の検討

筒戸A・B遺跡の基本層序（第3区D　は，

第1層が表土層で10cmほどの厚さを有し，比

較的柔らかく軽い土質である。第2層は15～

20cmはどの暗褐色土層であるが，遺跡の南部

においては，この層が確認できない部分もみ

られる。第3層以下は関東ローム層となる。

第4層は30～40cmほどのソフトロームである

が，部分的に鋸歯4犬の堆積を示しており，何

らかの変動があったことが想起される。第5

層は30cmほどの暗褐色土の堆積がみられ，火

山活動の休止時期であろう。第6層以下はハ

ードローム層である。

褐
褐
暗

㍉、hm
R
R
Y
Y
5　5
7　7

e

 

e

u

 

u

説
H
H

解層
層
層

土

1

2

色　表土層
色　ローム拉子を

混入する黒色土層
3層　Hue lOYR　％　黄褐色　黒色土粒子を

混入するソフトローム層
4層　Hue lOYR　㍍　褐　　色　粘性を有し，

密で硬いローム層．
5層　Hue lOYR　ラ4　にぷい黄褐色，暗褐色土

のバンド層
6層　Hue lOYR　兢　明黄褐色，ローム

第3図　土層柱状図

3　遺構確認

筒戸A・B遺跡の確認された経緯については前節に述べたとおりである。当遺跡の遺構確認は，

昭和56年の未に試掘調査を行い，その結果に基づき重機によるA・B遺跡全域の表土除去を実施

し，昭和57年3月まで行った。その結果，筒戸A遺跡から多数の土器片とともに住居跡状の遺構

40基・土壌状の遺構約200基が確認され，筒戸B遺跡からも同様な住居跡状の遺構が約40基，土壌

状の遺構が約120基ほど確認された。その分布状況は，筒戸A遺跡及び筒戸B遺跡とも，北側の大

谷津B遺跡寄りに集中してみられたが，南側は比較的少なかった。
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4　遺構調査

住居跡の調査は9　長径方向とそれに直交する方向にベルトを設けて四万割して掘り込む四分割

法で実施し9　地区の名称は北から時計回りに1～4区とした。土壌の調査は9　長軸方向で二分し

て掘り込む二分割法で実施した。記録の過程は9　土層断面写真撮影→土層断面図作成→遣物出土

状況写真撮影→遣物出土位置図作成→平面（完掘）写真撮影→断面図作成→平面図作成の順で行

った。出土遺物については9　出土地点を計測し，平面図の作成を行った。

なお，遺構番号は確認調査において，筒戸A・B遺跡はほぼ同時期の遺構遺物等が検出された

ため撃　ほぼ印書期の集落跡と考えタ　遺跡ごとに遺構の番号を分けず，通し番号で付した。

第3節　調査経過

昭和56年度

9　　月　　筒戸A録B遺跡の調査予定地内の雑木伐開及び上物除去作業を行い，調査区割の基

本杭を設定した。上物除去終了後に塚状の可能性がみられるマウンドが多数確認され

たため，調査開始前に地形測量を行った（第4図）。

第4図　調査前の地形図
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ユ0　月　筒戸B遺跡内の表土層及び遺構の状況を把握するための試掘調査を，太調査区ごと

に南側から北側へと進めた。

n　月　筒戸B遺跡の試掘と並行して9　箇戸A遺跡の試掘を行った。表土層や遺構の状況が

ある程度把握できたので9　中間から重機を動大して表土の除去作業を行った。

ユ2　月　表土除去が終了した地区から遺構の確認作業を行い9　中旬までに重機による作業を

終了した。中旬から小調査区割の杭打ちを行った。

1　月　　筒戸A遺跡の遺構確認作業を北側から南側へと進めた。

2　　月　　筒戸B遺跡の遺構確認作業を北側から南側へと進めた。

3　　月　　筒戸B遺跡の南側の遺構確認を終了させ警　全景写真撮影を行った。

昭和57年度

4　　月　調査の諸準備を整え筆　筒戸B遺跡の南側のNlO区周辺から調査を開始した。並行し

て土層観察用のテストピットを掘る。

5　　月　MlO区eMll区内の土壌及び住居跡の調査を行い9　さらにM9区e LlO区内の遺構

調査を実施した。Lヱ0区の北側で検出された住居跡からほ遺物が多く出土し，遺構の

道春状態も良好であったが，南側のM9区oMlO区のMn区から検出された遺構は，

遺物も少なく道春状態が悪かった。特に住居跡は学壁の確認されないものが多くみら

れた。

6　　月　　Lユ0区e Lll区からK9区e KlO区。Kll区内の調査に移った。この地区では，縄
奪

文時代の住居跡の土壌のほか9埋設土器等も検出ざれた。LlO区から平安時代に比定

される須恵器を伴う住居跡が1軒検出された。

7　　月　調査は，大谷津白遺跡に隣接するJlO区eJll区内に移った。この地区からは，土

壌が密集して確認された。住居跡の調査は第36号まで進行し，その中で第19号住居跡

からほ石組み炉が検出された。また9　LlO区内で検出された住居跡と同じ平安時代の

住居跡が1軒検出された。

8　　月　調査は9　台風などの影響で一時遅れが出たが，箇戸B遺跡の予定地内の調査は一部

を残して終了した。

9　　月　筒戸A遺跡の遺構が集中するK9区から調査を開始した。遺構番号は「遺構調査」

の方法の項でふれたように箇戸B遺跡からの適し番号を用い，住居跡は第42号から，

土壌は第270号から番号を付けて調査を進めた。本月は，住居跡は第58号，土壌は第

384号まで調査を実施した。

10　月　J8区。J9区内の遺構調査に入ったが，遺物はさほど多くなかった。続いて，遺

構の集中するK8区の調査に移りラ　住居跡は第72号まで，土壌は遺物の多く検出され
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た第420号まで調査を実施した。

11　月　　前月に引き続きK8区の調査を行い，住居跡は第84号まで，土壌は第484号まで調

査を終了した。これにより厳寒期を迎える前に筒戸A遺跡内の遺構の集中する地区の

調査を完了することができた。

12　　月　　筒戸A遺跡内に確認された遺構・遺物の図面作成を行い，本年の調査を終了させ，

年末・年始に入った。

1　月　10日から現場作業を再開し確認された遺構の調査を行った。住居跡は第92号，土壌

は第529号まで調査を実施した。

2　　月　　これまで調査した遺構の実測を終了させた後，再度両遺跡内の見直しを行った。そ

の結果，箇戸B遺跡で住居跡2軒・土墳30基を新たに確認し，調査を実施した。23日

調査区城内のすべての遺構調査を完了した。

3　　月　　3日に航空写真撮影を行うとともに，12日には当遺跡の現地説明会を実施し，昭和

56年10月から昭和58年3月までの18か月にわたる筒戸A遺跡・筒戸B遺跡の発掘調査

を終了した。

全　景　写　真
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第2茸　′泣　茸　と　環　境

第温節　地理的環境
餌塊均

筒戸Å遺跡はラ茨城県筑波郡谷和原村太字筒戸字諏訪1632番地の21ほか16筆に所在し，調査対

象面積は，8，ユ87mZである。筒戸B遺跡は，筒戸A遺跡の東側に隣接し，位置は1632番地の13ほか

16筆に所在しヲ調査対象面積は，18，962mZである（第5図）。

当遺跡の所在する谷和原村は茨城県の南西部に位置し，栃木県から本県に商流する鬼怒川と9

これとほぼ並行して商流する小貝川によって造られた沖積低地と言ヒ東側から続く筑波の稲敷台

地及び西側の猿島㌧化相馬台地の一部から成り立っている。台地の標高は，26～29mほどの比較

的平坦を台地である。谷和原村の大部分は沖積低地であり，この低地は鬼怒川水系の幾多の変遷

と造盆地運動によって造られたと考えられている。なお鬼怒川は，江戸時代以前に北相馬台地の

北端。小絹地先で東流し，小貝川と合流していたため洪水の原因となっていたが，江戸時代初期

に治水事業が行われ，猿島の北相馬台地の一部を開削することにより小貝川と分流がなされ，当

遺跡の北部で大きく南西に曲がりながら流下し，利根川に注ぎ込むようになった。

当遺跡は，谷和原村役場の南西約3・3kmほどの距離に所在し普谷和原村の西端にあたる。遺跡の

東方親・紬には小貝川が南東に流下し，西方約600mには鬼怒川が接近して流れている。遺跡は

この接近した二つの川に挟まれた平坦を台地上に位置し，標高は約16mほどである。当台地の北

側には谷津が南東に向かって入り込み9　その比高は約5mほどである。

なおゥ当遺跡の北側には9　当遺跡とほぼ同時期の縄文時代の集落遺跡である大谷津B遺跡が続

き9更にその北西には，当遺跡より時期がやや先行する大谷津A遺跡が所在し，当台地の東側縁

辺部に沿って縄文時代中期のかなりの大規模な集落の存在が認められる。当時のこの台地が，自

然環境に恵まれた地であったことが推察される。

なお，遺跡の現況は山林で，表土層は浅く10～30cmほどであった。

第2節　歴史的環境

筒戸Ae B遺跡の周辺に存在する遺跡を，谷和原村を中心に時代ごとに記載すると次のとおり

である（表1）。

先土器時代の遺跡は，谷和原村内では現在のところ確認されていない。

縄文時代の遺跡は，早期から晩期までの遺跡が確認されているがそのなかで主なものをあげる
にししもじく

と早期の遺跡では，当教育財団が昭和56年度に発掘調査を行った西下宿遺跡く1〉

－7－
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図中
番号 遺　 跡　 名

遺　 跡　 の　 時　 代 図中
番号 遺　 跡　 名

遺　 跡　 の　 時　 代

先土器 縄文 弥生 古墳 その他 先土器 「縄文 弥生 拉 瀾

〇

〇

〇

！その他

㊥ 筒 戸 A ・B 遺 跡 ○

○

○

○

18 坂手 日之 王神遺 跡 ○

○

1

2

西　 下　 楕　 遺　 跡
大　谷　 津　B　遺　跡

○
○

19

20

北　 守　 谷　 遺　 跡
清　 水　 古　 墳　 群

○

3
4

大　谷　津　 A　遺　跡

浅　 間　 山　 遺　 跡
○

○
21

22

鈴　 塚　 遺　 跡 （B）

鈴　 塚　 遺　 跡 （C）
○

○
5

6

7

茶　 畑　 古　 墳

洞　 坂　 畑　 遺　 跡

下　 長　 沼　 貝　 塚

○

○

○

○

23

24

2 5

座庄内遺跡（B － 1 ）
鈴　 塚　 古　 墳 （F ）

大　 日　遺　 跡 （A ） ○

○

○

○

8

9

筒　 戸　 城　　　 跡

奥　 山　 A　 遺　 跡 ○
○

○

26

27

篠根入遺跡（C 一日

中 原遺 跡 （C － 2 ） ○
〇

〇

〇

10 奥　 山　 B　 遺　 跡 ○ 28 中 原遺 跡 （C … 3 ） ○
11 奥　 山　 C　 遺　 跡 ○

○
29 中原 遺 跡 （C － 5 ） ○

12

13

奥　山　下 根 遺　 跡

西　 原　 遺　 跡
○ 30 今　 城　 遺　 跡 （E ）

A　 ’
○

14

15

ヽ
内 守 谷 本 郷 遺 跡
嫁　 生　 城　 跡

○ ○ 31

3 2

北－7城遺跡（D －2・3）
北今城遺跡（D －1 ）

○

○

16
17

日
内守谷館 ノ台遺跡

坂 チ 萱 場 貝　塚

○

○

33
34
乙 子 遺 跡 （D －4 ）

守　 谷　 城　 跡

○

表上　箇戸AJq遺品虎葺の忘か‥監護

せんけんやま

く6〉などがあげられる。前期の遺跡は少なく，わずかに浅間山貝塚く4〉に認められるにすぎ

ない。中期の遺跡は，比較的多ら　当遺跡をはじめ9昭和56年度に発掘調査が実施され9　多数の
おおやつ

遺構。遺物を検出した大谷津B遺跡く2〉や，昭和57058年に発掘調査が実施された大谷津A遺

跡く3〉がみられる。後期から晩期の遺跡で調査がなされ確認されているのは9　前述した洞坂畑

遺跡く6〉があげられる。その他の遺跡については表1を参照されたい。

弥生時代の遺跡は，先土器時代の遺跡と同様に9谷和原村内では現在のところ確認されていない。

古墳時代の遺跡は，茶畑古墳く5〉や昭和53年度に発掘調査を実施し，粘土相が検出された東
ならと

宿戸古墳などの古墳のほか，集落跡などの遺跡がみられる。
（2）

奈良。平安時代の遺跡については，報告例が少ないが，隣接する水海道市や守谷町などでは，
（3）　　㈱

かなりの報告例がみられることを考えると，今後発見されることも予想される。
つつど

中世では箇戸城く8〉などが伝えられている。

以上のように，谷和原村及びその周辺の台地には，原始。古代e中世にわたる遺跡が多く点在

し，生活が営まれていたことがうかがえる。

※　文中のく〉中の番号は，第6図中の該当遺跡番号を表す。

参考文献

（1）「洞坂畑遺跡」　渦坂畑遺跡発掘調査会　昭和54年

（2）「常磐自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書m」（東楢戸遺跡）茨城県教育財団　昭和56

年

（3日水海道市史　上巻」　水海道市史編さん委員会　昭和58年

（4）「南守谷地区土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書」茨城県教育財団　昭和56年
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第6図　筒戸A・B遺跡周辺の遺跡
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第3章

第1節　遺構の概要と記載方法

遺

1　遺構の概要

当遺跡は，調査予定地内の農道を境に，西側を筒戸A遺軌　東側を筒戸B遺跡としてとらえら

れた遺跡である。北側には，昭和55年度から昭和56年度前半にかけて調査が実施された大谷津B

遺跡が隣接している。

調査の結果，縄文時代の竪穴住居軌　士風　埋艶　平安時代の竪穴住居跡を検出した。

箇戸A遺跡から検出された遺構は，竪穴住居跡52軋　土壌261基，埋蛮5基である。筒戸B遺跡

から検出された遺構は，竪穴住居跡43軋土壌288基，埋婆2基，その他性格不明のものが3基で

ある。その後，出土遺物を整理し，遺構の状況等を検討した結乳　遺構ではないと判断されたも

のは欠番とし，本項から除外した。その結果，筒戸A遺跡で確認された縄文時代中期の遺構は，

竪穴住居跡48軒（炉の検出されていない19軒を含む），土壌189乳　埋婆5基で，その分布は，中

央から北部にかけて集中して所在していスα。筒戸B遺跡で確認された縄文時代中期の遺構は，竪

穴住居跡37軒（炉の検出されていない2軒を含む）9土壌266基9埋婆2基，そ＿の他性格不明のも

の3基である。平安時代の竪穴住居跡は2軒のみであった。これらの遺構の分布は，筒戸A遺跡

に比してやや散在するが，それでも中央から北部に多く所在している。このことから，当遺跡の

集落は，隣接する大谷津B遺跡へと広がっていることが推測できる。

なお，当遺跡の発掘調査以前の地形は，山林でかなりの起伏があり表土層にも厚みの変化があ

ったことと，重機を導入して遺構確認面であるローム直上まで表土除去を行ったため，竪穴住居

跡の壁が確認されなかったものが多く認められている。

2　遺構の記載方法

本書における遺構の記載方法は，下記の要領で統一し記載した。なお，遺物については，第4

章遺物のところで記述した。

（1）使用記号

本書で使用した記号は，つぎのとおりである。

竪穴住居跡－SI　土壌－SK　埋要一M　その他－SX　ピットーP　撹乱－K

（2）が遺構の表示

本書で使用した遺構等の表示方法は，つぎのとおりである。

＝焼　土　　⑳　土器　　庭　石器，チップ　　☆　石鉄

－1l－



（3）土層の分類

本書で使用した土層の分類記号は，つぎのとおりである。色調は，「新版標準土色帖」（小山

正忠。竹原秀雄編著◎日本色研事業株式会社）を使用し，Hue7．5YRを基準とした。

番号 土　 色　 名 色　　 相　　　　 明度／彩度 含　　　　　 有　　　　　 物

1 褐　　　　　 色 H ue 7．5 Y R　　　 ％　 ％　 ％

※

a　 ローム粒子が混入 している。

2 暗　　 褐　　 色 H ue 7 ．5 Y R　　　 ％　 ％ b　 ローム小ブロックが混入している。

3 黒　　 褐　　 色 H ue 7 ．5 Y R　　　 ％　 ％　 ％ C　 ロームブ ロックが混入 している。

4 黒　　　　　 色 H ue 7．5 Y R　　　 ％ l星 d　 焼土粒子が混入していろ。

5 極　 暗　 褐　 色 H ue 7．5Y R　　　 ％ e　 炭化物，炭化粒子が混入している。

6 明　　 褐　　 色 H ue 7．5 Y R　　　 ％　 ％ f　 灰が混入 している。

7 黄　　 褐　　 色 H ue 7．5 Y R　　　 ％　 ％　 ％ g　 粘土が混入している。

8 明　 黄　 褐　 色 H ue lO Y R　　　　 ％　 ％ h　 ローム粒子，小ブロックが混入して

9 に　ぷ　い 褐 色 H ue 7．5 Y R　　　 ％　 ％　 ％ いる。

10 赤　　　　　 色 H ue 2．5 8　5 Y R　 ％　 ％　 ％ 1　 ローム粒子，ブロック等が混入して

11 暗　 赤　 褐　 色 H ue 5 Y R　　　　 ％　 ％ いる。

12 赤　　　　　 色 H ue lO Y R　　　　 ％　 ％ J 焼土，炭化物が混入している。

13 灰　　 褐　　 色 H ue 7．5Y R　　　 ％　 ％　 ％ l　 その他の ものが混入している。

「小ブロック」は直径 5mm以下のものとした。

14 に ぷ い赤 褐 色 H ue 5 。2．5Y R　 ％　 ％　 ％

15 極 暗 赤 褐 色 H ue 5 ・2．5Y R　 ％　 ％　 ％

16 に ぷ い黄 褐 色 H ue lO Y R　　　　 ％　 ％　 ％ 「中ブロック」は直径 5 ～20mmのものとした。

17 暗　 灰　 黄　 色 H ue 2．5Y　　　　 ラ4　 ％ 上記以上のものは 「ロームブロック」としズ

18 オ リー ブ 褐 色 H ue 2．5Y　　　　 ％　 ％　 ％ 含有物の量については，少量検出されたも

19 橙　　　　　 色 H u e 7．5 ‾e　5 Y R　 ％　 ％　 ％ のを基準 とし，やや多くみられるものについ

20 赤　　 黒　　 色 H u e 2．5Y R　　　 ％　 男 ては 「′」，さらに多く認められるものは，

21 に　ぷ　 い　黄 橙 H u e lO Y R　　　　 ％　 ％　 ％ 「〝」を付加 して表示した。

22 に　ぷ　 い 橙 色 H u e 7．5 。5 Y R　 ％　 ％　 ％

（4）記述の観点

。遺構番号は，検出された順序に番号を付け，その軋　遺構ではないと判断したものは欠番と

した。なお，筒戸A e B遺跡は，同じ時期の集落であると考え遺構番号は通し番号とした。

。位置は，遺跡内を大きく，中央乳　北乳　東独　南乱　西部に分け，さらに，遺構が所在す

る小調査区名を表示した。他の小調査区にわたる場合には，遺構の占める面積の割合が大き

－12－



い小調査区名をもって表示した。

0規模については，平面形が楕円形，円形の場合は，長径，短径とし，隅九方形，隅丸長方形

などの場合は，長軸，短軸とし表示した。

0方向は，遺構の長径ないし長軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ傾いているかを角度

で表したものである。平面形が円形，不定形及び重複のため形状不明の場合などは表示して

いない。

（5）遺構実測図の作成方法と掲載方法

本書における遺構実測図の作成方法は，つぎのとおりである。

0竪穴住居跡は，縮尺嘉にし，特殊な土器埋設炉やカマドは志とした。

0竪穴住居跡からの出土遺物は，平面図及び断面図に位置をドットに落とし，接合されたもの

は線で結び，実測可能なものは図化して掲載し，図版番号を表示した。しかし，接合された

ものでも小片の場合は，図を掲載せずその状況を線で結んである。

0土壌は，形態分類ごとに分け，縮尺益にした。

0埋婆は，単独ないし住居跡内に検出されたもので，縮尺嘉にし，炉内に埋設された土器は埋

婆の項から除外した。

0その他は，縮尺嘉にした。

（6）遺構の分類

0土壌

当遺跡において検出された土境は415基に及ぶ。これらについて逐一詳細に記述することは

困難であるため，下記に示した形状等を組み合わせて分類した。

①平面形（底面形も考慮）による分類

I　円形（短径と長径の比が1：1．2以下のもの）。　IV　隅丸長方形，長方形。

II　楕円形（短径と長径の比が1：1．2以上のもの）。　Ⅴ　不定形。

III　隅丸方形，方形。　　　　　　　　　　　　　　VI　重複のため形状不明。

②規模（長径，長軸線の長さ）

－13－



a o～0．99m b　1－2m c　2m以上

③断面形状

1壁面が，底面からゆるやかに立ち上がるもの。

2　壁面が，底面から外傾ぎみに立ち上がり，上位で外反するもの。

3　壁面が，底面から垂直ぎみに立ち上がるもの。

4　壁面が，底面から袋状となり，上位で内攣するもの。

5　壁面が，底面からⅤ字状となるもの。

④深さ（底面から確認面までの垂線の長さ）

a o～60cm b　61～160cm c161cm以上

以上のものを組み合わせて，形状を，例えば，1a2bのように表現した。

（7）一覧表の見方について

土壌一覧表

。遺構の計測は，原則として以下の基準により測定を行った。

長径は，確認面における長軸線の長さ，短径は，長径の垂直2等分線の長さを測り，m単位

で表示した。深さは，底面（床面）から確認面までの垂線の長さでcm単位で表示した0

重複により計測不可能な場合は，現存する長さを測定し（）をつけた。

。壁面の状況は，局部的に異なるが全体的にみて下記のように表示した。

I　壁がやや軟弱で，底面からゆるやかに立ち上がるもの。

II　壁がやや固く，底面から外傾ぎみに立ち上がるもの。

III　壁が固く，底面から垂直ぎみに立ち上がるもの。

。底面の状況

1底面が全体的にみて平坦であるもの。1′　底面がほぼ平坦である。

2　底面がくぼみ皿状を呈するもの。　　2′底面がほぼ皿状を呈するもの。

3　底面が凸凹状を呈するもの。　　　　3′底面がやや凹凸状を呈するもの。

4　底面が舟底状を呈するもの。　　　　4′底面がやや舟底状を呈するもの。

5　その他

なお，底面が傾斜を示す場合は，底面状況の略番号の後にその方向（N。Ee S eW）を

付けた。

。覆土は，堆積の状態が自然堆積状を示す場合はN（naturalaccumulation），人為的堆積を

示す場合はA（artificial accumulation）と記し，明確でない場合は（）を付けた。
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第2節　竪穴住居跡

1　縄文時代

第1号住居跡（第7図）

本跡は，筒戸B遺跡の南端部のMlOi4区を中心に位置し，これより以南では住居跡は確認され

ていない。本跡には7基の土壌が重複しているが，いずれも本跡より新しいものである。規模，

形状，長軸方向は，掘り込みが浅いため不明である。

壁は，確認されず，床面の状況や広がりは不明瞭である。炉は，柱穴の配置状況からみると床

面の中央よりもやや南に位置するが，50号土境によって北側の一部が破壊されている。平面形状

は，長径100cm，短径90cmほどの不整形を呈し，床面を約20cmほど掘りくぼめた地床炉である。柱

穴は，炉を中心に21か所ほど確認されているが，主柱穴は明確ではない。柱穴の配置状況をみる

と，内側に約10か所ほど楕円形状に位置し，その外側に9～11か所の柱穴が方形状にみられる。

出入口の施設は確認されていないが，北西側のPlとP21・P17とP20とが「八」の字状に並ぶ位

置，あるいは，南側のP9とPlO・P12とP13の柱穴がほぼ平行に並ぶ位置が想定される。覆土

は，ほとんど検出されていない。

遺物は，縄文土器の破片が82点出土している。その内，胴部が71点，ロ緑部が11点で，底部は

出土していない。

ぺ
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第2号住居跡（第8図）

本跡は，筒戸B遺跡の

南部のMlOh3区に確認さ

れたものであるが，掘り

込みが浅いため，規模，

形状などは不明瞭である。

壁は，確認されず，床

面は，ほぼ平坦であるが

広がりは不明である。炉

は，検出されていないが，

ほぼ中央に54号土壌がみ

られ，その覆土中に焼土

ブロックが検出されてい

るので，あるいは，この

土壌によって壊されたと

も考えられる。柱穴は，
第8同　第ク号住居跡実測図

11か所確認されているが，

いずれも20～30cmの深さであり，主柱穴は明確でない。柱穴の配置は，P5，P7，P8が南西に

張り出す多角形状を呈している。

覆土及び覆土中からの遣物は検出されていないが，中央から南東側寄りに埋婆（Ml）が検出

されている。

第3号住居跡（第9図）

本跡は，筒戸B遺跡の南部のMlOil区を中心に位置し，周辺の住居跡と同様に掘り込みが浅く，

規模，形状，壁などは不明である。

床面は，ほぼ平坦であるが，中央のピットに向かいゆるい傾斜を示している。炉は，検出され

ていない。柱穴は，10か所確認され，中央のPlOを中心に方形ないしは隅丸万形状に位置してい

る。深さは，おおむね20－30cmであるが，P7は40cm，P2は74cm，P8ほ最も深く120cmである。

これらは，配置及びその状況から主柱穴と考えられるが，やや変則的である。出入ロは不明であ

るが，P4の南やや外側に1か所だけピットがみられ，出入ロとの関連も想定される。北西のP8

には長方形状の掘り込みがみられるが，これはその状況などから柱穴の抜き取り痕かと考えられ

る。覆土は確認されず，遺物も検出されていない。

－16－
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第9図　第3号住居跡実測図

時期は遺物が認められないため不明である。性格は，炉が認められていないこと，床の中央部

に柱穴を有すること，集落の南端に位置することなどから，日常的に使用されたものではなく，

物置的なものかと想定される。

第4号住居跡（第10図）

本跡は，筒戸B遺跡のほぼ中央部のLHbl区を中心に位置し，地形的には南側にゆるい傾斜を

示している。南壁には，本跡より新しい75号土壌が重複している。

平面形状は，長径6・44m，短径5・27mほどの楕円形を呈している。長径方向は，N－39LWを

指している。壁は，3～5cmと浅く，北側はゆるい傾斜を示して立ち上がっているが，南側はゆ

るい傾斜地形のため壁はほとんど確認されない。床面は，ほぼ平坦でやや南に傾斜を示している。

炉は，床面の中央からやや南東寄りに位置し9平面形状は長径145cm，短径107cmほどで，楕円形

を呈している0炉底は15cmほど掘りくぼめた地床炉であるが，中央部に長方形の擾乱を受けてい

る。柱穴は，10～12か所ほど確認されているがP番号が付いていないものは明確でないものであ

るO主柱穴は，Pl。P5eP8eP9の4か所と考えられ，配置状況は台形状を呈している。な

－17－



第10図　第4号住居跡実測図
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お全体的に柱穴は南寄りに位置している。覆土は，薄い褐色土層がわずかに認められるにすぎない。

遺物は，炉の北側と西側の覆土中から縄文土器の小破片が26点出土しただけである。平面的に

は，かなり散在していた。

第5号住居跡（第11・12・13図）

本跡は，筒戸B遺跡の中央部でやや微高地のLlOe7区を中心に位置し，南東側はゆるい緩傾斜

の地形となる。本跡の西壁には122号土壌が重複している。

平面形状は，長軸6．38m，短軸6．32mほどの隅丸方形を呈しているが，北側の張り出し部分を

本跡に伴うものとすれば，長軸7．3m，短軸6．68mほどの規模と考えられる。長軸方向は，N－5・5。

－Eを指している。壁は，10－24cmで，北側から西側にかけて高く，南側から東側はやや低くな

る。壁面は，一部崩落しているがほぼ垂直ぎみに立ち上がる。壁溝は，上幅20～30cm，下幅10

cmほどで東，西の一部が不明瞭であるがほぼ仝周している。壁構内には，北西を除きほぼ等間

隔に直径15～35cmのピットが13か所確認され，深さはいずれも10～20cmである。床面は，ほぼ平

坦で，中央の炉付近は特に硬く踏み固められている。炉は，床面のほぼ中央に位置し，その南東

にはノト規模の炉が認められる。中央のものを炉1，南東のものを炉2とする。炉1の平面形状は

－18－
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第11図　第5号住居跡実測図
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長径112cm，短径73cmほどの長楕円形を呈し，床面を20cmほど皿状に掘りくぼめて地床炉としてい

る。炉2は，長径60cm，短径50cmほどの円形を呈し，7cmほど皿状に掘りくぼめている。炉1内には，

焼土が充満し底面はブロック状を呈しているが，炉2内から検出される焼土は少量で底面もそれ

－19－
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第は図　第　号住居跡逸物出藍状態図

ほど焼けていない。柱穴は，主柱穴に沿って17か所確認されている。主柱穴は，PleP4eP6e

P8・P12eP17の6か所で，掘り方もしっかりしており，柱間は2～2．5mの六角形の配置を呈

している。出入ロは，明確ではないが，西側のP12とP17間は他より広く，その間にP13～P16

がほぼ東西に平行していることから出入口の施設かと考えられる。なお言ヒ側の段差を有する部

分も出入ロに関係があるとも考えられるが9主柱穴と考えるPlが接近しすぎ，壁が他より高い

ことを考えると構造上やや問題がある。覆土は，Ⅴ層に区分されるが9大別すると下層のliと上

－20－



第13図　第5号住居跡遺物出土状態図
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層の2d・2eに分けられる。下層の1iは，住居廃絶後に自然流人的に堆積した土層で，その後，多

量の土器・焼土粒子等を包含する2d・2eが投棄された状況で堆積している。

遺物は，縄文土器の破片が2943点，石器片が14点出土している0土器片は，胴部片は2511点と

黄も多く，次に，口緑部片が361点，底部片が62点出土し，その他，土器片錘が13点出土している0

そのほとんどは覆土2d・2eから検出されており，床面直上からのものは少ない0平面的には壁

周辺部は少なく，中央部付近に集中している。遺物の分類，接合を行うとかなり距離のあるもの

が接合され，大型になるものもみられるが完形になるものはなかった。

第6号住居跡（第14・15図）

本跡は，筒戸B遺跡の中央部のLlOc7区を中心に位置し，南側に5号住居跡が隣接している0

第14図　第6号住居跡実測図
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平面形状は，長軸6・7m，短軸6・11mほどで南壁がやや外側に張りだす隅丸方形を呈している。

長軸方向はN－23LEを指している。

壁は，16～20cmでゆるやかな傾斜をもって立ちあがる。床面は，ほぼ平坦であるが北西側が一

部槍乱をうけている。炉は，床面のほぼ中央に位置し，平面形状は，長径100cm，短径83cmほどの

不整形を呈している0炉底は15cm掘りくぼめられ，その中央に胴部のみの土器が埋設されていた。

柱穴は，14か所確認されているが，南西部と北西部は比較的少ない。主柱穴として確認したもの

は・P2・P7・PlOないしP3の4か所が考えられるが，配置的にはP13も有効である。それら

187－2

第15図　第6号住居跡遺物出土状態図
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の外側に7－8か所の柱穴がみられる。覆土は，IV層に区分される。中央部の黒褐色土は，部分

にしか認められなかった。6Cは壁周辺部に分布し，覆土が堆積する過程で壁等が崩落して形成さ

されたものと考えられる。

遺物は，炉内埋設土器の他，縄文土器の破片が614点，石器が8点出土している。土器片は，胴

部が最も多く512息日録部は92点であるが底部は少なく8点のみである。そのほとんどは上層の

2。層から検出されている。平面的には壁周辺部は少なく，中央部付近に多い。土器は，散在して

いるが，接合されるものが多い。しかし，完形になるものはない。

第7号住居跡（第16・17図）

本跡は，筒戸B遺跡の中央部LlOa5区を中心に位置し，南東はゆるい緩傾斜地となっている。

本跡の南東には，本跡より新しい121号土境が重複している。

平面形状は，長軸6．25m，短軸5．4mほどの隅丸長方形を呈し，長軸方向はN－50．5LEを指し

ている。

壁は，10－18cmで南東側が低く，全体にゆるやかな立ち上がりを示している。床面は．ほぼ平

坦であるが北から北東側がやや高く，南から南西側が一部低い。炉は，床面の中央からやや北に

位置し，西に三角形状の擾乱がみられる。平面形状は，長径80．4cm，短径78cmほどの円形を呈し，

I°

第16図　第7号住居跡実測図
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床面を26cmほど捨鉢状に掘りくぼめた地床炉である。炉底は硬く焼け，焼土が充満していた。柱

穴は・11か所ほど確認されている。柱穴の配置をみると，多角形状を呈している。Pl・P。・P9．

PlOはほぼ一直線に東西に並び，さらに，P5・P7・P8がそれらにほぼ平行している。主柱穴

は，明瞭ではないが位置的には，ほぼ方形に並ぶPl・P5・P7・PlOが考えられるが，その外

側のP3・P8・P9と121号土横に重複する柱穴もあるいは考えられる。

覆土は，II層に区分されるが，各層とも粘性，締まりを有し，自然流入的な堆積を示し，少量

の炭化粒子が検出されている。

遺物は・縄文土器の破片が2168点・石器が7点出土している。土器片は，胴部が最も多く1890

点，ロ綾部が249点，底部は28点である0そのほとんどは上層から検出されている。平面的には，

南，東の壁周辺部を除いてほぼ全面から出土し，中央付近に集中している。

2nl
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第17図　第7号住居跡遺物出土状態図



第8号住居跡（第18・19図）

本跡は，筒戸B遺跡の南西部のLlOjl区にほぼ独立して位置している。遺構確認の段階では，

重複する6ト65号土壌として調査を進めたが，その後に炉が検出されたので第8号住居跡として，

拡張して調査を進めた。掘り込みの規模は，長軸5．2m，短軸4・2mである。住居の周囲に12－14

か所のピットが確認され，東西の柱穴間は6．2m，南北の柱穴間は5・36mを有している。平面形は，

隅丸長方形を呈するが，外側のピットを構造上の施設と考えれば，あるいは，隅丸万形状とも考

えられる。長軸方向はN－74LWを指している。

壁は，6－21cmで，北側がやや高いが，他はわずかに確認されるにすぎない。壁面は，外反ぎ

みの立ち上がりを示している。床面は，ほぼ平坦であるが，中央の炉付近がやや皿状を呈してい

る。なお床面の北東付近のやや大きい掘り込みは挽乱によるものである0炉は，床面のほぼ中央

に位置し，長径145cm，短径100cmほどの楕円形状を呈し，床面を約25cmほど掘りくぼめて地床炉

第18図　第8号住居跡実測図
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としている0床面は硬く焼け，焼土が凹凸状に残っている0柱穴は，床面に7か所確認され，そ

の外側から12～14か所のビットが確認されているが・壁外のピットの掘り方はやや軟弱である。

床面から確認されたPl・P2・P4－P7はほぼ六角形状を里し，P3はそれらより東壁寄りに

位置している0外側のピットは壁ぞいに回っている0深さは，P9が53cmと深い以外はいずれも

20～30cm内外である0主柱穴は，明確ではないが，床面から確認された6か所と考えられる。覆

土は，締まりのある褐色土がI層認められ，中央に遺物と共に暗褐色土が堆積していた。

遺物は，縄文土器の破片が123点，石器が5点出土している。土器片は，胴部が103点，ロ綾部

が18点であるが底部は少なく，わずかに2点のみである0そのほとんどは上層からの出土である。

平面的には，中央部付近に比較的多くみられ，壁ぎわからはほとんど認められない。

第19図　第8号住居跡遺物出土状態図

第9号住居跡（第20・21図）

本跡は，筒戸B遺跡の西部のK9jo区を中心に位置し，南側に平安時代頓の10号住居跡が重複し
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第20図　第9・10号住居跡実測図
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ている。地形的にはやや微高地に占地し，南側へゆるい傾斜を示している。

平面形状は，南側が10号住居跡に切られ不明であるが，現存する長径は5m，短径4．9mほどの

隅丸方形ないし楕円形を呈すると思われる0長径方向は，N－19LWを指している。なお，柱穴

の状況や炉の状況などから建て替えないしは拡張が行われたと考えられるが，南側は，10号住居

跡に切られているためプランは確認できなかった。壁は，北，東側は30cmほどで垂直ぎみに立ち

上がっているが・南西側は傾斜地となる関係で，10cmほどで外傾ぎみとなる。床面は，北西部で

僅かに起伏が認められるが・ほぼ平坦である。なお，北壁中央付近の長方形の掘り込みは挽乱に

よるものである0炉は・床面中央からやや南側と北側に，2か所確認された。南側のものを炉1，

北側のものを炉2とする0炉1の平面形状は，長径120cm，短径110cmほどの円形を呈し，床面を

28cmほど皿状に掘りくぼめて地床炉としている。炉2は，長径70cm，短径50cmほどの楕円形状を

呈し，約10cmほど皿状に掘りくぼめて地床炉としている。新旧関係は，P3を切って構築されて

いることから，おそらく炉1の方が新しいと思われる。柱穴は15か所確認され，旧住居跡の柱穴

はほぼ長方形に並ぶPl～P8ないしPgが想定される。新しい住居跡の柱穴は，六角形の配置を

j　　　；　　」
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呈するP9～P15が考えられる。主柱穴は9判然としないが9　旧の方では9　掘り方をみると深さが

ありしっかりしたP3ゆP5で言配置的にはPl◎P6も考えられる。新しい方で掘り込みがしっ

かりしているのはP12◎P14であるが9配置的にはPlOとPllも考えられる。覆土は9　V層に区分

される。3d◎naは新しい住居跡の覆土と考えられるが9　3dの上層は部分的にしか確認されてい

ない。旧住居跡の覆土は2a′′・1a′′層である。

遺物は，縄文土器の破片が1249鳥　石器が10点出土している。土器片はラ　胴部が大部分を占め

1071点である。日綾部は156点であるが底部は17点である。その他土器片錘が5点出土している。

それらの遺物は9　覆土中の3d飽Ha層に多くみられ9　旧住居跡からの出土は不明である。平面的

には床中央部付近が多い。壁周辺からは少ないが北西部から少量みられ9　中央部の土器と接合さ

れたものもみられる。時期差はほとんどないものと考えられる。

第11号住居跡（第22図）

本跡は9　筒戸B遺跡の南部のMlOa9区を中心に位置し9　北側に74号士風　南側に66号土壌が重

複している。

掘り込みが浅いため炉と枝先のみ確認された住居跡で言漁猟　形状は不明である。壁は9　確認

されておらず，床は，ほぼ平坦であるが広がりは不明である。炉は9　柱穴の配置からみると中央
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よりも北に位置し，平面形状は，長径100cm，短径70cmほどの不整形を呈している。床面を約15cm

ほど掘り込んだ地床炉で，焼土の量はそれほど多くなく，長期的に使用されたものではないと考

えられる0柱穴は，9か所確認されている0配置状況をみると炉の両側にP2・P7が位置し，そ

れらを中心に七角形状に配置される。なお・北側に重複する74号土壌によって一部の柱穴は破壊

されていることも考えられ，配置の状況は確定的ではない。

覆土及び遺物は，確認されていない。

第12号住居跡（第23図）

本跡は，筒戸B遺跡の西部のやや北寄りKlOhl区に位置している。

平面形状は，長径5・32m，短径4・9mほどの楕円形を呈しているが，南側がやや突出しているの

で隅丸方形とも考えられる0長径方向は，N－40LEを指している。壁は，掘り込みが浅いため

6～9cmで，南側はほとんど確認されないほどである。北側は，ほぼ垂直ぎみに立ち上がってい

るが，他はゆるい傾斜を示している0床面は，平坦であるが北東部及び南東部の一部は挽乱をう

け則夫をなしている0炉は，床面の中央に位置し，平面形は楕円形を呈している。規模は，長径

70・8cm・短径50・9cmで，床面は約18cmほど皿状に掘りくぼめて地床炉としている。炉内の焼土を
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第23図　第12号住居跡実測図



含む暗赤褐色土は，約20cmほど堆積しているが娩土の量は少なく南北に流出している。炉底もさ

ほど焼けていないことからそれほど長期的に使用されてはいないと思われる。柱穴は10か所確認

されたが，主柱穴は明確でない。配置は，ほぼ長方形状を呈している。出入口は，不明だが柱穴

の配置をみると，南西ないし北東が考えられる。覆土は，褐色土がわずかにI層みられるにすぎ

ない。

遺物は，縄文土器の小破片で総数148点出土している。土器片の大部分は胴部で133点である0

ロ縁部は14点で，底部はわずかに1点だけである。炉内から少量出土したもの以外は，ほとんど

覆土中からのものである。

第13号住居跡（第24図）

本跡は，筒戸B遺跡の酉端部のL9b5を中心に位置し，南東側はゆるい緩傾斜地となる。

遺構の掘り込みが浅いため，規模及び形状などは不明である。壁は，確認されていない。床面

は，ほぼ平坦であるが広がりは不明である。炉は，確認された柱穴のほぼ中央部に位置し，平面

形は楕円形を呈している。規模は，長径150cm，短径80・7cmで，床面を12cmほど皿状に掘りくぼめ

ている。炉内の東側にみられるピットは挽乱によるもので，本跡との関係はみられない。柱穴は，
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10か所ほど確認されている0配置状況は，五角形状を呈しているが，土壌が重複しているため明

確ではないO主柱穴は，あまり規格性が認められないため判然としないが，Pl・P3・P5・P8・

ないしP2・PlO等が考えられる。覆土は確認できなかった。

遺物は，縄文土器の破片のみで総数85点出土している0土器片で最も多いのは，胴部で70点，

口縁部は13点，底部は少なく2点のみである。

卸4号住居跡（第25・26図）

本跡は，筒戸B遺跡の南西部のL9f2区を中心に位置し，東側はゆるい傾斜地となっている。

周辺には隣接する住居は認められない。

平面形状は・判然としないが楕円形・ないし隅丸方形を呈すると思われる。規模は，長径7．44
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第25図　第14号住居跡実測図
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m，短径7．04mで当遺跡では最大級のものであるが，これは柱穴の状況から判断して拡張がなさ

れたためと思われる。長径方向はN－20LEを指している。壁は，掘り込みが浅いため，東，西

側で5cm，南側は9cmほどであるが北側はほとんど確認されていない。床面は，平坦で中央付近

が硬くしまっている。炉は，ほぼ中央に位置している。平面形状は，長径110cm，短径60cmほどの

楕円形状を呈し，床面を15cmほど皿状に掘りくぼめて地床炉としている。柱穴は，12か所確認さ

れているが，配置状況をみると建て替えないしは拡張が行われたとも考えられる。Pl～P6は六

角形の配置を示し，炉は検出されていないが旧住居跡と思われる。P7～P12の規模は80～100cm

と大きく，深さは66－93cmでかなり大きい。前述の柱穴を北西方向に移動したような配置を呈し

ているが覆土が浅いため判然としていない。覆土は，II～I工1層に区分され，下層の1jからは少量

の炭化粒子，焼土粒子が検出されている。全体的には締まりがあるが薄い層である。

遺物は，縄文土器の破片が255点，石器が6点出土している。土器片は，胴部が多く223点で，

ロ綾部は28点，底部は4点である。平面的には，中央の炉付近とその東側に散在してみられるが，

何点かが接合されており，いずれも覆土中からのものであり，投棄されたものと考えられる。
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第15号住居跡（第27・28図）

本跡は，筒戸B遺跡の北西部のやや北寄りK9eo区を中心に位置し，北東側に127号土壌，南西

側に128号土壌が重複している0新旧関係は明確ではないが土塀の方が本跡より古いと考えられ

る。

規模は土境の重複により不明瞭であるが，長径6・5m短径6・Omほどであろう。平面形は，・楕

円形ないし長方形状と考えられる0長径方向は，N－35LEを指している。壁は，東側が28cmで，

北・南側は10cm内外・西側はほとんど確認されないほどである。壁面は，南・東側はほぼ垂直ぎ

みに立ち上がり，他はゆるやかに立ち上がっている。床面は，平坦で炉の周辺は硬く踏み固めら

れている0炉は，床面のほぼ中央に位置している0平面形状は，長径100cm，短径90．6cmほどの円
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第27図　第15号住居跡遺物出土状態図



第28図　第15号住居跡実測図・遺物出土状態図
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形を呈している0炉底は30cmほど皿状に掘りくぼめられ，ロームが焼けて硬化し焼土が充満して

いる0柱穴は・13か所ほど確認されているが・土壌が重複する部分は明確には把握されていない。

主柱穴は，Pl・P3・P5・P10の長方形状の配置と考えられるが，住居の平面プランを考える

と土壌が重複する部分にも主柱穴があった可能性も考えられる。覆土は，Ⅴ層に区分される。そ

の中で覆土中の2は異色土を多く含む層で，1は黒色土が混じりあった屑である。これは，住居

がある程度埋まった後に一部掘り込まれて投棄あるいは流入したものである。

遣物は，縄文土器の破片が2204点，石器が21点出土している。土器片は，胴部が最も多く1896

点で，ロ綾部は280点，底部は24点，その他土器片錘が4点出土している。そのほとんどは覆土中

央の黒色土混じりの1・2からのもので・平面的には・中央付近に多くみられ，壁周辺は少ない。

覆土の9を切り込んで1・2がみられ，一次埋土後の凹地利用あるいは一部を掘り込んで，多量

の遺物を投棄したものと考えられる0接合されるものが多く認められるが完形はみられない。
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第16号住居跡（第29・30図）

本跡は，筒戸8遺跡の北西部のKlOi5区に位置し，住居の南壁にほぼ接して埋要がみられる0

規模は，長径5．33m，短径5・2mである。平面形は，楕円形で南東部がやや張り出しぎみである。

長径方向は，N－43LWを指している。壁高は，5－10cmと低く，西壁はほとんど確認できない

ほどである。床は，平坦で中央付近が硬く北西側には空間地がみられる0炉は・床面のほぼ中央

に位置し，規模は長径120・4cm，短径110・4cmと大きい。平面形は不整楕円形状を呈し，南東に焼

土が流出している。炉は，床面を約30cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である0柱穴は，9か所

確認されている。配置をみると炉を中心にやや東寄りの多角形状を呈している。主柱穴は，規模，

深さなどからPl・P3・P8・PlOと考えられ，配置的には台形状を呈している0出入口部の施

設は，西側か埋要が位置するP4・P6かと考えられる。埋婆は・南側壁付近の床面直下に正位で

第30図　第16号住居跡遺物出土状態図
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垂直にロ綾部まで埋め込み，底部は欠損している。埋要の中から遺物等は検出されていない。覆

土は，IV層に区分される。3e・4jは炭化物，焼土小ブロック含む黒色土層で住居の覆土を切っ

ている0　2eはローム小ブロック，焼土小ブロックを微量であるが含有する層で，2b〃は多くのロ

ームを含む層である。中央付近はやや盛り上がって堆積している。

遺物は，縄文土器の破片が1026点，石器が11点出土している。土器片は，胴部が最も多く877

点で・ロ綾部は124点，底部は比較的多く25点出土している。そのほとんどは3e・4j層中の上部

から検出されており，床面直上で出土したものは少ない。平面的には，中央部付近に多く，北西

壁周辺部には少ない0土器は，完形に近い大破片で出土しているものも多い。同一個体片が多く

認められ，接合できたものも多いが，完形になるものは認められない。

本住居跡は，住居に伴う埋設土器から，加曽利EIII期に属するものと思われる。
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第17号住居跡（第31・32図）

本跡は，筒戸B遺跡の中央やや北西側寄りのKlOe6区を中心に位置し，東壁に本跡よりも古い

131号土壌，北壁周辺の床面に本跡より新しいと考えられる120号土境が重複している。

規模は，長軸6．27m，短軸6．0mである。平面形は，北東部がやや円味をもっているが隅丸方形

を呈するものと考えられる。長軸方向は，N－38LEを指している。壁高は，西壁で6cmと低く，

他は8－14cmほどである。壁面は，西，南壁はゆるやかで，北，東はほぼ垂直ぎみに立ち上がる。

床は，ほぼ平坦で中央に炉が位置している。炉の規模は，長径150cm，短径110cmで当遺跡では大

きい方である。平面形は，東西に長い不整楕円形を呈している。炉は，床面を10cm掘り下げさら

に中央部を20cmほど皿状に掘り込み構築されているが，東側の段差部分に少量の粘土が2か所ほ

ど残存していた。柱穴は，15か所確認されているがやや不規則な配置をしている。主柱穴は，P

l・P。・P5・Pl。・P15の5か所が考えられる。炉の周辺のP7－P9・Pll・P12は炉に接近

第32図　第17号住居跡退物出土状態図
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しすぎること，さらに同様の柱穴がみられることを考えると，あるいは，拡張があったとも考え

られる。出入口部の施設は不明である。覆土は，III層に区分され，炭化物を少量混入する褐色土

からなるが，覆土中央付近には黒色土が認められる。

遺物は，縄文土器の破片が230点，石器が1点出土している。土器片で最も多いのは胴部片で

171点，口綾部は46点，底部は13点である。平面的には中央付近から出土したものが多い。

第18号住居跡（第33・34図）

本跡は，筒戸B遺跡の中央やや北側寄りのKllhl区を中心に位置し，北側に130号土境が重複し

ている。遺構確認の段階での遺物の出土状況では，2軒の住居跡の重複するものとして調査を進

めたが，その後，1軒の住居跡であることが判明した。

規模は，長軸6・84m，短軸5．56mであるが，東側は確認時においてやや広い範囲で住居をおさ

えていたため掘りすぎてプランが不明瞭になったものと考えられ，本来の規模は，柱穴などの配

第33図　第18号住居跡実測図
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置から長軸は5．7m内外のものと想定される。平面形は隅丸方形状を呈すると思われる。長軸方向

は，N－33LEを指している。壁は，いずれも低く4－9cmほどでほぼ垂直ぎみに立ち上がって

いる。北壁側の一部は撹乱をうけて不明瞭である。床面は，ほぼ平坦であるが，北西コーナー部

は挽乱をうけている。炉は，床面のほぼ中央に位置し，平面形状は，長軸142cm，短軸140cmほど

の方形状に8cmほど掘り込んでいる。その北側に，さらに長軸110cm，短軸75cm，深さ8cmほどの

不整形の掘り込みで炉床を構築している。柱穴は，12か所ほど確認されているが，Pll・P12は底

面が凹凸をなすため擾乱によるものかもしれない。主柱穴は，炉を中心に方形に配置され，掘り

方がしっかりしていて，深さもあるPl・P3・P7・PlOの4か所と考えられる。出入ロは，明

確ではないが，柱穴の配置と炉の焼土の状況からP4～P6が，それらの施設とも考えられる。覆

土は，色調が異なるためIV層に区分したが，土層の境界は土質も極めて類似しており，9aル以外

は，ほとんど同一層として把握すべきものかもしれない。9a〟は覆土が堆積する過程で壁等が流
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第34図　第18号住居跡遺物出土状態図
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入したものである。

遺物は，投棄された状態で縄文土器の破片が846点，石器が4点出土している。土器片は，胴部

が多く697点で，口綾部が134点・底部は15点である0平面的には・炉の西側に集中して検出され，

南側を除いてほぼ馬蹄形状にみられる0壁周辺部では北側の一部を除いてほとんど確認されてい

ない0接合関係をみるとかなりはなれた地点の土器が接合できた。

第19号住居跡（第35・36図）

本跡は，筒戸B遺跡の北部のKlOa7区を中心に位置している。

平面形状は，長径5・54m・短径5・32mほどで六角形状に近い楕円形を呈している。長径方向は，

N－23LWを指している。

壁は，2ト25cmで壁沿いに全周する壁溝からほぼ垂直ぎみに立ち上がる。壁溝は，上幅は20～30

cm，下幅10cmで全周し，構内には，直径10～25cm，深さ10cmほどのピットが42か所確認された。

第35図　第柑号住居跡実跡図
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ピット間の間隔は20－90cmで，西，東，南東側はやや幅をもち，北東，南西側は狭まっている。

ピット間の平均は約42cmほどである。床面は，平坦で中央付近は硬く踏み固められているが，南

西側の一部は挽乱を受け凹凸状を呈している。炉は，床面中央に位置する石組み炉で，炉内には

土器が埋設されている。規模は，長径105cm，短径88cmほどの楕円形状の掘り込みの中に，長径81

cm，短径60cmの範囲で19個の石が長方形に配置されている。材質は，斑レイ岩，安山岩，砂岩等

で石皿片を再利用したものも何点かみられる。さらに石組み炉内には，底部を欠く土器が埋設され

ている。柱穴は，13か所確認されている。主柱穴は，Pl・P3．・P5・P6・．P8・Pllの6か

所で六角形に配置されている。他は支柱穴と考えられる。出入ロの施設は明確ではないが，南あ

るいは北東のピットかと考えられる。覆土は，部分的に振乱がみられるが，Ⅴ～VII層に区分され

る。3e；3e’からは多量の黒色土と共に，炭化物，炭化材が検出され，南から南西側にかけてか

なり大きめの炭化材が検出されていることから火災にあったものと考えられる。

遺物は，縄文土器の破片が223点，石組み炉に利用された石皿片等の破片が13点出土している。土

器片は，胴部が多く175点で，ロ縁部が41点，底部は5点である。その他土器片錘が2点出土し
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ている。ほとんどは覆土中からのものであるが，南側の床面から無文の浅鉢形土器（第17昭一2）9

北壁付近の床面直上からチャート質のポイント（第237図－1）が出土している。

第調号住居跡（第37図）

本跡は，箇戸B遺跡の中央部のK勒9区を中心に位置している。

平面形状はラ長軸5．88m9短軸5・69mで9北西部がやや張り出すが隅丸方形を呈している。長

軸方向は9Nつ3LEを指している。壁は9　7～12cmほどで外傾ぎみに立ち上がる。床面は，ほ

ぼ平坦で炉の周辺が硬く踏み固められている。炉は9床面のやや北東寄りであるが9主柱穴の配

置をみると中央に位置している0平面形状は，長軌35cm，短蜘00cmほどの不整方形状を呈して

いる0炉底は9床面を24cmほど皿状に掘りくぼめ，覆土には焼土が充満している。柱穴は9ユ5か

所確認されている。主柱穴は9方形に配され掘り方のしっかりしたPleP4魯P8魯P12である。

南東のP9～Pllは炉や柱穴の配置より出入ロの施設との関連が想定される。主柱穴と考えられる

P8に接するP15は，長径78cm　短径飢cm9深さ38cmほどのやや太きめの掘り込みであるが，そ

の北壁寄りの蔑土中から逆位の壷形土器が検出されている。その土器を埋設した後にP8が掘ら

れており9何らかの意図があるかと考えられる。覆土は言Ⅴ層に区分され，中央付近にみられる

蟻　2jほ，摘撃1eが堆積したのちにラ　二次的に堆積したものである。

遺物は9縄文土器の破片が387息石器が4点出土している。土器片は，胴部が最も多く318点

で9　ロ綾部は54氏底部はユ5点である。そのほとんどは覆土中からのものである。平面的には，

中央付近が多く9壁周辺部からほ少ない。接合した結果かなり離れた位置の遺物が多く接合され

た。しかし9　太型となるものや完形となるものは認められない。

第別号住居跡（第38図）

本跡は，筒戸B遺跡の南西乳　K9a3区を中心に位置し，南側の大部分は22号住居跡によって

切られている。

規模及び形状は22号住居跡に切られているため不明である。壁は，12～18cmほどで外傾ぎみに

立ち上がるが南側は不明である○床面は普　ほぼ平坦であるが，中央から東にかけて不整楕円状の

授乳がみられる。柱穴は，重複のため判然としないが，Pl～P12ないしP25あたりかと思われる。

主柱穴は9P3ゆP5のP6eP8の長方形に配置される所が考えられる。炉は柱穴の配置をみる

とラほぼ中央に位置すると思われる。平面形状は9長径62cm，短径55cmほどの円形を呈している。

炉底は床面をユ5cmほど皿状に掘りくぼめて構築されているが焼土量はそれほど多くない。北東の

一部が授乳を受けている。覆土は，色調が異なるためV層に区分したが，大別すれば，1aと6a

との2層に分けられる。遺物は，ほとんど検出されていない。
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第37図　第20号住居跡実測図・遺物出土状態図
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第38図　第2ト22号住居跡実測図
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第22号住居跡（第38図）

本跡は，筒戸B遺跡の南西部のKlOb3区を中心に位置し，北側の21号住居跡を切り，南壁に112

号土頻が重複している。

平面形状は，長軸6・9m，短軸6・4mほどの隅丸方形を呈すると思われる。長軸方向は，N－75．5・

－Wを指している0壁は，5－10cmほどで垂直ぎみに立ち上がるが，南側はゆるやかである。床

面は，ほぼ平坦で西から東へわずかに傾斜を示している0炉は，床面の中央からやや南寄りに位

置し，平面形状は，長径75cm，短径60cmほどの梧円形状を呈している。炉底は，床面を30cmはピ

ー47－



皿状に掘り込んで構築されているが焼土量はそれほど多くはない。柱穴は，重複のため明確では

ないがP13～P25の13か所と考えられる。主柱穴は，六角形状の配置のP13～P18の5～6か所と考

える。出入口は不明である。覆土は，2軒の住居の重複であるが，その切合い関係は明確には把

握できない。

遺物は，少なく覆土中から縄文土器の胴部片が9点出土しただけである。

第23号住居跡（第39図）

本跡は，筒戸B遺跡の南西部のM9g6区を中心に位置している。

表土が薄いことと遺構の掘り込みが浅いため，炉と柱穴のみ確認された住居跡で，規模・形状

については不明である。壁は，確認
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第39図　第23号住居跡実測図

されていない。床面は，ほぼ平坦で

東から西へわずかに傾斜を示すが，

広がりは不明である。炉は，柱穴の

配置ではほぼ中央に位置し，長径70

cm，短径60cmほどの楕円形で，床面

を約20cmほど皿状に掘りくぼめて地

床炉としているが焼土の量は少ない。

柱穴は，12か所確認されているがP7・

P8は不整形で掘り込みもやや軟弱

で凹凸状をなすことから視乱である

と思われる。前述の柱穴を除いた配

置状況はほぼ方形状を呈している。

主柱穴は，判然としない。

覆土及び遺物は確認されていない。

第24号住居跡（第40図）

本跡は，筒戸B遺跡の南東部でやや微高地となるLlli6区を中心に位置し，25・26号住居跡と

144号土境が重複している。

規模や形状は，掘り込みが浅いことと重複のため不明瞭である。壁及び床の調査を行ったが，

重複が激しいため明確にすることは困難であった。炉は，重複する住居の柱穴P5・P24により破

壊され，わずかに焼土が残存するにすぎない。柱穴は，複雑で判然としないが炉及びその他の柱

穴配置より，Pl～P4あたりの長方形状の配置が想定される。P3は25号住居跡の炉底面下に確
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認されたものである。覆土は撃ロームブロックの混入する褐色土がト畏層にみられるが9かな

り擾乱を受けている。

遺物は学務土中に少量の縄文土器片がみられるが重複のため遺構に伴うかどうかほ不明である。

本跡は　経穴の切　会いによ勘25魯26号住居跡より古いものと考えられる。

第鏑聾住居跡（第40図）

本跡は9筒戸B遺跡の南東部のmIi5区を中心に位置し924◎26号住居跡と76。摘号土壌が重

複している。

地形的に西側にやや傾斜することと9掘り込みが浅いため9規模◎形状◎壁等は不明瞭である。

床面は9ほぼ平坦でやや西側へ傾斜を示している。炉は9床面のほぼ中央に位置し，平面形状

は学長勧20cmほどの不整形を呈している○炉底は27cmほど皿状に掘られているが撃遺構確認の際

には9多義の焼土が北西から南東にかけて広範囲にみられた。炉の西には炉内埋設土器が埋設さ

れ撃南西は擾乱をうけている0経穴はヲ重複により複雑化しているが，炉及び他の住居跡との関

連により9外側を楕円形状に回るP12～P21と考えられる。覆土にはタかなり多量の焼土が各所に

検出されているが9土層に締まりがあまり認められないことから投棄されたものと思われる。上

面の焼土の範囲は9長径3。5m9短径温。6mにもわたっていた。

遺物はタ炉内のもの以外はほとんど検出されていない。新旧関係はそれほど明確ではないが9

24号住居跡よりほ新しい。さらに焼土の状況や26号住居跡の形態をみると本跡は26号住居跡を北

西に拡張移動したとも考えられる。

第鍼号住居跡（第40図）

本跡はヲ筒戸B遺跡の南東部のLHi5区を中心に位置し，24e25号住居跡と1掛144号土壌と

重複している。

規模◎形状は9重複や掘り込みが浅いため不明である。床面はタほぼ平坦で重複する住居跡と

の段差は認められなかった0炉は925号住居跡の炉の南側近くに位置している。平面形状は，長

径102cm，短径80cmほどの楕円形を呈している。床面を27cmほど皿状に掘りくぼめて地床炉として

いる。柱穴は，六角形状の配置を呈するP5～Pllと考えられる。

遺物は予ほとんど検出されていない。新旧関係は924号住居跡より新しく25号住居跡よりやや

古いと考えられる。土壌はともに本跡よりも新しい。
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第40図　第24・25・26号住居跡実測図
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第27号住居跡（第4ト42図）

本跡は，筒戸B遺跡の東部のLllb6区を中心に位置し，南西側に28号住居跡が隣接しているが

これよりも東側には住居跡は確認されていない。

平面形状は，長軸5・45m，短軸4．92mほどの隅丸方形を呈している。長軸方向は，N－50LE
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を指している0壁は・12－20cmほどで南西側がやや高い。壁面は，外傾して立ち上がるが，西側

コーナーは挽乱をうけ屈曲している0床面は，ほぼ平坦で炉の周辺は硬く踏み固められている。

炉の南にみられる長方形の掘り込みは後世の挽乱によるものである。炉は，床面中央とその北側

及び南東に小規模なものが確認されている0中央のものを炉1，その北側のものを炉2，南東の

ものを炉3とする0ともに平面形は不整形を呈し，床面を9－12cm皿状に掘り込んで構築された

地床炉である0規模は，炉1が長径160cm，短径110cmと大きく炉底や焼土の状況から，掘り替え

ないしは再度の利用がうかがえる0炉底は18cmほど皿状に掘られ焼土が充満している。炉2は長

径80cm，短径50cm，深さ9cm，炉3は長径70cm，短径50cm，深さ15cmであるが焼土の量は，いずれも

それほど多くなく底面もあまり焼けていない。柱穴は，7か所確認されている。主柱穴はPl・P2．

P5・P7で方形に配され，ともに深さは70～80cmと深くしっかりしている。出入ロの施設は確

認されていないが－柱穴の配置や床の状況をみると，南西ないしは北東側が出入口かと考えられ

顎旦’等斡
10d

第41図　第27号住居跡実測図
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る。覆土は，Ⅲ～IV層に区分され，おおむね褐色土層で少量の炭化粒子を含んでいる。柱大中に

は暗褐色土が堆積している。

遺物は，縄文土器の破片が360点，石器が4点出土している0土器片は，胴部が最も多く390点

で，口綾部は48点，底部は少なく2点である。そのほとんどは覆土中からのものである0平面的

には，床面中央に多く壁周辺からの出土は少ない。

第42図　第27号住居跡遺物出土状態図

2m
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第28号住居跡（第43・44図）

本跡は，筒戸B遺跡の中央部からやや東側寄りの微高地となるLllc4区を中心に位置し，南西

側はゆるい傾斜地となっている。

平面形状は，直径3mほどの円形を呈しその外側にピットが回っている。壁は，西，北側で80－

85cm，東，南側で90～100cmと高く，壁面は硬く締まり垂直に立ち上がるが東，北側の上面では外

傾ぎみとなる。床面は，ほぼ平坦で硬く踏み固められ，P2の西側に少量の焼土が検出され炉と

も考えられる。その平面形状は，長径38cm，短径30cmほどの不整楕円形を呈している0床面を10
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cmほど皿状に掘り込み9底面は焼けて焼土が充満している。竪穴内の柱穴は，床面の中央とその

北東に2か所みられ，さらに9南には大きい貯蔵穴とみられる孫ピットが確認されている。柱穴

の規模は，中央のP2が直径25cm，深さ54cmでPlは直径45cm，深さ30cmである。P3は直径90cm，

深さは床面から145cmで円筒状のものである。P2は主柱穴と考えられ，Plは昇降用の施設とも

考えられる0壁面には，足掛け状のものは確認されていない○竪穴の外側にみられるP4～P18は9

掘り込みがやや軟弱であり9竪穴の深さを考えた場合9構造上において上屋を構成する柱穴と考

えるには若干の疑問が持たれる。覆土は9V～VI層に区分される。上層の2d〟は暗褐色土層で多

量の焼土粒子が検出され9　2dと同様に多量の土器片が確認されている。下層の土層が堆積した

二　　l

一つ　∴一

日5B

C’　旦帽．摘

第朋図　第鋼尊住居跡実測図◎遺物出土状態図
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後に上層の2d・2d〝が投棄されたものと考えられる。

遺物は，縄文土器の破片が1268点，石器が8点出土している。土器片は，胴部が最も多く1063

点，次に，口緑部も比較的多く181点，底部は23点である。その他，十字形の石鉄や磨石なども出

土している。そのほとんどは覆土の上層に投棄されたもので，特に，覆土中の中央から南側にか

けて多く出土している。検出された多くの土器片は，同一破片で接合されるものが多いが完形と

なるものはなかった。
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第29号住居跡（第45区l）

本跡は，筒戸B遺跡の北部のJlOi9区を中心に位置している。

平面形状は・長軸5・78m，短軸5・28mほどの隅丸方形を呈している。長軸方向は，N－43Lw

を指している0壁は・6～10cmでほぼ垂直ぎみに立ち上がる。壁溝は，上幅15－30cm，下幅10cm

ほどで仝周し，ほぼ等間隔に小ピットが25か所みられる。床面は，ほぼ平坦でやや南東にゆるい

傾斜を示している0炉は，床面の中央に位置し，長径111cm，短径80cm，深さ約30cmほどの地床炉

である0平面形は，北西から南北に長い不整楕円形を呈し，焼土は北側に多く認められ南側には

少ない0柱穴は，床面に10か所ほど確認されるほか，北壁に1，西壁に2か所のビットがみられ

る0主柱穴は・深さが60～90cmでしっかりしたPl・P5・P8・P9が考えられその配置は長方

形状を呈している0なお・P2・P3も深さが70～90cmと深いが配置的には前述のものが主柱穴と

考えられる0これらは支柱穴あるいは出入ロと考えられるが西壁付近に並立してみられるものも

位置的には出入口とも考えられる0覆土は，H～Ⅴ屑に区分される。1bは褐色土で壁ぎわには

ロームブロックが多くみられるがほぼ自然堆積の状態を呈している。炉の上面は一部規乱をうけ，

第45図　第29号住居跡実測図
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焼土と黒色土が混入している。

遺物は，縄文土器の破片が189点，石器が2点出土している。土器片は，胴部が多く166点で口

綾部が18点，底部が4点である。その他，土器片錘が2貞みられる。いずれも覆土中からの出土

である。平面的には，壁周辺部は少なく，中央部付近から多く出土した。

第30号住居跡（第46・47図）

本跡は，簡戸B遺跡の北端部のJlOeo区を中心に位置し，北側は大谷津B遺跡に隣摸している。

平面形状は，北側に本跡よりも新しい150号・171号土壌が重複しているため明瞭ではないが，

長軸6．23m，短軸5．66mの隅九長方形状を呈すると考えられる。長軸方向は，N－13LWを指してい

る。壁は，16－20cmで，東，北側はほぼ垂直にぎみに立ち上がるが他は外傾ぎみである。床は，ほぼ平

坦である。炉の北西と南西側には挽乱がみられ不整形となっている。炉は，床面中央から東に寄って位

置している。掘り込みは長径150cm，短径110cmと大きいが，炉の規模は，長径110cmほどと考えら

れる。平面形は，不整長方形に近い。床面を30cmほど皿状に掘り込んだ地床炉で底面はかなり熟

旦＿16．4m
l°

、車一一し－　J m
第46図　第30号住居跡実測図
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をうけ焼土が凹凸状をなしている。柱穴は98か所確認され9南北に長い六角形状の配置を呈し

ているo P6は9本跡の覆土を切っており，やや新しいものであるが9覆土中に少量の炭化物が

ヒ二二二二ヒ二二二ヨ

第舶図　第鍼号鎮屠跡通観出藍状態図

検出されている。性格は不明

であるが柱穴とは別のもので

あろう。主柱穴は9P3。P5e

P7～P9と考えられる。P3

はやや掘り込みが浅いが，P5

は70cm，P7ほ90cmの深さを有

している。出入日は不明である。

覆土は9II層に区分され上層

の1eから少量の炭化物が検

出されている。

遺物は，縄文土器の破片が

380点，石器が2点出土してい

る。土器片は9　胴部が貴も多

く323点で，ロ綾部が58点で底

部は出土していない。そのほと

んどは覆土の1eからで床面か

らの出土は稀である。平面的

には9　中央部付近に多く，壁

周辺部からはほとんど検出さ

れていない。

第32号住居跡（第48e49図）

本跡は9筒戸B遺跡の北西部のJlOh4区を中心に位置し，南東側は31号住居跡によって切られ

北西側の一部も208号土壌によって切られている。

平面形状は9長軸は5・2mで9短軸は31号住居跡によって一部破壊されて不明であるが推定で4．6

mほどの隅丸万形状を呈すると思われる。長軸方向は9N－68㌧Eを指している。壁は，15cmほ

どで西側はゆるやかに立ち上がるが9他はほぼ垂直ぎみに立ち上がる。床面は，ほぼ平坦で西か

ら東へわずかに傾斜を示している0南東部は切り合いのため不明である。炉は，床面のほぼ中央に位

置すると考えられるが9南側の一部は31号住居跡によって切られている。規模は，長径150cm，短径70

cmタ深さ10cmほどである。炉底は9焼けて硬い凹凸状をなし9特に西側には多量の焼土がみられ
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る。柱穴は，7か所確認されている。主柱穴は，Pl・PZ・P4・P7と考えられ長方形状の配置

を呈している。出入口は不明である。覆土は，IV層に区分されるが，2，2eは土層の境界も漸

移的で土質も極めて類似しており，本釆は同一層として把握すべきものかも知れない。1C〟は壁

周辺部に分布し，覆土が堆積する過程で壁等が崩落し，形成されたものと考えられる。

遺物は，縄文土器の破片が506点，石器片が4点出土している。土器片は，小片の胴部が最も多

く403点で，ロ綾部は少なく36点で，底部は7点である。いずれも覆土中からの出土であり，床面

からのものは少ない。平面的には中央付近に多くみられるが31号住居跡により大部分は破壊され

ている。

A164m

第48図　第3ト32号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第33号住居跡（第50区l）

本跡は，箇戸B遺跡の北部のJlOf8区を中心に位置し，中央には210・240号土壌が，北側には

147・148・149号土壌が重複している。確認の段階では，北側にみられた落ち込みを住居跡として

とらえたが，その後の調査により住居跡はその南側である事が判明した。

平面形状は，長軸5．72m，短軸5．18mほどの隅丸方形を呈している。長軸方向は，N－84LW

を指している。壁は，15～25cmで，ほぼ垂直ぎみに立ち上がるが北側は不明瞭である。床面は，
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第49図　第32号住居跡遺物出土状態図

ほぼ平坦であるが中央部は210・240号土壌により捜乱をうけている。北西側にはピット状の209号

土壌がみられる0壁溝は，上幅は20－30cm，下幅は10cmほどで，北東，南側を除いて部分的にみ

られる0炉は，床面の中央からやや北側寄りに位置している。平面形状は，長径130cm，短径100

cmほどの不整形を呈している0炉底は，25cmほど皿状に掘り込み，焼土が充満している。柱穴は，

15か所ほど確認されている0柱穴は，炉を中心に六角形にみられ，そのやや外側に主柱穴と考えられ

るしっかりした柱穴がみられる。北西に位置する209号土項と称したものは，あるいは柱穴との関係

が考えられる0これらの柱穴は配置的にみると，住居の拡張とも考えられるが，内側の柱穴は支

柱穴と考えた方が良いと思われる0なお，Pユ0はその覆土中に焼土や焼土小ブロックとともに少

量の炭化物が検出され柱穴として注目すべきである0この柱穴を抜取るかした後に焼土を含む層

が堆積している0覆土は，III層に区分される。部分的にかなり撹乱をうけている。

遺物は，縄文土器の破片が221点，石器が6点出土している。土器片は，胴部が181点，口綾部

が30息底部が7点・その他，土器片錘が3点である。そのほとんどは覆土上層から出土してい

る。平面的にはかなり散在してみられる。
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第50図　第33号住居跡実測図・遺物出土状態図
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第34号住居跡（第51図）

本跡は，筒戸B遺跡の北東部のJllh3区を中心に位置し，北側に隣接する36号住居跡の南壁の

一部を掘り込んで構築している。

平面形状は，長径4．5m，短径4．3mほどの楕円形を呈している。長径方向は，N，25LEを指

している。壁は，12－14cmで西側がやや低い。壁面は，南壁がやや外傾ぎみであるが，他はほぼ

垂直ぎみに立ち上がる。床面は，平坦であるかやや軟弱である。東側の床面にみられる264号土壌

は本跡より新しく，墳底のピットは挽乱によるものである。炉は，床面のほぼ中央に位置し，平

面形状は，長径70cm，短径60cmほどの楕円形で，床面を約20cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉で

ある。焼土の量はそれほど多くない。柱穴は，床面に9か所と壁外に6か所確認されている。床

面の柱穴はほぼ六角形に配置され，壁外の柱穴は北西及び南に3か所ずつみられる。掘り込みは

いずれもしっかりしたものではなく，主柱穴は明確でない。出入ロは，壁外の柱穴を考慮すれば，

南あるいは北西が考えられる。覆土は，II層からなるが部分的に擾乱が入る。上層は褐色土，下

層は明褐色土層でいずれも少量の炭化物を混入している。

遺物は，ほとんど検出されていない。

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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第36号住居跡（第52図）

本跡は，筒戸B遺跡の北東部のJllg3区を中心に位置し，南側は34号住居跡に，西側は180号土

壌に，北東側は196・197号土壌によってその一部を切られている。

平面形状は，長径5．76m，短径5mほどの楕円形を呈しているが，北東部は壁が軟弱なためや

や掘りすぎかもしれない。長径方向は，N－35㌔－Eを指している。壁は，6－9cmで，北，東側

がやや低い。壁面は，ほぼ垂直ぎみに立ち上がるが，北側はややゆるやかである。床面は，ほぼ

平坦であるが北東側は不明瞭である。炉は，床面の中央よりも南西に位置するが，柱穴の配置を

みるとほぼ中央に位置している。平面形状は，長径70cm，短径40cmほどの楕円形で，床面を16cm

ほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。柱穴は，13か所ほど確認されている。Pl・P2はややは

なれているが，他は炉を囲み多角形状に配置されている。覆土は，IV層に区分されるが，土層の

境界は土質も極めて類似している。さらに，部分的に挽乱が入り複雑化している。

第52図　第36号住居跡実測図
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遺物は，いずれも小片で炉の北側の覆土中から縄文土器の破片が117点，石器が1点出土してい

る。土器片は，胴部が95点で，ロ綾部は22点である。底部は出土していない。

第40号住居跡（第53・54図）

本跡は・筒戸B遺跡の北西部のJlOi2区を中心に位置し，6基の土境が重複している。新旧関

係は，261・265・266・269号土壌が本跡より新しく，267・268号土壌が古いと思われる。

平面形状は，長軸5・8m，短軸5・38mほどの隅丸方形を呈しているが，柱穴の状況より建て替え

ないし，拡張が行われたとも考えられるためプランは不明瞭である。長軸方向は，N－64LEを

指している0壁は，北，東側は15cmほどであるが，南側は地形的に緩傾斜を示すため西側で9cm，

南側ではほとんど確認できないほどである。床面は，ほぼ平坦であるが土壌の重複と多くの柱穴

が存在するため遺存状況は極めて悪い。炉は，床面のほぼ中央に位置し，上面は266号土境によ

って一部破壊されている0平面形状は，長軸110cm，短軸90cmほどの不整方形状を呈している。炉

底は，25cmほど皿状に掘り込まれて構築され，底面には焼土がブロック状に残存している。柱穴

は，18か所確認されているが，その配置状況は複雑であり建て替えないし拡張がなされたと考え

られる0旧住居の柱穴は，Pl・P3・P6・P8・P12・P17の六角形の配置と考えられる。その後，

A16・3m6一

第53図　第40号住居跡実測図
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P．を起点にP4・P7・P11・P13・P15へ拡張がなされたことが，構造上に共通性がみられること

からうかがえる。出入口は不明である。なお，267号土壌は壁が垂直で横底も平坦で硬いことからある

いは住居に伴う貯蔵穴的なものとも考えられる。覆土は，II～HIに区分され，少量の焼土粒子，

炭化物が混入している。

遺物は，縄文土器の破片が1065点，石器が11点出土している。土器片は，胴部が最も多く948点

で，ロ綾部は104点，底部が11点である。その他，土器片錘が2点出土している。遺物の出土状況

は，土壌に投棄されたものや覆土中のものがほとんどで，床面直上のものは少ない。平面的には，

床中央付近に多く出土しているが，柱穴内の覆土上層から検出されるものも少なくない。この状

況は柱穴を抜いた後に投棄されたものと考えられる。

258－112
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第54図　第40号住居跡遺物出土状態図

第41号住居跡（第55図）

本跡は，筒戸B遺跡の北西部のJlOf2区を中心に位置し，これより以北は大谷津B遺跡として

調査した住居跡群が存在している。本跡の北東コーナーには，0㌢号土壌が重複している。

平面形状は，長径5．2m，短径5．1mほどで，北側の一部が張り出すがほぼ円形を呈している。

一64一



壁は8－15cmで他の壁に比して北壁側が低い。壁面は，ほぼ垂直ぎみに立ち上がるが，北東側は

一部土壌によって切られ不明瞭である0床面は，平坦で中央付近が特に硬い。炉は，床面の中央

に位置し，長径78cm・短径66cmほどの楕円形で，床面を12cmほど皿状に掘りくぼめて地床炉とし

ているl。柱穴は，21か所ほど確認されているが北東側の248号土壌に切られている部分にも何か所

かあったことが柱穴の配置から想定される。柱穴数は多く，炉を中心として多角形状に，二重に

配置されている。P15をみると住居の建て替えないしは拡張をしたかとも考えられるが，床，炉

の状況からは確証は得られていない。主柱穴は，判然としない。南西側のPll・Pl。～P15は深さ

40～50cmであるが北東側に対応するものが認められていない。さらに壁ぎわにみられる柱穴は，

深さ30cm内外である。覆土は，IV～Ⅴ層に区分される。南側の6eが堆積した後，北側あるいはそ

の他から9jが自然流人的に堆積している。

遺物は・縄文土器の破片が227点，石器が4点出土している。土器片は，胴部が201点，ロ縁部

が21点，底部が5点である。いずれも小片で覆土中ないしは柱穴内からのもので，床面からはほ

とんど認められない。
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第42号住居跡（第56・57・58図）

本跡は，筒戸A遺跡の中央部からやや南東のK9j4区を中心に位置し，北西壁の上面には，本

跡よりも新しい276・277号土壌が重複している。

平面形状は，長径6．4m，短径6．2mほどで，南北がやや突出する六角形状に近似する楕円形を

呈している。長径方向は，N－35LWを指している。壁は，南西側が17cmで低いが他は30cm内外

である。壁面は，ほぼ垂直ぎみであるが西側はやや外傾ぎみに立ち上がる。床面は，ほぼ平坦で

硬く締まり，炉の南側が若干傾斜を示している。炉は，床面のほぼ中央に3か所みられ中央のも

のを炉1，南東のものを炉2，北東のものを炉3とする。炉1は，長径90cm，短径80cmの楕円形

状を呈し，床面を30cmほど皿状に掘りくぼめている。炉底には焼土が充満しかなり長期に使用さ

れた痕跡が認められる。炉2は，長径70cm，短径60cmほどの三角形状を呈し，掘り込みは浅く7

cmほどである。炉3は，長径70cm，短径54cmほどの楕円形で，掘り込みは10cmほどである。炉2，

3とも焼土の量は少なくそれほど長期的に使用されたものではないと思われる。柱穴は，多く26
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第56図　第42号住居跡実測図
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か所確認され何回かの建て替えがあったものと考えられる。規模及び柱穴の配置から考えると，

炉3を中心とするPl～Pgの東西に長い槽円形状の配置，その西への移行とも考えられるPl～

P17の配置，さらに，一その拡張と考えられるP18～P23の六角形の配置が想定される。主柱穴とし

て明確にわかるものは，六角形の配置を呈するPl・P18－P23であり，これが最後の時期と考え

られる。覆土は，VI層に区分される。下層の1・2は旧住居に堆積したもので，その後中央部付

近に多量の土器と共に炭化物を含む黒色土が流入している。

遺物は，縄文土器の破片が多く総数2599点で，石器は14点出土している。土器片では，胴部が

最も多く2249点である0口縁部は308点，底部は35点である。そのほとんどは覆土中の4j・5h・

3からのものである0平面的には，中央から北側にかけ多くみられ壁周辺からの出土は少ない。

かなり接会され，復元されたが完形になるものはない。

－67－



第58図　第42号住居跡遺物出土状態図

－68－

0　　　　　　　　　　　　　　　21u

Lー　　　←－－1



第59図　第43号住居跡実測図，・遣物出土状態図
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第43号住居跡（第59・60図）

本跡は，筒戸A遺跡の中央部からやや南東寄りのK9h2区を中心に位置している。

平面形状は，長径5．65m，短径5．0mほどで，南東部の上面には段差を有する張り出しがみられ

るが，隅丸長方形を呈している。長軸方向は，N－41LWを指している。壁は，30－34cmほどで，

全体的にほぼ垂直ぎみに立ち上がるが，北側の中央と東側の一部はややゆるやかに立ち上がる面

が見られる。壁溝は，上幅20～30cm，下幅15cmほどの溝が西及び北壁ぎわの一部に認められ，20

cm内外の壁柱穴が15か所ほど検出されている。床面は，ほぼ平坦で炉の周辺は硬く踏み固められ

ている。炉の南にみられる長楕円形状の掘り込みは後世の挽乱によるものである。炉の南側は比

較的広がりを有し，南東側にゆるい傾斜を示している。出入ロは，柱穴の配置及び床，炉の状況

から南東の段差を有する部分が想定される。炉は，床面の中央からやや北西寄りに位置し，平面

形状は，長径92cm，短径77cmほどの不整楕円形を呈している。炉底は，30cmほど皿状に掘り込ま

第60図　第43号住居跡遺物出土状態図
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れ，焼土が充満している0柱穴は・16～19か所ほど確認され4本の主柱穴と壁ぎわに沿って柱穴

がみられる0主柱穴は，深さ78－90cmを有するしっかりした掘り込みのPl・P7・P14・P15で方

形に配置されている0覆土は，IV層に区分されるが，さらに中央部には長方形状の掘り込みがな

されVI層の層位が確認されている。

遺物は，縄文土器の破片が2725点・石器が11点出土している。土器片は，胴部が貴も多く2412

点で・口縁部は280点，底部は30点である0その出土状況は，床面直上からのものは少なく，ほと

んどは覆土中から検出されている0平面的には，黒色土の落ち込み中に投棄されたものがほとん

どで壁ぎわからのものは少ない。

第44号住居跡（第61図）

本跡は，筒戸A遺跡の中央東部のK9g3区を中心に位置し，北側に282～284号土塀・中央から

西側にかけて281・344・345号土壌が重複している。

掘り込みが浅いため壁は確認されず・規模，形状等についても不明である。床面は，ほぼ平坦

であるが広がりは不明である0炉は，柱穴間のほぼ中央に位置すると考えられる。平面形状は，

長径86cm，短径78cmほどの不定形を呈している0炉底は，17cmほど皿状に掘られ焼土がレンズ状

◎⑤ヶbl
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第61図　第44号住居跡実測図
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に堆積している。柱穴は，14か所ほど確認されているが，土塀の重複などにより破壊されている

可能性もあり，柱穴の配置にあまり規格性が認められない。覆土は確認できず，遺物もほとんど

検出されていない。

第45号住居跡（第62・63図）

本跡は，蘭炉A遺跡のほぼ中央部のK9gl区を中心に位置している。確認調査の段階では，上

面の黒色土の落ち込みを342・343号土壌として取り扱ったが，その後，住居が埋もれた後に土器

等が投棄された落ち込みである事が判明したので土境は消滅した。

平面形状は，長径6．65m，短径5．5mほどの楕円形を呈している。北側の段差を有する部分は確

認の際，壁が不明瞭であったためにやや掘り過ぎたもので遺構との関連はないものである。長径
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第63図　第45号住居跡実測図
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方向は，N－50LEを指している。壁は，約20cm

ほどでほぼ垂直ぎみに立ち上がり壁下には溝が全

周している。壁溝は，上幅20－30cm，下幅10～18

cmで全周し，構内には，直径20cm内外で，深さ10

cmほどの小穴が，北側に2か所，東側に7か所確

認されている。床面は，平坦で炉の周辺部と北側

が特に硬く踏み固められている。出入口部は，北

側の床面が硬いことや柱穴あるいは炉との関係か

ら北東部が考えられる。炉は，床面のほぼ中央に

位置し，炉内の北側から埋設された土器が検出さ

れている。平面形状は，長径150cm，短径120cmほ

どの楕円形を呈している。床面を約40cm掘り込み，

さらに中央から北東にかけて25cmほど掘り，土器

を正位に埋設している。底面には焼土が充満しロ
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ームが焼けて赤化し，かなり長期にわたって使用されたと思われる。柱穴は，10か所確認され，

主柱穴に沿って六角形に配置されている。主柱穴は，Pl・P3・P5・P6・P8・PlOの六か所で，

ともにしっかりした掘り方で深さは50－80cmを有し，南西寄りの六角形の配置を呈している。覆

土は，VI層に区分され，上層の暗褐色土層中からは焼土や炭化物が検出されている。

遺物は，縄文土器の破片が917点，石器が3点であるが，覆土上面に投棄された遺物1713点を含

めれば総数は2633点である。土器片は，胴部が最も多く2289点で，ロ綾部は300点，底部は31点で

ある。石器は破片を含めて10点出土している。そのほとんどは上層に投棄されたものである。床

面から出土したものは少なかった。

第46号住居跡（第64図）

本跡は，筒戸A遺跡の中央部からやや北側のK9dl区を中心に位置し，北側に本跡より新しい

0　　　　　　　　　　　　　2m
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第64図　第46号住居跡実測図



352号土壌が重複し，その北東側に296号土壌が重複している。

平面形状は・長軸6・07m，短軸5・7mほどで南側がやや張り出す隅丸万形を呈している。長軌ま，

N－90LWを指しているO壁は，8～10cmと低く，北東側はほとんど確認できないほどである。

床面は，ほぼ平坦で中央付近がやや低く，炉の東側の掘り込みは挽乱によるものである。炉は，

床面のほぼ中央に位置し・平面形状は，長径119cm，短径95cmほどの不整形を呈している。焼土は

上面からみられ，掘り込みも浅いことから床面を若干下げすぎたと思われる。柱穴は，11か所確

認され，炉を中心にほぼ方形状の配置がみられる0主柱穴は，明確ではないがPl・P3・P7・

P9を中心として配置されたと想定される0出入ロは，確認できないが炉と柱穴の位置から，南

あるいは東側が考えられる0覆土は，Il層からなり，少量の焼土粒子と炭化物が混入している。

遺物は，少量で縄文土器の破片が73点，石器が2点出土している。土器片の大部分は，胴部で

70点，口綾部と底部は少なくト2点である0いずれも覆土中から散在して検出されている。

第47号住居跡（第65図）

本跡は，筒戸A遺跡の北東部のK9b4区を中心に位置し，その中央を東西に並ぶ357～360号土

塀によって切られている。

第65図　第47号住居跡実測図
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平面形状は撃北東側が傾斜をしており壁が確認されていないので不明瞭であるが，推定では長

郎05m9短軸は4・9mほどの隅丸方形と考えられる。長軸方向は9N－35㌧Eを指している。壁

は9　2～8cmでほぼ垂直ぎみに立ち上がるが9北側は傾斜地となりほとんど確認されていない。

床面は9ほぼ平坦でロームブロックを含むやや硬いロームであるが，部分的に捜乱をうけ凹凸状

をなす所もみられる。炉は9床面のほぼ中央に位置し9北側の一部は359号土壌によって切られて

いる。平面形状は，長径90cm，短径82cmほどの隅丸方形を呈している。炉底は，30cmほど血状に

掘り込まれ9焼土が充満している。柱穴は9　5～6か所確認されているが9　P6は新しい掘り込

みである0主柱穴は9　4か所と考えられ深さはPlが62cm9P3が78cmと深いが9P4ほ32cm，P5

ほ2釦mで　配置的にはP4が炉にやや接近する台形状を呈している。覆土は言上Ⅲ層に区分さ

れるが薄い。1aほローム粒子を含む褐色土で9　2dほ微量の焼も炭化物を含む暗褐色土であ

る。壁ぎわにみられる接は9覆土が堆積する過程で壁等が崩落し，形成されたものと考えられる。

遺物は9南側の床離ゝらやや浮いた状態で9縄文土器の胴部破片が39点出土しただけである。

第鯛考鍾贋紗（第66図）

本跡は9筒戸A遺跡の北東部のK9e5区を中心に位置し普東側には49号住居跡が重複し9本跡

内にもやや新しい6基の土壌が重複している。

規模撃形状等については9掘り込みがローム中に達していないため確認されず不明である。床

面は学ほぼ平坦であるが土壌等の重複や撹乱をうけ軟弱な面がみられる。炉は9ほぼ中央に位置

すると考えられる。平面形状は，南東の一部が309号土壌によって切られ不明瞭だが現存する長さ

ほ醐cm　短径50cmほどの楕円形と思われる。炉内の覆土は20cmほどで廃土の義は少なく9底面も

それほど焼けていないため9　さほど長期的に使用されたものではないと考えられる。柱穴は，重

複のためかなり複雑であるが言7～19か所と考えられる。炉の西側のP26～P31は三角形状に並

び9　出入日とも考えられるが判然としない。柱穴の深さは9　P25が77cmと深い以外はいずれもユ5

～誠cmで　柱穴の掘　方　それほどしっかりしたものではない。主柱穴は9　明確に把握できない

がラ配置的にはP15のP17のP23のP32の方形状の位置が考えられるが，炉までの距離が2～3mあ

りゃや離れすぎている。覆土はわずかに褐色土が認められたにすぎない。

遺物はほとんど検出されていない。

第49号住居跡（第66図）

本跡は9筒戸A遺跡の北東部のK9e6区を中心に位置し智西側には48号住居跡が重複し言ヒ東

側の地形はゆるく傾斜している○住居内には撃本跡より新しい土壌が中央から北西にかけて5基

重複している。
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掘り込みが浅いため壁が確認できず，規模・形状等については不明である。床面は，ほぼ平坦

で東へゆるい傾斜を示している0炉の西は若干凹状をなしている。炉は，柱穴の配置からみると

ほぼ中央に位置し，平面形状は，長径60cm，短径50cmほどの楕円形を呈している。炉底は，床面

を22cmほど皿状に掘りくぼめているが焼土の量はそれほど多くない。柱穴は48号住居跡と重複す

るため不明瞭な所もみられるが，Pl～P13の13か所と考えられ不整六角形状の配置を呈している。

主柱穴は，明確ではないがPl・P3・P6・P7・P9・Pll・P12と想定される。出入口は明確では

ないが，北側で並行して位置するPl・P2とP12・P13と思われる。覆土は，薄くわずかに褐色
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第66図　第48・49号住居跡実測図
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土が認められるにすぎない。

遺物は，検出されていない。

第50号住居跡（第67・68・69図）

本跡は，筒戸A遺跡の北東部のK9e7区を中心に位置している。

平面形状は，長径6．0m，短径5・5mほどの楕円形を呈している0長径方向は，N－34LEを指

している。壁は，24～36cmで南東側が低く，西側から北西側にかけて高い0壁面は，ほぼ垂直ぎ

みに立ち上がるが，北東コーナー部は段差を有しやや外傾ぎみとなる。壁溝は，上幅30－40cm，

下幅10～15cmで全周し，構内に直径10－20cmの小穴が16か所確認され，さらに北東側には直径40

。mほどのやや大きいピットが4か所確認されている。床面は，ほぼ平坦で中央付近が特に硬く踏

第67図　第50号住居跡実測図
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み固められている。炉の南東部はやや凹状をなすが9これは撹乱によるものである。出入日は，

北西側に並列して並ぶP7～PlO，南西側のP5とP6の間言ヒ東側のPl～P3の3か所が考えら

れるが確証は得られない。炉は9床面の中央とその北東に2か所検出され，中央のものを炉19

北東のものを炉2とする。炉1ほ9長径96cm，短径70cmほどの楕円形状を里し，床面を30cm掘り

くぼめた地床炉である。炉2ほ，長径70cm，短径60cmほどの楕円形状を里し9床面を12cmほど皿

状に掘りくぼめている0いずれも炉内には焼土が充満し，炉底はロームが焼け凹凸状をなしてい

る。柱穴は言0か所ほど確認されている。主柱穴は，PleP3～P7の6か所で六角形に配置されてい

る0深さは9　P3が64cm，Pl・P4～P7は81～97cmとかなり深くしっかりした掘り方である。

北東の壁構内に位置するやや大きいピットは9あるいは炉2に関連のある柱穴とも考えられるが

床e壁の状況から1軒の住居跡と考えた方が妥当であろう。覆土は，Ⅵ臓こ区分される。住居中

央部の3j02jは9多義の土器片と共に焼土粒子，炭化物等を混入する土層で，住居がある程度

埋もれた後に投棄されたも

0　　　　　　　　　　　　2m
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第餌図　第鋼号住居跡遺物出土状態図
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のと考えられる。下層の覆

土は，硬く締まり，粘性を

有している。

遺物は9　縄文土器の破片

が3019点，石器が20点出土

し，当遺跡から出土した遣

物巌では最大であった。土

器片は誹糟βが最も多く2652

烏　口綾部は302息底部は

61点であり，その他9　土器

片錘が4点出土している。

出土状況をみると，遺物が

中央付近にかさなりあって

集中し，覆土中の2j e3j

層に多義投棄されていた。

なお，下層の床面直上から

も少量であるが遣物が検出

されている。



第69図　第50号住居跡遺物出土状態図
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第51号住居跡（第70図）

本跡は，筒戸A遺跡の北東部のK9d5区を中心に位置している。

掘り込みが浅いため壁が確認されず，規模，形状はは不明である。床面は，ほぼ平坦であるが，

炉の付近はやや高く，北東側はやや低くなる。炉は，柱穴の配置からみると中央からやや西寄り

に位置している0平面形状は，長径75cm，短径71cmほどの楕円形を呈している。炉は，床面を

20cmほど皿状に掘りくぼめられているが，焼土量はそれほど多くなく，炉底もさほど焼けていな

い0柱穴は，炉を中心として楕円形状に10か所ほど確認されている。主柱穴は，判然としないが，

規模や深さからみるとP3・P6・P7と，北西部が不確実だが位置的には，Pl。も想定できる。

覆土は，ほとんど確認されていない。

遺物は，床面からは検出されていないが，P6の覆土中から少量の縄文土器の破片が出土して

いる。
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第70図　第51号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　2m

L　　；　　＿j

第52－A号住居跡（第71図）

本跡は，筒戸A遺跡の北東部のK9b8区を中心に位置し，南側は52－B号住居跡によって切ら

れている。
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平面形状は学長感性05m9短軸4・95mほどの隅丸方形を呈している。長軸方向は，NT39Lw

を指している。壁は910～ユ4cmであるが9　西側は6cmと低い。壁面は，軋　東側はほぼ垂直ぎみ

に立ち上がるが9　北側はゆるやかな傾斜をもって立ち上がる。床面は，ほぼ平坦であるが言ヒ東

部がやや高く，中央と南西側の一部がやや低い。中央付近は硬く踏み固められている。炉は，ほ

ぼ中央に位置している。平面形状は9長径94cm，短径73cmほどの不整楕円形を呈している。炉底

は9　35cmほど捨鉢状に掘りくぼめ，焼土が充満している。柱穴は，重複のため明確ではないが10

～ユ2か所と考えられる。PlO。P12は52－B号住居跡に伴うものかと思われる。主柱穴は，明確ではな

いが言配置的には六角形を呈するPl魯P3eP6～P9が想定される。覆土は，IV層に区分される

が9南側は52－B号住居に切られ不明である。いずれも黒色土，ローム粒子を混入する上層で少

量の炭化物が検出され，締まりがある。

遺物は9　縄文土器の破片が総数82点で覆土中から出土している。土器片は9胴部の小片が多く

柑薫で　日綾部は12息　底部はわずかに2点だけである。

第52－B号住居跡（第72図）

本跡は9　筒戸A遺跡の北東部のK9C8区を中心に位置し，北東に重複する52－A号住居跡を掘

り込んで構築されている。

平面形状は9　長軸6・1m9　短軸は東壁が確認されていないので不明だが推定では6．0mほどで隅

丸万形状を呈すると考えられる。長軸方向は9　N…9㌧Eを指している。壁は，西側で6cmほど

確認されたが，東側はほとんど確認されていない。壁面は，西壁の一部分が外傾ぎみに立ち上が

る以外は不明である。床面は，4基の土壌が重複し，さらに，部分的に挽乱を受けているためや

や凹凸状をなし，中央から北側へゆるい傾斜を示している。南壁付近には逆位に埋設された埋婆

（M3）がみられる。炉は，床面のほぼ中央に位置し，平面形状は，長径110cm，短径100cmほど

の不整楕円形を呈している。炉底は，床面を18cmほど掘りくぼめ，焼土は北側寄りに多く検出さ

れている。柱穴は，重複あるいは授乳のため複雑であるが18～20か所と考えられる。配置は，炉

を中心とした不整方形状に8～9か所みられ，その外側に7～10か所の柱穴が位置している。出

入口は，明確ではないが埋婆がみられる南側のP17eP18とP15。P21間と考えられる。覆土は，

IV層に区分される。ロームブロックを混入するが締まりがある土質である。

遺物は，いずれも小片の縄文土器の破片が90点で覆土中の北側から出土しただけである。土器

片は普　胴部が70点で大部分を占め，口綾部9　底部は少量である。
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第71図　第52A号住居跡実測図・遺物出土状態図
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第72図　第52B号住居跡実測図・遺物出土状態図

2m
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勢53号住居跡（第73図）

本跡は，筒戸A遺跡の北東部のJ9j9区を中心に位置し，北側に54号住居跡が重複している。

掘り込みが浅く壁が確認されないため，規模，形状等については不明である。床面は，ほぼ平

坦で硬く踏み固められているが広がりは不明である。炉は，柱穴の配置からみるとほぼ中央に位

置している。平面形状は，長径89cm，短径78cmほどの楕円形を呈し，床面を5cmほど皿状に掘り

くぼめた地床炉である。柱穴は，8～10か所ほど確認されているが重複のため判然としない。P

ll・P12は　跡に伴うとも考えられるが54号住居跡との関連も考えられる。他の柱穴の配置は，

炉を中心に六角形ないし七角形状を呈している。P14号住居跡の炉を破壊している。覆土及び遺

物はほとんど確認されていない。
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第54号住居跡（第73区D

本跡は，筒戸A遺跡の北東部のJ9j9区を中心に位置し，53・55号住居跡と重複している。

掘り込みが浅いため・規模，形状は不明である0床は，ほぼ平坦で硬く踏み固められている。

炉は，53号住居跡のP14によって一部壊され形状は不明であるが，残存する炉は，長径80cm，短

径40cmである0柱穴は・重複のため明確ではないが，P7－PlZの長方形状の配置が想定される。

覆土及び遺物は検出されていない。

新旧関係は，53号住居跡より古いが55号住居跡との関係は不明である。

第55号住居跡（第73図）

本跡は，筒戸A遺跡の北東部のJ9i9区を中心に位置している。南側には，54号住居跡が重複

⑫・’
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第73図　第53・54・55号住居跡実測図
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している。

掘り込みが浅いため，規模，形状については不明である。床面は，平坦で硬いが広がりは不明

である。炉は，柱穴の配置をみるとほぼ中央に位置している。平面形状は，長径70cm，短径60cm

ほどの不整形を呈し，すでに炉底が露出していた。柱穴は，6か所確認されている。その配置は，

炉を中心に方形状にPl・P3～P6が位置し，P2はその東側に位置している。覆土及び遺物は，

ほとんど検出されていない。

第56号住居跡（第74・75図）

本跡は，筒戸A遺跡の北東部のK9a7区を中心に位置し，北側に重複する57号住居跡の一部を

掘り込んで構築され，西側には319号土壌が重複している。

平面形状は，長軸4．28m，短軸3．93mほどの隅丸方形を呈している。長軸方向は，N－11LW

を指している。壁は，10－19cmで南から南東側にかけてやや高いが，他はそれほどではない。壁

面は，ほぼ垂直ぎみに立ち上がるが，南側は一部段を有してゆるやかである。床面は，ほぼ平坦

旦16．4m
lJl一
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第74図　第56号住居跡実測図・遺物出土状態図

－86－



で炉の周辺は特に硬く踏み固められている0炉は，床面のほぼ中央に位置している。平面形状は，

長径84cm，短径74cmほどの円形状を呈している0床面を約10cmほど掘りくぼめた地床炉で，南東

側に焼土ブロックが多く残存している0柱穴は，8か所確認されている。北東壁にかかる掘り込

みは，擾乱あるいは57号住居跡の柱穴かと考えられる0主柱穴は，Pl～P5・P8の6か所で六

角形の配置がみられるo P5・P8に接し，並列するP6・P7は出入ロに関連のある施設とも考

えられる0覆土は，おおむねIII層に区分される0全体的に微量ではあるが焼土粒子，炭化物等が

検出されている。中央の2jには他に比べてやや多く焼土粒子や黒色土が認められている。

遺物は，縄文土器の破片が566点，石器は4点出土している0土器片は，胴部が最も多く511点

で，日録部は46点，底部は9点である0いずれも小片で，ほとんどは覆土中の2j層からのもの

で，床面からの出土は少ない0平面的には，中央付近に集中してみられ，壁の周辺部は少ない。

同一個体片が多く認められ，接合するものが多いが，完形になるものは全く認められていない。

第75図　第56号住居跡遺物出土状態図

ー87－

0　　　　　　　　　　　　2m

「　　；　　＿」



第57号住居跡（第76図）

本跡は，筒戸A遺跡の北東部のJ9i7区を中心に位置し，南側には56号住居跡が重複している。

掘り込みが浅いため，壁が確認されず，規模，形状については不明である。床面は，ほぼ平坦

で北から南へゆるい傾斜を示し，部分的にかなり挽乱をうけている。炉は，柱穴の配置からみる

第76図　第57号住居跡実測図
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と，ほぼ中央に位置している。不整楕円形状の掘り込みの中に炉内埋設土器が検出され，ロ緑の

一部と底部を欠損し，ほぼ正位に埋設されていた。柱穴は，視乱をうけ明確ではないが，17か所

ほど確認されている。その配置は，主柱穴と考えられる方形状のP4eP8．PlleP12のやや外側

に，五角形状のP3eP6。PlO・P13・P14が回っている。さらにその外側にPl・P2。P15～P17

が存在するが，これは位置及び構造的にもやや難があり明確ではない。覆土は，炉の付近から南

にかけて，褐色土がわずかに確認されたにすぎない。

遺物は，炉内埋設土器以外はほとんど検出されていない。

第56号住居跡（第77図）

本跡は，筒戸A遺跡の北東端のJ9h6区を中心に位置している。

平面形状は，長軸4・66m，短軸3・61mほどの隅丸長方形状を呈している。長軸方向は，N－570

－Wを指している。壁は，5～6cmと低く，ほぼ垂直ぎみに立ち上がるが，東側はゆるやかであ

る。床面は，平坦でそれほど硬く

第77回　第58号住思跡実測図

踏み固められていない。炉は，検

出されていない。柱穴は，7か所

確認され，長方形の配置がみられ

るが，P4以外はしっかりした掘

り込みはみられず，床面もやや凹

凸状を呈している。覆土は，ロー

ムブロックを多く含む褐色土がI

層のみである。

遺物は，検出されていない。炉

や遣物が検出されないこと，柱穴

や床その他の状況から，本跡は，

長期的に生活が営まれた住居でな

く，物置的な性格を有するものか

と思われる。

第59号住居跡（第78図）

本跡は9筒戸A遺跡の北部のJ8j9区を中心に位置し，北西側に本跡より新しい362e363号土

－89－



境が重複している。

掘り込みが浅いため壁が確認されず，規模，形状等については不明である。床面は，ほぼ平坦

で，南側にゆるく傾斜している。炉は，柱穴の配置をみると，ほぼ中央に位置し，平面形状は，

長径60cm，短径50cmほどの円形を呈している。炉底は，16cmほど皿状に掘りくぼめられているが，

炉内の覆土中の焼土の量はそれほど多くなく，底面もさほど焼けていない。柱穴は，10か所確認

され，主柱穴は，炉を中心に長方形に配置されるPl・P2・P6・P9と考えられる。さらに，そ

の南側をとりま〈ように支柱穴がみられる。覆土は，掘り込みがローム層まで達していないこと

と表土層が浅いため確認されていない。

遺物は，柱穴内から縄文土器の破片が少量検出されただけである。

∴
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◎
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第78図　第59号住居跡実測図
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第60号住居跡（第79図）

本跡は，筒戸A遺跡の北西部のJ8j6区を中心に位置し，南側に403号土壌が重複している。

平面形状は，長軸5．53m，短軸5．17mほどで，南，北がやや張り出しているが隅丸方形を呈す

ると考えられる。長軸方向は，N－21㌧Wを指している。壁は，15cmほどで外傾ぎみに立ち上が

＼∵＿／

ヨ正二で萎「フ二重二二S重

旦略6m

②

A’

第79図　第60号住居跡実測図

r）を示すが，全体的に壁面は

やや軟弱である。床面は，ほ

ぼ平坦であるが軟弱な所がみ

られる。炉は存在しない。柱

穴は，5か所検出され，Pl・

P3～P5がほぼ長方形に配置

され主柱穴かと考えられる。

覆土は，II～III層に区分され

るが，ロームブロックや撹乱
賢

がみられ軟質である。

遺物は，覆土中から数点縄

文土器の破片が検出されたが，

流入したもので本跡には伴わ

ない。

本跡は，上記のような状況

であり，住居跡と判断する要

因に欠ける遺構であり，竪穴

状遺構とすべきものであるか

もしれない。

第61号住居跡（第80図）

本跡は，箇戸A遺跡の北西部のJ8h4区を中心に位置し，南側には397号土横が重複し，さらに，

その南東側は撹乱をうけている。

平面形状は，長軸6・12m，短軸5．84mほどで，南東部が撒乱をうけ不明瞭であるが，隅丸方形

を呈すると考えられる。長軸方向は，N－88．5㌧Eを指している。壁は，北，東側で6～10cm，

嵐　西側で10～20cmである。壁面は，ほぼ垂直ぎみに立ち上がるが，北側は浅くゆるやかに立ち

－91－
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第80図　第61号住居跡実測図
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上がる。床面は，ほぼ平坦であるが西側はやや凹状を呈している。南東部は，不整方形状の撹乱

がみられ，炉は検出されていない。柱穴は，12か所ほど確認され，ほぼ中央付近に対応してP4e

P9が所在し，壁ぎわに治って10か所の柱穴がみられる。主柱穴は，明確ではないが，50cIu以上

の深さを有する柱穴は，P5e P8・P9・Pllで，それらを中心に構築されたものと考えられる。

覆土は，IV～V層に区分され，中央の上層から少量の焼土が検出されている。南側には，暗褐色

土，西側にはロームブロックが多くみられ，部分的に撹乱をうけている。

遺物は，覆土中から少量の縄文土器片が検出されているが，本跡に伴うものはみられない。

第62号住居跡（第81図）

本跡は，箇戸A遺跡の北西部のJ8i4区を中心に位置し，北側の覆土上面には396号土壌が確認

され，南東コーナー部には395号土壌が重複している。さらに北側に61号住居跡が隣接している。

平面形状は，長軸5．32m，短軸3．7mほどの隅丸長方形を呈している。長軸方向は，N－82．5㌧

－92－



第81図　第62号住居跡実測図・遺物出土状態図

－93－

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一l・一一1　－－▼一一一一一」



Wを指している。壁は，14～17cmで北9　南側がやや高く，西，東は若干低い。壁面は，南東コー

ナーが395号土壌によって切られているが，おおむね垂直ぎみに立ち上がる。床面は，ほぼ平坦で

炉の西側はやや皿状を呈している。炉の周辺は，硬く踏みかためられている。炉は，床面のほぼ

中央に位置し，平面形状は，長径100cm，短径90cmほどの楕円形を呈し，床面を21cmほど皿状に掘

りくぼめて構築されている。炉内の覆土には，多量の焼土がレンズ状に堆積し，炉底はロームが

焼けて凹凸状をなしている。柱穴は，11か所ほど確認されている。配置状況は，炉を中心にして

東西に長い長方形を呈している。深さはおおむね15～30cmでそれほど深いものは認められない。

主柱穴は，明確でないが，P3eP5。P6・P8が位置的には想定される。出入口は，不明である

が，柱穴や炉の位置を考慮すれば，西側のP6－P8の部分が考えられる。覆土は，IIトIV層に区

分され，中央付近からは少量ではあるが，焼土粒子，炭化物等が検出され，床面付近と壁周辺の

上層以外は，やや軟質である。

遺物は，縄文土器の破片が160点出土している。大部分は胴部片で142点である。目線部片は18

点みられるが底部は出土していない。いずれも覆土中からのものがほとんどである。平面的には，

中央付近から東側にかけて比較的多くみられるが，壁周辺からはほとんど検出されていない。

第63号住居跡（第82。83図）

本跡は，筒戸A遺跡の北部のK8bo区を中心に位置し，南東に46号住居跡が隣接している。

平面形状は，長軸4．86m，短軸4．74mほどの隅丸方形を呈している。長軸方向は，N－60㌧E

を指している。壁は，4－10cmで∴軋　西側がやや高く，北，東側は低い。これは，地形的に北

東側へゆるい傾斜を示しているからである。壁面は，壁溝からほぼ垂直ぎみに立ち上がる。壁溝

は，上幅20－30cm，下幅5－10cmで全周し，西側の港内に1か所だけ小穴が認められる。床面は，

ほぼ平坦で炉の周辺が特に硬く踏み固められ，東へゆるい傾斜を示している。出入口は，明確で

はないが，壁から炉までの距離や床の傾斜の状況から，東側のP2－P4の間が考えられる。炉は，

床面の中央やや北寄りに位置し，北側の一部は撹乱をうけている。平面形状は，長径111cm，短径

80cmほどの長楕円形を呈している。炉底は，22cmほど皿状に掘りくぼめられ，覆土には焼土，焼

土ブロックがレンズ状に堆積している。柱穴は，壁ぎわに治って10か所確認され，ほぼ同心円状

に配置されている。主柱穴は，6－7本で六角形状を呈している。覆土は，IIトIV層に区分され

る。中央付近の3jは，少量の焼土粒子や炭化物を混入する黒褐色土で多くの土器片が出土して

いるが，2e・1bを掘り込んでいると考えられ，本跡よりはやや新しいものと思われる。

遺物は，縄文土器の破片が293鳥　石器が1点出土している。土器片は，胴部が多く245点で，

口綾部は39鳥　底部は5点である。その他，土器片錘が5点出土している。いずれも小片で，覆

土中の3j層からのものがほとんどである。平面的には，中央付近に集中して出土しているが，壁
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第82図　第63号住居跡実測図
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周辺からはほとんど

確認されていない。

当該時期は，覆土

の3jから出土した

遺物よりは，若干古

い時期の遺構と想定

される。
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第64号住居跡（第84図）

本跡は，筒戸A遺跡の住居跡群が集中する北部のK8b7区を中心に位置し，398・399・404・415

号土壌が重複している。

表土や掘り込みが浅いため，壁等が確認されず，規模，形状等については不明である。床面は，

ほぼ平坦で，東側にゆるやかに傾斜している。炉は，確認された柱穴間のほぼ中央に位置し，平

面形状は，長径90cTn，短径71cmほどの不整楕円形を呈している。炉底は，床面を14cmほど皿状に

掘りくぼめている。炉内の覆土はレンズ状に堆積しているが，焼土の量はそれほど多くはなく底

面もあまり焼けていない。柱穴は，13か所ほど確認されているが，P13以外は底面が凹凸状で側

面もやや軟弱である。さらに，P7・Pg～Pllは大きめで柱穴とするには，やや問題がある。確

認された柱穴の配置は，南北に長い長方形を呈している。主柱穴は，判然としない。覆土は，確

確認されていない。

遺物は，炉の西側から数点の縄文土器のノト片が出土しているが，本跡に伴うものかは判然とし

ない。
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第84図　第64号住居跡実測図
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第65号住居跡（第85図）

本跡は，筒戸A遺跡の北部で住居跡が集中する地域のほぼ中央のK8d9区を中心に位置している。

平面形状は，長径4．26m，短径4．1mほどの楕円形を呈している。長径方向は，N－30LEを指

している。規模的には，やや小型で北東側の56号住居跡と類似している。壁は，7～10cmで北側

がやや低い。壁面は，ほぼ垂直ぎみに立ち上がるが，東側はやや外傾している。床面は，ほぼ平

坦であるが，炉の南側がやや低い。炉の周辺は硬く踏み固められている。炉は，床面のほぼ中央

に位置し，平面形状は，長軸80cm，短軸61cmほどの隅丸長方形を呈している。炉底は，床面を15

cmほど皿状に掘りくぼめて構築され，炉内には焼土が充満し，底面は焼けて凹凸状をなしている。

柱穴は，炉を中心に11か所確認されている。主柱穴は，配置や深さを考慮すれば，Pl・P3・P5・

P8の4本が考えられる。出入口は明確ではないが，炉や柱穴の配置や南東側の床面がやや低い

ことなどからP6・P7間が想定される。覆土は，III層に区分され，自然流入的な堆積を示してい

る。3jは土器片とともに少量の焼土粒子を含む黒褐色土で，2hを一部切っていることにより本

跡よりやや新しいもので遺物は投棄されたものと思われる。

遺物は，縄文土器の破片のみで総数210点出土している。土器片で最も多いのは胴部片で181点

である。口綾部は26点，底部は3点である。そのほとんどは，擾土中の3jからのものである。

平面的には，中央付近から北西にかけて出土している。

＿生16．6m

第85図　第65号住居跡実測図

－97－

A’

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

トー－一一AA－　　「一一一一一一一一一」



第66号住居跡（第86図）

本跡は，筒戸A遺跡の中央部のK8f9区を中心に位置し，南西側の77号住居跡の一部を切って

構築されている。さらに，本跡の中央には418号士風西壁には419士風南西壁には420号土壌が

重複し，いずれも住居の覆土を切っており，本跡よりはやや新しいものと考えられる。

平面形状は，長軸5．2m，短軸5．0mほどの隅丸万形状を呈している。長軸方向は，N－50㌧E

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　1　＿　－」

第86図　第66号住居跡実測図

を指している。壁は，10－12cmで，

ほぼ垂直ぎみに立ち上がる。床面は，

ほぼ平坦であるがやや軟弱である。

炉は，ほぼ中央に418号土壌が重複す

ることもあり確認されていない。柱

穴は，4本確認され，長方形状の配

置がみられる。覆土は，II層に区分

され，やや軟弱であるが自然堆積状

を呈している。

遺物は，覆土中から縄文土器の破

片が77点，石器が1点出土している。

土器片は，小片の胴部が最も多く71

烏　口綾部は5息　底部はわずかに

1点である。

本跡の時期は，遺物が伴わないた

め明確ではないが，縄文時代中期で

77号住居跡より新しく，418－420号

土壌よりは古い時期の遺構である。

第紺号住居跡（第87図）

本跡は，筒戸A遺跡の中央部のK8e8区を中心に位置し，南東側には66・77号住居帆　西側には

ほ68号住居跡がそれぞれ隣接している。

平面形状は，長軸5．4汀㍉　短軸4．9mほどの隅丸方形を呈している。長軸方向は，N－74㌧Eを

指している。壁は，15～18cmでほぼ垂直ぎみに立ち上がる。床面は，ほぼ平坦であるが全体的に

やや軟弱である。床中央部に，長軸上9m，短軸0．5mほどの長方形の撹乱がみられる。炉は，検

出できなかった。柱穴は，9か所確認されているが，掘り方や壁面はやや軟弱で，しっかりした

－98－



第87図　第67号住居跡実測図
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主柱穴は確認されていない。覆土はIII層に区分され，上層はやや軟質の暗褐色土で部分的に撹乱

が入っている。下層はロームブロックを含むが締まりがある。

遺物は，ほとんど検出されていない。

第閑号住居跡（第88689図）

本跡は，筒戸A遺跡のほぼ中央部のK8e7区を中心に位置し，周辺には多くの住居帆土壌等

が集中している。

確認調査の段階では，南北に長い卵型状の平面プランが確認されたが，その後の調査によって

壁溝が確認され9平面形状は9長径5・48m，短径4・8mほどの楕円形を呈している。長径方向は9

N－7・5㌧Eを指している。壁は，23－28cmで，ほぼ垂直ぎみに立ち上がる。壁溝は，上幅20－30

cm，下幅10～15cmで言ヒ西及び西側の一部を除いて巡っている。床面は，ほぼ平坦で南にやや傾

斜を示している。炉の周辺は硬く踏み固められているが，部分的に捜乱もみられる。出入ロは明

－99－
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確ではないが，床の傾斜や炉までの距離をみると南側が想定されるが，柱穴の配置をみると西側

も考えられる。炉は，床面のほぼ中央に位置し，南側に石組み炉の一部が残存していた。平面形

状は，長軸81cm，短軸80cmはどの方形を呈し，炉内には，石組み炉の残存と考えられる安山岩製

の石皿片が6個検出されている。炉底は，14cmほど掘りくぼめられ，底面には焼土が充満してい

た。柱穴は，18か所ほど確認されている。配置的には炉を中心としているが，西ないし北側に多

くみられる。主柱穴は，掘り込みが11～24cmでそれほど深いものがないため明確ではないが，配

置的にみれば方形に並ぶP4・P6・P8・P14ないし，それらにPlO・P12・Pl・P3を加えた不

定六角形状の位置が想定される。覆土は，Ⅴ～VIl層に区分される。中央付近の上層から下層にか

けては黒褐色，暗褐色土がみられ，その周辺及び下層にかけてはロームブロックを含む褐色土が

みられる。混在する土器やローム粒子等の状況をみると一部は人為的に投棄されたものと考えら

21M
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第89回　第68号住居跡遺物出土状態図
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れる。

遺物は，縄文土器の破片が多く1287点，石器は13点出土している。土器片は，胴部が多く1096

点，口縁部は166点，底部は21点出土‘している。その他，土器片錘が4点みられる。いずれも小片

で覆土中からのものがほとんどで床面からは少ない。平面的には中央に密集し，壁ぎわからの出

土は少ない。接合をみると，同一個体のものがかなり離れて接合されている。東側の床面直上よ

り滑石製の垂飾が出土している。

第69号住居跡（第90・91図）

本跡は，筒戸A遺跡の北西部のK8a2区を中心に位置している。

平面形状は，長軸5．58m，短軸5．18mほどの隅丸方形を呈している。長軸方向は，N－47LE

を指している。壁は，10～14cmで，ほぼ垂直ぎみに立ち上がる。壁溝は，上幅20－26cm，下幅10

cm，深さ5～10cmであるが，西側は幅がありゃや深めで東側は幅も狭く浅めである。壁溝は，北側

の一部と南コーナー部を除いて巡り，直径10～20cmの小犬が17か所確認されている。床面は，ほ
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ぼ平坦であるが，中央の炉付近はやや高く・南西部はやや低くなる。出入口は，明確ではないが，

壁溝の状況や床面の傾斜等を考慮すれば南東側のP4・P5あたりが想定される。炉は床面のほぼ

中央に位置し・平面形状は，長径120cm，短径80cmほどの不整形を呈している。炉底は，5－16cm

ほど掘りくぼめられ，覆土内の焼土は北東側に多くみられる。なお，南東側からも黒色土混じり

の焼土が検出されており，掘り替えて利用していると思われる。柱穴は，11か所確認されている

主柱穴は，炉を中心に方形に配置されるPl・P3・P6・P8で，ともに掘り方もしっかりしてお

り，深さは70～100cmを有している0主柱穴の間にほぼ等間隔の支柱穴が位置している。覆土は，

IV層に区分される0中央には焼土ブロック，炭化物を少量混入するやや柔らかい暗赤褐色土，極

暗赤褐色土が堆積し，壁ぎわから下層にかけ締まりのあるローム粒子を含む1hが堆積している。

遺物は，縄文土器の破片が266点，石器が1点出土している。土器片は，胴部の小片が多く231

点で，口綾部は30点，底部は3点である。その他北壁付近の床面からやや浮いた地点にミニチュ

アの土器（第197図－2），Pl内の底面付近から深鉢形土器の破片（第197区ト1）が出土してい

る。他の遺物は，覆土中から出土している。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第の図　第69号住居跡遺物出土状態図
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第欝の号鍾贋紗（第92図）

本跡は9筒戸A遺跡の北西部のK8b3区を中心に位置し，中央に438号土壌が重複している。

′伝畑雷号

〕‾‾‾‾一一

◎　◎
乾　　　覧

第犯図　第柑号住居跡実測図

平面形状は，長径4．74m，短径4．40

mほどの楕円形を呈し，長径方向は9

N－73㌧Wを指している。壁は，7

～9cmでタ　東9　西側がやや低く言軋

北側はやや高い。壁面は，外傾ぎみ

に立ち上がるが軟弱である。床面は9

ほぼ平坦であるがやや軟弱である。

炉は，中央部に438号土壌が重複する

ため検出されていないが，土壌の覆

土中から少量の焼土が検出されてい

るので，土鳩によって壊されている

可能性も考えられる。柱穴は，9か

所確認されているが，掘り方はやや

軟弱で，主柱穴は明確でない。覆土

は言IトIV層に区分され，438号土壌

の西側にわずかに焼土粒子が確認さ

れ，壁ぎわはロームを含む褐色土が

自然流人的に堆積している。

遣物は，ほとんど検出されていな

い。

窮捌考住居跡（第93図）

本跡は，筒戸A遺跡の西部のK8dl区を中心に位置し，地形的には西から東へ緩傾斜を示して

いる。

平面形状は，長車酪07m，短軸4・94mほどの隅丸方形を里し，長軸方向は，N－40㌧Wを指し

ている。壁は9　6～9cmと低くラ南側はほとんど確認できないほどである。床面は，ほぼ平坦で

あるが，中央付近がやや高く，丸南側にわずかに傾斜を示している。中央から北東側にかけて

不整形の授乳がみられる0炉は9検出されていない。柱穴は，7か所確認されるが，あまり規格

性が認められず争主柱穴は明瞭でない。覆土は，。ーム小ブロックを含むが締まりのある褐色土

がI層だけ認められるにすぎない。遺物は学　ほとんど検出されていない。
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第摺号住居跡（第94図）

本跡は，筒戸A遺跡の西部のK8C3区に位置し，東側には73号住居跡が隣接している。

平面形状は，長径5・48m，短径5・1mほどの楕円形を呈している。長径方向は，N－74㌧Eを指

している。壁は，7～17cmで嵐北側がやや高い。東側の段差を有する部分は，壁がしっかりし

ていないため，やや拡張しすぎたものとも思われるが，あるいは出入口に関係のあるものかもし

れない。壁面は，ほぼ垂直ぎみに立ち上がる。床面は，平坦で北から北東側にかけてやや広がり

を有している。炉の周辺は硬く踏み固められている。炉は，床面の中央からやや南西寄りに位置

し9炉内には頸部のみの土器が埋設されている。平面形状は，長軸90cm，短軸80cmはどの方形状

を呈している。土器は20cmほど掘りくぼめて埋設され，周囲には焼土が充満し，底面は焼けて凹

凸状を呈している。柱穴は，炉を中心に10か所確認され，掘り方のしっかりしたものは，P5～

P7eP9の4か所である。主柱穴は，配置的にみると方形状のPl・P5・P6・P8が考えられ

る。P2・P3は出入口に関連があるものと思われるが，他のものは支柱的なものであろう。これ

－105－



らを基にして，後に住居を復元したところ，ある程度実証することができた。覆土は，工II屑に区

分される。中央の上層は暗褐色土，その下層は少量の黒褐色土がみられ，壁ぎわにはローム粒子

を多く含む褐色土が堆積し，各層とも締まりを有している。

遺物は，炉内埋設土器の他，縄文土器の破片が144点，石器が4点出土している。土器片は，胴

部が121点，口緑部が19点，底部は3点である。石器は，分銅形石斧や黒曜石の石鉄・チップ等が

検出されている。出土状況は，覆土中の2a’からのものがほとんどである。平面的には，中央か

ら南西側寄りに多く出土している。

第94図　第72号住居跡実測図
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第73号住居跡（第95図）

本跡は，筒戸A遺跡内で遺構の集中する中央部のやや北西寄りのK8d5区を中心に位置し，東

側は74号住居跡によって切られ，北壁の一部には441号土壌が重複している。

平面形状は，長軸5．11m，短軸5．09mほどの隅丸方形を呈するがやや円形に近い。長軸方向は，

N－41LWを指している。壁は，8－11cmで西壁はやや高いが，南，北壁は低く，東壁は重複の

ため不明である。壁画は，掘り込みが浅いため明瞭ではないが，ほぼ垂直ぎみに立ち上がる。床

面は，ほぼ平坦で炉の周辺は硬く踏み固められている。炉は，床面のほぼ中央に位置し，平面形

状は，長軸120cm，短軸81cmほどの南北に長い長方形状を呈している。炉底は20cmほど皿状に掘り

込まれ，焼土が充満しその覆土はレンズ状の堆積が認められる。炉内にみられる2か所のピット

は新しい挽乱によるものである。柱穴は，重複のためやや複雑な様相を呈しているが，本跡に伴

うものはP番号を付けた13か所である。主柱穴は，P4・P7・PlO・P12の4か所で長方形の配置

を呈し，掘り方もしっかりしていて60～80cmの深さを有している。他のものは主柱穴を補強する

第95図　第73号住居跡実測図
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支柱穴的なものであるが，P8eP9eP13は出入日部に関連のある施設とも考えられる。覆土は，

Ⅲ層に区分される。中央には焼土ブロックを含む暗赤褐色土がレンズ状に堆積し，壁ぎわから自

然流人的に褐色土が堆積している。

遺物は，縄文土器の破片が180点出土している。最も多いのは胴部の小片で169点である。口綾

部は8点と少なく，底部はわずかに3点である。それらは炉及びその南西側の床面からやや浮い

た状態で検出されている。

第74号住居跡（第96図）

本跡は，筒戸A遺跡のほぼ中央部のK8d6区を中心に位置し，73号住居跡と重複している。

平面形状は，長径4．85m，短径4．76mほどの円形状を呈するがやや隅丸方形に近い。長径方向

は，N－65㌧Eを指している。壁は，10－15cmで南東側がやや低いが，ほぼ垂直ぎみに立ち上が

る。壁溝は，上幅20～25cm，下幅10cmほどで全周し，南，北東の一部を除き9か所ほど構内に小

穴が確認されている。直径は20cm内外で，深さ10～15cmである。床面は，ほぼ平坦であるがわず

かに東から西へ傾斜を示している。炉の周辺とその南側は特に硬く踏み固められているが，南東

コーナーと北西側の一部は挽乱をうけている。出入日は，床の硬さや炉の位置などをみると南側

と想定されるが，支柱穴や床の傾斜及び広さをみると西ないし北側も考えられる。炉は床面のほ

ぼ中央に位置し，平面形状は9　長径111cm，短径108cmほどの不整楕円形を呈している。炉の構築

は10cmほど皿状に掘り，その中央から北寄りにさらに15cmほど掘りくぼめて土器が埋設されてい

る。土器は深鉢のロ緑部を利用し，やや南に傾けて設置されている。土器の周囲及び底面は焼土

が充満しブロック状に焼けている。柱穴は，床面に10か所，壁外に4か所確認されている。主柱

穴は，掘り方がしっかりしたP2。P4eP7。PlOの4か所で長方形に配置されている。壁外の柱

穴は，それぞれ主柱穴に対応した延長上に位置している。覆土は，III層に区分され，中央には焼

土粒子，炭化物を少量混入するやや柔らかい極暗赤褐色土，壁ぎわから中央にかけてローム粒子

を少量混入する暗褐色土が堆積している。

遺物は，炉内埋設土器以外は，縄文土器の破片が85息　石器が5点出土している。いずれも小

片で最も多いのは胴部片で77点，ロ綾部は6点と少なく，底部は2点である。そのほとんどは覆

土中からの出土である。平面的には，南西側に散在している。

第悶号住居跡（第97図）

本跡は，筒戸A遺跡のほぼ中央部のK8d3区を中心に位置し，68873e74。78号住居跡に囲ま

れている。

平面形状は，長軸4．64m，短軸4．42mほどで，西側がやや張り出すが隅丸方形を呈すると思わ
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れる。長軸方向は，N－72LEを指している。壁は，7－11cmで南，北側は垂直ぎみに立ち上が

るが，東，西側は外傾ぎみとなり低い。床面は，平坦でわずかに南へ傾斜を示し，全体的にやや

軟弱である。炉は，検出されていない。柱穴は，8か所確認されたが北西側に検出されていない。
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主柱穴は明確ではないが撃　P2～P8はほぼ六角形状を豊している。覆土は9　H層に区分され普　色

調はいずれも締まりのある褐色土で，下層からは少量の炭化粒子が検出されている。

遺物は，ほとんど検出されていない。
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第98回　第76号住居跡実測図
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第閥号健贋跡（第98図）

本跡は9　箇戸A遺跡の西部のK8e2区を

中心に位置し，南側はゆるい傾斜を示して

いる。

柱穴だけしか確認されていないため9　形

状，規模等については不明である。「床面は

明確ではないが9　ほぼ平坦である。地形的

に南側に緩傾斜を示している。炉は，検出

されていない。柱穴は，6か所確認されて

いるが，掘り方もやや軟弱で底面は凹凸状

を呈している。

遺物も検出されず，性格は不明である。



第77号住居跡（第99図）

本跡は，筒戸A遺跡の住居跡が集中する中央部のK8g9区を中心に位置し，420号土壌の調査時

に炉が確認された遺構である。北側には66号住居跡，417号土壌が重複している。

平面形状は，長径5．94m，短径5膏4mほどの不整楕円形を呈し，北側がやや張り出している。

長径方向は，N－42LEを指している。壁は，16－23cmで北から北西側にかけてやや高くなる。

壁面は，ほぼ垂直ぎみに立ち上がるが，西側はやや有段状を呈している。壁溝は，上幅20～30cm

下幅10cmほどで全周している。北東から南側にかけて小穴が8か所確認されている。床面は，ほ

ぼ平坦で硬く踏み固められているが，中央の炉付近から北側にかけては420号土壌の重複により凹

凸状を呈し，南西と北東側の床はやや傾斜を示し凹状となっている。炉は，ほぼ中央に位置し，

平面形状は，長径102cm，短径70cmほどの不整形を呈している。炉底は18cmほど皿状に掘りくぼ

められ焼土が充満し，側面のロームは焼け凹凸状を呈し，かなり長期にわたって使用されたこと

第99図　第77号住居跡実測図
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がうかがえる。柱穴は，7か所確認され，北東壁の柱穴は66号住居跡のもので西側の溝にみられ

るくぼみは挽乱によるものである。主柱穴は，Pl・P3・P6・P7の方形に配置する4か所で，

掘り方もしっかりしており60－80cmの深さを有している。P4・P5は性格不明であるが，あるい

は出入ロの施設に関連のあるものかと思われる。覆土は，III層に区分される。上層は暗褐色土で，

下層はローム粒子を多く含む褐色土が堆積し，全体的に締まりがある。

遺物は，縄文土器の破片が221点，石器が2点出土している。土器片は，胴部が多く195点で，

口綾部は24点，底部は2点である。そのほとんどは覆土中からのものである。平面的には炉の南

側に多くみられ，北側に少ないのは，420号土壌によって壊されているためである。

第78号住居跡（第100・101図）

本跡は，筒戸A遺跡の中央やや西寄りのK8f4区を中心に位置し，これより南西側からは住居

跡は確認されず遺物の散布も稀である。

平面形状は，長軸5．22m，短軸5．08mほどの隅九方形を呈し，長軸方向は，N－26LEを指し

ている。壁は，6－10cmほど北側が高く，南側はやや低くなるがほぼ垂直ぎみに立ち上がる。壁

㌢
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第100図　第78号住居跡実測図
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溝は，上幅20－30cm・下幅5～10cmで全周するが，構内に小穴は確認されていない。北西側にみ

られるピットは振乱によるものである0床面は，ほぼ平坦で若干南西へ緩傾斜を示している。炉

の周辺は特に硬く踏み固められている。炉は，ほぼ中央に位置し，平面形状は，長径97cm，短径

82cmほどの楕円形を呈している。、炉底は，19cmほど皿状に掘りくぼめられ，焼土が充満している。

特に北側の側面には焼土が多く残存している。柱穴は，10か所確認されている。主柱穴は，P4・

P6・P7・P9でいずれも深さは50～60cmを有し掘り方もしっかりしており，方形に配置されて

いる0出入口は不明である0覆土は，IV層に区分される0中央の遺物や焼土粒子等を混入する3jは，

1b・2dを切っており住居埋没後に投棄されたものと思われる。壁ぎわからはローム粒子を多く

含む明褐色・褐色土が自然流人的に堆積している。全体的に締まりがある土層である。

遺物は，縄文土器の破片が294点出土している。貴も多いのは胴部の小片で259点ある。口綾部

は28点，底部は7点である。そのほとんどは覆土3jから検出されている。平面的には，中央付近

に多く壁ぎわからは少ない。

第101図　第78号住居跡遺物出土状態図

第79号住居跡（第102図）

本跡は，筒戸A遺跡の中央部のK8g7区を中心に位置し，321号土横が中央に重複している。

平面形状は，長軸5・55m，短軸4・91mほどの隅丸長方形状を呈している。長軸方向は，N－30・

－113－



ーEを指している。壁は9　～nCmで酋9　南側は低く外傾ぎみであるが9　億はほぼ垂直ぎみに立

ち上がる。床面は9　ほぼ平坦であるが西側がやや凹状を豊し9　全体的にみてそれほど踏み固めら

れてはいない。ほぼ中央に321号土壌が床面を掘り込んでいるが9覆土中から焼土等ほ確認されず9

炉は存在しないものと思われる。柱穴は9　9か所確認され9　配置的には六角形状を呈するが，P4◎

P5以外はやや軟弱であり9　主柱穴も明確ではない。覆土は，II層に区分される。上層には暗褐

色土，壁から下層にかけてロームブロックを含む褐色土が堆積し，土質はやや軟質である。

遺物は9　ほとんど検出されていない。

1b

第102図　第79号住居跡実測図
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第80号住居跡（第103図）

本跡は，筒戸A遺跡のほぼ中央部のK8i9区を中心に位置し，東側には450号土壌が隣接してい

る。

平面形状は9長軸5・35m，短軸4・7mほどの隅丸長方形状を呈している。長軸方向は9　N－34㌧

Eを指している。壁は，わずか4cmほどで，いずれもやや軟弱である。床面は9　ほぼ平坦である

が北東にわずかに傾斜を示している。柱穴は，中央付近に7か所確認されるが風光はやや空間

地となる。配置は9　五角形状を呈するが，掘り方はしっかりしたものは少なら　主柱穴は明確で

－114－
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第柑3図　第80号住居跡実測図

ない。炉は，検出されていない。覆土は，

II層に区分され，上層はローム粒子を含む

褐色土で，下層は粘性のある硬いロームが

堆積している。

遺物は，縄文土器の破片が338息石器の

破片が1点出土している。土器片は，胴部

の小片が多く320点である。他は，口綾部の

小片で底部は出土していない。いずれも北

側の覆土中からの出土である。

時期は不明であるが，性格は長期の居住

に使われたものではなく，仮小屋ないしは

物置的なものと考えられる。

第別号住居跡（第104図）

本跡は，筒戸A遺跡のほぼ中央部のK8i8

区を中心に位置し，同じような形態の遺構

第柑図　第別号住居跡実測図

ー115一

が周辺にみられる。

平面形状は，長径5．07m，

短径4．04mほどの不整楕円形

を呈している。長径方向は，

N－52．5㌧Eを指している。

壁は，5～7cmで東，南側が

やや低い。壁面は，ほぼ垂直

ぎみに立ち上がるがやや軟弱

である。床面は，ほぼ平坦で

中央に452号土壌，南東には

451号土壌が重複している。

炉は，検出されていない。柱

穴は，5か所確認されている

が掘り方は軟弱である。配置

は台形状を呈するが主柱穴は

明確でない。覆土は，II層に



区分され，上層は褐色土で9下層は粘性のあるロームを多く含む黄褐色土が堆積している。

遺物は，ほとんど検出されていない。

第鵬号優屠跡（第105図）

本跡は，筒戸A遺跡のほぼ中央部のK8i7区を中心に位置し，中央に456号土壌が重複している。

平面形状は，長軸4．13m，短軸4mほどの隅丸方形を呈している。長軸方向は，N－74LWを

指している。壁は，6～9cmで外傾ぎみに立ち上がりやや軟弱である。床面は，ほぼ平坦である

が南西がやや凹状を呈し，全体的にやや軟弱である。炉は9検出されていない。柱穴は，4か所

匂I

A16．4m
18や「
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第105図　第82号住居跡実測図
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確認されているが，P3は他

に比べてかなり大きいため，

あるいは挽乱によるものとも

考えられる。配置状況は，ほ

ぼ方形を呈している。覆土は，

II層に区分されるが，ほとん

どは褐色土で北側に暗褐色土

が堆積している。

遺物は，ほとんど検出され

ていない。

第鵬号住居跡（第106図）

本跡は，筒戸A遺跡の南西部のL8C6区を中心に位置し，西側に同形態の87号住居跡が位置し

ている。

平面形班は，長軸3．81m，短軸2・99mほどでやや小型の隅丸長方形を呈している。長軸方向は

N－72．5㌧Wを指している。壁は，5～11cmで北側の一部を除いては低く，丸　西側はわずかに

認められるにすぎない。床面は，ほぼ平坦であるがそれほど硬くはない。北西コーナー付近は一

部撹乱をうけている。炉は，検出されていない。柱穴は，4か所確認されているが北西側からほ

検出されず，やや変則的な配置を呈している。覆土は，II層に区分され，いずれも比較的軟らか

い褐色土が堆積し，‘中央からはわずかに炭火物が検出されている。

遺物は，ほとんど検出されていない。
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第紺号住居跡（第107図）

本跡は，筒戸A遺跡の南西部のL8C5区を中心に位置し9　西側には土壌群が位置している。

平面形状は，長軸3・79m，短軸2・49mほどで丸西側がやや張り出す隅丸長方形を呈している。

長軸方向は，N－77・5㌧Eを指している。壁は94～8cmで亀東側がやや高いだけで，他はほ

とんど確認できないほどである。床面は，平坦で硬く南にわずかに傾斜を示している。炉は検出

されていない0柱穴は，6か所確認されているがP2は底面が凹凸状をなし，Pl。P5は壁に接

している。配置は，ほぼ長方

二

一ニー二二二＝＝牽
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第柑図　第鮮卑住居跡実測図
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形状を呈している。主柱穴は

明確でない。覆土は，II層に

区分され，ロームを多く含む

比較的軟らかい土質である。

遺物は，縄文土器の小破片

が93点出土しているが，いず

れも中央の覆土中から検出さ

れている。



第88号住居跡（第108図）

本跡は，箇戸A遺跡の南西部のL8e6区を中心に位置し，地形的には北東側へ傾斜を示してい

る。

平面形状は，長径4．54m，短径3．88mほどの楕円形状を呈している。長径方向は，N－47LE

を指している。壁は，5～7cmで外傾ぎみに立ち上がる。床面は，ほぼ平坦であるがやや軟弱で

ある。中央のP9ePlOの南東側には長方形の擾乱がみられる。炉は，検出されていない。柱柱穴は，

中央に2か所，壁ぎわに沿って8か所確認されている。主柱穴は，明確ではないが中央のP9ePlO

A16．0m

第柑8図　第88号住居跡実測図
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が考えられる。出入口は，柱

穴の配置をみるとPlとP8の

間が広がりを有するため9　あ

るいは出入日と考えられるが

明確ではない。覆土は，II層

に区分されるが，いずれも褐

色土で，壁際にはロームブロ

ックが比較的多く認められる。

遺物は，ほとんど検出され

ていない。

第89号住居跡（第109図）

本跡は，筒戸A遺跡の南西部のL8h4区に位置し，東側に491号土壌が隣接している。

平面形状は，長軸5．57m，短軸4．33mほどで，やや不整形だが隅丸長方形状を呈する。長軸方

向は，N－9．5㌧Eを指している。壁は，3～6cmで垂直ぎみに立ち上がる。床面は，ほぼ平坦で

あるが，北西がやや低い凹状を呈している。炉は検出されなかった。柱穴は，6か所確認され，

配置は長方形状を呈している。主柱穴は明確ではない。覆土は，II層に区分され，いずれもロー

ムを含む褐色土である。

遣物は，ほとんど検出されていない。

－118－



2m

』ここここヒ二二二二ヨ

第日0図　第90号住居跡実測司

＿＿三：‾

2m

［二二二二コ＝二二二ヨ

ー119－

第9の号住居跡（第110図）

本跡は，筒戸A遺跡の南西

部のL8i5区に位置し，北東

側は傾斜し低い凹状の地形と

なっている。

平面形状は，長軸6．01m，

短軸5・69mほどの隅丸方形を

呈している。長軸方向は，N

－19㌧Eを指している。壁は，

10～12cmで東と北側の一部が

やや低く，壁面は外傾ぎみに

立ち上がりやや軟弱である。

床面は，ほぼ平坦でそれほど

硬くなく，わずかに北側へ傾

斜している。炉は，確認され

ていないが南西側から少量の

焼土が検出されている。柱穴

は，8か所確認されているが

いずれも掘り方が大きくやや

軟弱であり，主柱穴を明確に

することはできない。覆土は，

II層に区分され上層は褐色土

で，下層はローム粒子を多く

含む黄褐色土が，南側から北

側へ自然流人的に堆積してい

る。

遺物は，検出されていない。



第犯考住居跡（第111図）

本跡は，筒戸B遺跡の南端部のM9j3区に位置し9西側に533号土填，中央から南側寄りに534

号土壌が重複している。

遺構の掘り込みが浅いため，壁は残存せず柱穴のみ確認された遺構である。床面は，ほぼ平坦

言l三　三

l二l二
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◎轡管
轄

第日　図　第犯号住居跡実測図

であるが広がりは不明である。

炉は，検出されていない。柱

穴は，10か所ほど確認されて

いるが掘り方はやや軟弱であ

る。配置は，中央にP10が位置

し，それをほぼ方形状にとり

囲んでいる。主柱穴は，明確

でない。土壌は，覆土や床面

の状況から本跡より新しいも

ので，撹乱によるものと考え

られる。覆土は，確認されて

いない。

遺物は，検出されていない。

第93号住居跡（第112図）

本跡は，筒戸A遺跡の南西端部のM7do区を中心に位置し，これより以南には遺構は確認され

ていない。

平面形状は，長径6．75m，短径5・2mほどの不整形を呈している○長径方向は，N－41LEを指

している。壁は，7～16cmで南西側がやや高いが他は全体に低い○壁面は軟弱で外傾して立ち上

がる。床面は，ほぼ平坦で硬いが，壁がやや不明瞭であるため広がりは現況よりもやや狭くなる

と考えられる。炉は，検出されていない。柱穴は，中央に2か軌　その回りに5か所ほどが五角

形に配置されている。覆土は，II層に区分される。上層は砂混じりの締まりのある暗褐色土で，

壁ぎわからの下層はロームブロックを混入する褐色土が堆積している。

遺物は，ほとんど検出されていない。

時期は不明であるが，性格は，一般的な日常生活が営まれた痕跡は認められず，物置的なも

のかと考えられる。同様に中央に2か所の柱穴がみられるものとしてほ61号住居跡。88号住居跡

があげられる。

一一一一120－



第112図　第93号住居跡実測図
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第94号住居跡（第113図）

本跡は，筒戸B遺跡の南端部のM9j9区を中心に位置し，中央に41号土壌が重複している。

掘り込みが浅いため，規模，形状等は不明である。壁は確認されず，床面の状況も不明瞭であ

る。中央に41号土墳が重複しているが覆土中から焼土等は確認されず，炉は存在しなかったもの

と考えられる。柱穴は，8か所ほど確認されている。位置的には，中央のP5を中心に，五角形

状に配置されているが，中央の41号土壌によって柱穴が壊されていることも考えられる。もし中

央に柱穴が2か所認められれば，61・88e93号住居跡と同様な形態と考えられる。覆土は検出さ

れていない。

遺物は，検出されていない。
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第日3図　第94号住居跡実測図

2　平安時代

A’　0　　　　　　　　　　　2m

上＿　　；　　　l

第10号住居跡（第114図）

本跡は，筒戸B遺跡の西部のやや微高地となるLlOal区に位置し，北側に9号住居跡が重複し，

南側はややゆるい傾斜地となり住居跡の遺存状況は良くない。

平面形状は，長軸3．98m，短軸3．28mほどの長方形を呈し，床面積は約10mZである。長軸方向

は9　N－67㌧Eを指している。壁は，北側で24cm，東側で20cmであるが，南西側は緩傾斜地とな

るためほとんど確認できない。壁溝は，上幅17～24cm，下幅10cm内外で，南。西側を除き北西コ

ーナーから南東側にかけて確認された。北東コーナーは視乱をうけ不明である。床面は，平坦で

中央付近は硬く踏み固められている。カマドほ，南西コーナー部に位置しているが，大部分撹乱

をうけわずかに焼土が残存しているにすぎなかった。柱穴は，確認されていない。P4ほ9号住

居跡の柱穴で，北東コーナー部及び西壁の凹地は，捜乱によるものである。覆土は，II層の黒色

土に区分けされる。上層からほ多くの炭化物が検出され，火災にあったことも考えられる。

遺物は，覆土中に縄文土器片が検出されているが，これは9号住居跡のものであろう。床面及

びカマドから少量の須恵器の杯片が検出されている。
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第層摘図　第柑骨住居跡実測図
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第雇用図　第別号住居跡実測図
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第116図　第31号住居跡カマド実測図
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第馴号住居跡（第115el16図）

本跡は，筒戸B遺跡の北西部のJlOh5区を中心に位置し9北側に重複する縄文時代の32号住居

跡の南側を切って所在する。

平面形状は，長軸3．85m，短軸2・82mほどの長方形を呈し，床面積は約9mZである。長軸方向

は9N－69㌧Eを指している。なお，南東コーナーにカマドがみられる。壁は，25－32cmで南側

が低く，東，西側が高い。壁溝は，上幅10～30cm，下幅8～12cmで南東のカマドを除いて回って

いるが，南コーナー部分は撹乱をうけ不明瞭である。床面は，平坦で硬く踏みかためられている。

柱穴は確認されていない。床面の北側にみられるP2は32号住居跡の柱穴と考えられる。カマ

ドほ，南東コーナー部に位置し，全長134cm，幅80cm，焚口部幅33cmで，壁外へ33cm掘り込まれて

いる。袖部は砂質粘土にロームを加えて築かれているが，焚口部が一部撹乱をうけているため残

存するのはわずかである。焼成部は，床面より若干低くゆるやかに奥壁部へ続き煙道となる。覆

土は，III層に区分される。上層は黒色土で下層は黒褐色土でともに少量の炭化物を含んでいる。

壁ぎわには褐色土がみられ，これは壁の崩落と考えられる。

遺物は，極少量の須恵器の杯片がカマドの周辺から出土したのみである。

－124－



′一句ヽ

掌
瞥
桝
蜜ヽ
痢〆

僻
畠密

1

轟

唯
世

錮

瀦

軒

撃

へ∫

。　 。　　　　　　　　　　　　　　 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・く　 炎㊥　　 ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　 ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〉　　 票

富治昔＋損狛
環 哀　　　　　　 塔　 環　 塔　 哀　 環　　　　　　　　 環　 拝　 塔　 拝　 塔　 覇ミ　茸
皆 望　　　　　　　 H　 ㍍　 匪　 二二　訟　　　　　　　　　　 白　 目　 コ　 ＞　 日　 記　 妙

褒
賽

玉　　　　　　　　 玉　　　　　 玉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 王王＋一J
芸　 願　 書 蒜　　 蒜　　　　　 朝　 雲　 雲　 霊　 宝　 霊 警　 告

各　　悪　 は　成　　 羽　は　　　　　　　 刃　 玉　 〉　 〉　 〉　 耳　 〉　継　 刃

刃玉食蠣
鱒 鍼 絹　 j情 満 男 蟻
G 項　 羽　 項　 羽　　 項　 羽　　　　　　　 だ　 空　 域　 球　 喋　 刃　　 G　 要項　甘〉
駄玉　 腱　 腱　 顧刃　 顧　 顧項　　　　　　 数　 墜　 各　 甘　 甘　 顧　 昼　 時玉 ・蝶喩

十」
噛

　 （　　　　　　　　　　／｛、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／｛＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／－＼
Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　　　　　　 Z　　　　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 2　 2 ： ：Z ： ：Z

　　 ）　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼、＿／

駄

臨画
＋1
要

令　　　　 軸　 喩　 喩　 喩　 喩　 喩　 軸　 魯　 軸　 軸　 軸　 喩　 喩　 喩　 喩　 喩　 喩、 令　 和　 合

亙懸顧
三 ；三言甘 言三ii享i：；昔 三三三

咲

悪

懸

頭

＼

4ヽ

」′

江

駐
纏
nコ樺Ⅱ

逆　 哀　 駐　 逆　 駐　 逆　 駐　 逆　 逆　 逆　 駐　 逆　 逆　 駐　 駐　 逆　 駐　 毅　 駐　 駐さ　藻≧　∃塔 ：寒
嘩こ　　　　　 嘩こ　噂こ　＋R　 償　 ＋R　 噂こ　噂こ　＋で　　　　　　　　 硬：　　 拇 1蔽 i染墨 筆 軽 。エ 1。 。Ⅱ 桓 」。 」。 蛸 喩 雌 両 」。 蛸 。。 勺。 桓 」。 拇 雌 拇 栂

世
相
定 置 豆 寸 ∽ 寸 … ∽ … …　 喜 … ∽ 寸 や ∽ 寸 U。 寸 … …

顧
慮

喜
細
l掛桓

富
腫
翻

す
野
腰
×
蝉
嘱

N　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t－→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r＿4宗　 二　 3　 三■ ニ　 票　 二 ‡ ごい 0　 の　 3　 3　 〇日 コ　 の　 票　 崇　 ご＝ 芋 ‡ 票　 豊子　　　　　　　　　　　 さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さ
▼ 一一 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▼ ・・・4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 r － 1

票　 認　 悪　 霊　 票　 宗　　　　 宗　　 認　 諾　 霊　 呂弓　宗　 さ書　 芸 ：塁　 芯

霊　 霊　 謁　 巳　 票　 ∞　　　　 巳　　 害　 害　 宗　 認　 諾　 三雲　 E； 卜・ 害

∽　 諾　 害　 票　 霜　 害　　　　　 の　　　 の　 害　 3　 票　 の　 霊　 崇　 讐　 已
さ　　 さ　　さ　　 さ　 ？　 7　　　　　　 1　　　 7　 1 1　 ㌔　 ？　 さ　　 さ　　さ　　 さ
m　 S　 讐　 3　 ∽　 3　　　　　 ∽　　　 m　 S　 ∽　 ∞　 寸　 宗　 ト　 崇　 ∽

；；昔喜　「．言昔；；蛋
∽　 ∽　 ∽　 ∽　 巴　　　　　　 ∽　　　 卜　 笠　 ∽　 ∽　 ∽　 ∽　 ∽　　　 ∽

三三三重享妻　三三妻三三三三三三

擬繕　㌢嶽張影
・｛　 Jコ　 ・－　 J⊃　　 u　　 u　　 d　 ・r・ ・【　　　　　 d　 Jコ　 J〕　 し一　　 心　　 U　　 も　 Jコ　　 d　 ・P、　 d　　p　　 bお
3　 3　 3　 二　 3　 3　 3　 3　 の　　　 二　 崇　 の　 の　 の　 3　 3　 ニコ　 3　 3 （♪　 ≡己　 の

害　 害　 芸　 J　 J　 J　 J　 J　 出　　　 雲　 出　 J　 J　 出　 出　 田　 出　 出　 出　 田　 出　 雲

一　 N　 m　 寸　 の　 ∽　 ト　 ∞　 の　　　 コ　 崇　 崇　 票　 票　 票　 巳　 票　 票　 宍 ；3　 g∃　 ㌶

C乃　 ∽　 Cの　 Cの　 ∽　 （月　 Cの　 Cの　 Cの　　　　 ∽　 Cの　 ∽　 （月　 C月　 C乃　 （月　 （月　 ∽　 ∽　 ∽　 Cの　 （の



蠍

攣

宗　 三　三　　　　　　 票　遠　 毒　 ぷ　東　 雲　　　　　　　 。

騒＋懲温鳥層　畠
轟
皆
雷　 雲 警　 華 車　　 雷雲雪 雲　 章 票空　　 車　 雲

麗事項ヨヨ轟蠣
損 謙 雷 打擁 「

刃
顧

竃　 2　 2　 2　 2　 2　 2　 竃　 2　 有 毒　 貫　　 首　 2　 2　　　 2
＼、＿／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　＼－／　　＼一一／　　　）　　　　　　　　　　）

駄

嘲
刃
褒

王
墜

顧

軸　 喩　 喩 一喩　 喩　 喩　 喩　 喩　 軸　 軸　 も　 魯　 糸　 も　 喩　 喩　 軸 喩　 令　 令　 も　 令　 喩　 魯

C）ヨ 嵩 経口 罵 浣 3日 ≡ 三 悪 ミ主 宰 霊 芝雷 講 に 茫 至∃ 睾 宗 5日 針 箪 皐

×　 ×　 ×　 ×　 ×　 ×　 ×　 ×　 ×　 ×　 ×　 ×　 ×　××　×　 ×　 ×　 ×　 ×　 ×　 × ××　×表 ヨ 彿 彿 ≡自 責 竺 寅 g g ≡‖ 畑 冒 ほ 宗 塞 き‖ 「 舅 S S 鍔 だ

《

悪

班

顧

＼

」

江

駐
幽
rlコ檻こ

せ
朝

顧
慮

壬 重 言 ‡ 享 享 享 享 享 善 幸 董 善 幸 三 幸 幸 三 三 言 享 手 蔓

寸 … … 寸 ≡ ㊥ ∽ 吋 … … ∽ ∽ の … ∽ 寸　 ∽ 票 寸 寸 ト ∽ ∽

二 三 二 十 ‡ 三 ∵ ㍉ 二 ∵ 二 二 二 三　 三 「 子 「 二 三 二 三 三

ノー‾、、葛藤
湛

三
櫨
翻

′－‾‘・・ヽ∈密
腰
×
剋
雌

票　 書　 芸　 ご　 記　 ㌻　 三　 雲　 菩　 葦　 霊　　 言　　 霊　 言　 霊　　　 雲

崇　 吋　 票　 票　 ∽　 監　 禁　 票　 票　 霊　 宗　　　 票　　　 ㌫　 雷　 雲　　　　 雲

三三三三三三三二三三三三三　千三三　 三
岩　　 沼　 霊　 ①　 讐　 m　　 票　 吾　 へ1　 0　　 ∽ ト　 の　　　　 ∽

享二三三‡∴三言三三　三　三三三 ；
逆
慢
餅
・匡
撞
画
題
桓鱒江坦二田

三三三≡三三三三三三三 三 三三圭　 ≡

？　苧守門 ？【？　〒　賢　習 字　　誓
守　守等学卒竿や守　や　〒　苧？苧　　苧
Z　　　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　　　 Z　　　 Z　　　 Z　 Z　 Z　　　　　 Z

霊 ．ご ．ご　 ぷ　 昌 ．ご　 宗　 ぷ　 選　 ぶ　 品 ．ご　 ご ・こ　　 ぶ　 品　 品　 壱㍉ぷ　 昌； 芸 l㌫　 竃

≡≡≡≡≡三三三三三三三三‡ ‡昌‡芸芸芸芸昌昌
雷　雲　害　㌫　票　霊　累　宗　宗　謁　害　等　霜　等　　 等　等　等　等　旨　等　等　5弓　宗

7　7　7　7　7　7　エ　フ　二　二　二　三　三　三　　 二　7　7　三　二　三　三　景　景

ー126－



射

撃

。　　 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Iま
雲　 ご　　　　　　　　 賢　　　　　　　　　　　 等　　　　　 這　　　 。

鍼＋ 援＋＋ 誌I i捌
塔
皆

′一一’一一ヽ讐 慧　　　 軍 票　 讐　　　 慧　　　　 讐　　　 讐 車 讐

褒
寒
刃
ヨヨ
容
頸

刃　　　　 ト　　　　　　　 ト　 ト

机　上皆無謙富
刃

聯
／一．‘・．・、Z　 Z　　　　　　　 Z　　　 Z　　　 Z　 Z　 Z　 Z　　　 Z　 Z　 Z　 d　 2　 2　 2　 2　 2 ： ：Z

＼－／

駄

王嘲
11
褒

軸　 喩　 軸　 令　 軸　 軸　 軸　　 軸　　　 喩 喩 軸　 令　　　 喩 喩　　　 喩 喩　 も

王
班
腰
‡；三三三三　 三　 三三三言　 三言　 三三三

双

要

駐
醒
nコ培エ

享 言 責 享 … 享 三三 三 三重 三 善三 幸 享幸 三 三幸 享 三三 三
噂こ　ヤマ　責詮」川

地
相

亡、・－
寸　　　　　　　　　　　　 ①　　　　　　 寸　 の　 寸　　　 ？　 寸　 寸　 寸　　　　 寸　 寸　　　　　　 寸　 寸　 寸

q⊃
顧
慮

く＝⊃　　　く＝＞崇 芸 三 は‥ D ∞ 崇 ト 三日 n S 霊 S E工 コ 吋 の 票 ニ‖ n ト 3 崇 票

墾

頭

＼

＼

」

宜
麿
桓

謁　　　　　　　 害　　 宗　　 悪　 霊　 等　 寒　　 雲　 茫： 悪　 書「 等　 5 ㌦ だ　 茫∵ 害　 諾

票　　　　　　　 の　　 3　　 票　 畏　 崇　 崇　　 已　 崇　 ご三　雲　 票　 崇　 三雲　 票 ：票　 ＝

五
腫
翻

′‾－、E
面
腰
×
剋
蛸

芸 ∽　　 … ： 票 ≡ ≡ …　 ≡ 書 芸 書 芸 ： ： ≡ ≡ 芸

宗　 ○　　　　　 宗　　 芯　　 巳　 芯 ト　 g　　 一　 〇　 の　 ∞　 票　 等 ；冥　 r1 g　 だ

三三　 三　享　三三三三　言三三三三‡三三三三
…蓋　…蓋蓋蓋至芸：蓋：…≡：歪：：…
持　 主 持∬言甘持障障持
Z　 Z　　　　　　　 Z　　　 Z　　　 Z　 Z　 Z　 Z　　　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z ： ：Z ： ：Z

ぷ　 3 ・ニ lニ ・三　 品 ・ニ　 芸 ・こ　 こ　 芸　 こ　 ぶ　 芸　 名　 £　 芸　 ㌫ ； ぷ　 電　 器　 竃　 竃

Cn　 Cn　 Cn　 Cn　 Cn　 Cn　 Cn　 Cn　 （カ　 （カ　 0〇　 （カ　 0〇　 （カ　 0〇　 ∝） （カ　 0〇　 （カ　 0〇　 〇〇　 Cの　 ○○　 ∝）
出　 田　 当　 →　 勺　 出　 →　 り　 →　 巧　 当　 り　 出　 出　 出　 田　 出　 田　 滅　 出　 田　 出　 出　 出

叫、
車
掌

窯　 票　 票　 諾　 霊　 宗　 法　 票　 害　 悪　 芯　 3　 3　 悪　 霊つ 豊　 S　 Eg　 雷　 ∈≡　 に　 ㌻さ　 2　 g

Ln　　Ln

C月　 Cの　 Cの　 Cの　 ∽　 ∽　 ∽　 （月　 ∽　 ∽　 ∽　 ∽　 Cの　 C月　 ∽　 ∽　 ∽　 C乃　 ∽　 Cの　 ∽　 ∽　 ∽　 ∽

一一一一一一一1127－



射

撃

0　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　0
時　　　　　　　　 帝　　　　　　　　 展　　　　　　　　 。　 。

聖　　　　 霊　　　　　　　 よ　　　　　　　 せ　　　　　　 掻　 終

留＋；；招
萩 至顕　 環

皆 ［コ　　 Eヨ

【東
刃　　 刃
ヨヨ　　 ヨヨ

′7、▼－ へ∫　　　ペ＼
索

引

パ　　　　　　　　　　パ・R　　　・魯甘　　 廿　　　　　 項　　 羽　　 項　　 羽　　 刃
刃　　 刃　　　　　 玉　　 玉　　 玉　　 玉　　 玉

重 腱　　 勝　　　　　 一∫　　 ぺ∫　　 d　 Jン＋＋ぺ∫
卓

噸

G　　 G　　　　　 量　　 や　　 石　　 英ト＋ l愚
球　　 球　　　　　 甘　　 甘　　 甘　　 甘　　 各
甘　　 各　　　　　 項　　 項　　 羽　　 項　　 羽
雌　 蝶　　　　 腱　 健　 勝　 健　 勝

11
腱
Z　　　 Z　 く　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z ： ：Z ： ：Z

駄

Ⅲ輌
十1
要

喩　 喩

五 牢　 墨

壁

顧

×　 ×
三　 宝

《

要

逆
醒
「1コ培エ

葉 葦 ＿芸 芸 草 葉 至 芸 室 至 芸 至 芸 菜 薫 薫

増
刷

L∫つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／－・・・、
卜　　　　 寸　 寸　 q⊃　 ？　　　　 寸　 寸　　　　 N　 寸　　　　 三笠　 はつ　∽

寸

顧
慮
　 ト
∞　 ∽　 ト　 雲　 の　 N　 m　 付　 せ　 ∽　 3　 〈〇　 CO　 ≡ヨ　ト・ ∞

▼・→

懸

顧

盲、
藩

層

書　　 等　 雲　 等日 だ　 宗　 竿　 ミ宗　 駕　 等　 箕日 華＋ 宰

票　　　 崇　 票　 票　 票　 崇　 二　 ∞　 ∽　 ＝　 票　 ㌶　　 害

互 コ　　　 ㌶　 已　 ＝　　　 ト　 の　 コ　 ∞　 ト　 ∽　 崇　　　 票
腫 ？　　　　 さ　　さ　　 ～　　付　　 き　 ？　 さ　　 き　　 子　 ？　 さ　　　　　 さ
翻

′′‾‾ヽ・、∈面

腰
×
剋

ト　　　 票　 ∽　 ト　　　 ∽　 ∽　 ∽　 寸　 ∽　 ∽　 已　　　 ト

等　　 苫　 雲　 宗 ト　 巽　　 票　 等　 漂　 宗　 雷　　 N

三　三∴三；；∴三三三　三
雌 寸　　　 Uつ　 uつ　 Uつ　 Uつ　 uつ　 てが　 いつ　 いつ　 や　 uつ　 q⊃　　　 q⊃

駐慣餅
三三三三三三三言圭三三三三

、匡

軽

出　　　 田　 出　 田　 吊　 田　 津　 添　 田　 田　 出　 田　　　 田

長　日高鳥忌信は 去惑主　意
l　　 l l l l l l l l l l l　　 l

Z　　　　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　 Z　　　　 Z

画

題

てゴ　　 む　　 如　 し一　　 触 ・－　 叫　 ・→　　 O　　 U　　 も　 Jコ　 ・－　 ・【　 「ゴ　 ・【

0〇　　∝） （カ　　 00　　00　　00　　00　　∝）　 00　　00　　00　 （カ　　 α　　 Cn　　Fー　　Cn
滅　 出　 出　 田　 出　 田　 出　 田　 J　 J　 J　 J　 J　 雲　 害 ：雲

坤、
鱒
等

Ln　　CD　　 ト　 （：0　　の　　 C⊃　　r4　　N　　 CD　　 ト一　　〇〇　　Cn　　C⊃　　N　　 の　　 寸
ト　　 ト　　 ト　　 ト　　 ト　　 00　　00　　 ∝〉　　∞　　 00　 （X） （X）　 Cn　　Cn　　Cn　　Cn

C乃　　 Cの　　 ∽　　 ∽　 （乃　　 Cの　　 ∽　 （ノ〕　 ∽　　 ∽　　 ∽　　 ∽　　 Cの　　 ∽　 （ノ〕　 ∽

／叫ヽ

蟹
皆
樹

整

備
畠密

l

薗
畔
世

軒

0　　　　　　　　　0
ぺa　　 ト0

攣

寧　　 率
ヰj　　 ・泳」
の　　 謂

トー■　　　　　　　ト4
（ノ〕　　　 ∽

経

世

褒

項　　 羽
ヨ］　　 ヨヨ
AC　　 ユ⊂

事

項

纏　　 賠
廉　　 細与
騒　　 騒

玉 ハ∫　　　 へぐ

轟 ′イ
ーR　　　 ・R
ヱ」　　　 ヱ」

噸 ト　　 ト
・R　　　 や

11

顧
2 ：　 Z

蜃

Ⅲ囲

－H
褒

令　 喩

冨
三　 宗

懸
顧
招

《

要

逆
蝉
rlコ糟エ

要
朝

顧
慮

班

頭

首
藤

匿

∞　　 N
（、D　 ・CO

Cn　　CX）

冨
樫
翻

せ　　　 NN　　　 Oつ？　　 さ
く：⊃　　　LnN　　　 N

T
雷

×

∝）　　N
ed　　 O〇

m　　 N ・
×　 ×
○○　　 Ln葦 Cn　　OO

∽　　 いつ

駐

暦

掛

逆　 逆

拇　 栂

雌　 嘱

・匡

軽

田　 ［幻
l i

0　　　　　　　0［ヽ鴫　　CnCD　　 CD
l i

Z　 Z

紬 r・」　　　　　Lnd　　 Jコ
C⊃　　　C⊃

題 rづ　　　　r叫
J　　 一つ

霜

寒
C）　 †－4
r4　　 m

ト4　　　ト4
∽　　 ∽



第3節　土　　壌

表3　土壌分類一覧表

I　顆綱目酎

土壌番号 位 置 方　 向 平面形
l　 規　　　 模 l

底面 覆土 形 態 出 土 遺 物 備　 考匿径×短径 m刃深さトm】土

S K 15 M lOg o 円　 形 1．13×0．98 11～22 II 3 A Ib2a

Sl15と垂

S K　 24 M ll j4 円　 形 1．00×0．97 22 I王 2 N Ib 2a

S K　 25 M llj4 円　 形 0．84×0．84 23～28 II 1 N Ia2 a

S K　 86 M 9 a o 円　 形 1．28×1．26 16 II 1 （A ） Ib2a 覆土上層土器35点

S K lO6 K 9 g 7 円　 形

円　 形

円　 形

円　 形

円　 形

円　 形

2．90×2．6 27～54 Ⅲ 1 N Ic3a 覆土中土器片131
点石器1点

S K lO 8 K lOf l 2．38×2．34 74 Ⅲ 1 N IIC3 b 覆土上層土器片
181点

S K l lO K lO e 2 2．55×．2．15 42～64 m 1′ N Ic3a 覆土中土器片3点

S K 127 K 9 d o 2．30×2．25－ 46 III 1 （N ） I c3a 覆土中土器片83点石1点

S K 128 K 9 e 8 2．42×2．3 71～90 m 1 N I c3b 覆土中土器片101
点石1点 桓

覆土は軟質で
ある。

SI32を切る。

中央は1部挽
乱。

SI49を切るか。

SI47を切る。

S K 153 J lO f 4 1．15×1．15 7 2 Ⅲ 1 N Ib 3b

S K 16 0 J lOd 6 円　 形 1．07×1．00 13～18 I 1 （N ） I b la 覆土中土器片6点
石1点

S K 176 J ll il 円　 形 1．07×0．97 14～17 II 1′ N I b2a

S K 201 J ll f4 円　 形 1．35×1．33 10 H 1 N Ib 2a

S K 215 J lO i3 円　 形 1．32×1．40 18 H 1 N Ib 2a

覆土中土器片1点S K 2 19 J lOh 4 円　 形 0．42×0．40 34 m 1 A Ia 3a

S K 220 J lOg 4 円　 形 0．95×0．95 14 II 1′ （A ） Ia2 a 覆土上層土器片7点

S K 229 J lOg 3 円　 形 1．22×0．95 23 王I 1 N Ib2 a 覆土中土器片1点

覆土中土器片1点

種土中土器片24点

覆土中土器片20点

S K 230 J lOh 2 円　 形 1．50×1．45 16 Ⅲ 1 N Iも2a

S K 2 32 J lOh 3 円　 形 1．05×1．10 2 3 王王 1 N Ib 2a

S K 23 6 J lO f3 円　 形 1．10×1．10 15 I 1 N Ib la

S K 252 J lO fl 円　 形 1．30×1．15 12～18 I 1 N Ibl a

S K 293 K 9 d 3 円　 形 0．80×0．70 30 ‡ 2

1

1

1

1

2

A Iala

～S K 3 04 K 9 f 5 円　 形 0．90×0．90 4 4 III A I a3a

S K 3 37 J 9 f2 円　 形 1．25×1．15 6 3 Ⅲ N Ib 3b

S K 35 7 K 9 a 3 円　 形 0．79×0．77 35 III （A ） 王a3 a

S K 358 K 9 a 3 円　 形 0．84×0．77 42 II （A ） 互a2a

SK 38211 J 8 b 5 円　 形 0．86×0．78 34 I王 （N ） Ib 2a 轍乱。
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土嫁番号 位 置 方　 向 平面形 規　　　 模 ′壁面 底面 覆土 形 態 出 土 遺 物 備　 考
長径×短径（m）深酌む

SK 382ノー2 J 8 b 5 円　 形 0．78×0．75 34 宜亙 2 （N ） Ib2a

覆土下層土器片8
点

覆土中土器片297
点

擾　　 乱。

S K 397 J 8 ｝14 円　 形 0．94×0．86 20 亙亙 1 N Ia2a S工61を切る。

S工66を切る。

S K 409 K 8 b 9 円　 形 1．22×－ 15 亙 2 N Ib la

S K 418 K 8 f o 円　 形 2．32×2．24 71－145 Ⅲ 1 A Ic3 b

S K．452 K 8 i8 円　 形 0．82×0．79 36 E亙 1′ N Ia2 a 覆土中土器片13点 S工81を切る。

ピソトは新しい。

S K 458 K 8 j l 円　 形 1．41×1．37 22 亙亙 1 N Ib2 a 覆土中土器片2点

S K 459 K 7 i8 円　 形 1．73×1．59 22 亙亙 1 N Ib2 a 覆土中土器片6点

S K 4 64 L 8 a．7 円　 形 1．19×1．15 18 亙亙 1 N Ib2 a

S K 477 L 8 c l 円　 形 1．39×1．25 18 亙亙 1 N Ib2 a

S K 48 1 L 8 C 3 円　 形 1．52×1．50 5 亙 且 N Ib la

S K 483 L 8 d l 円　 形 1．42×1．33 12 亙亙 1 N 工b2 a

S K 502 L 7 c o 円　 形 1．24×1．32 20～35 亙亙 1 （N ） Ib2 a

コ　嶺（楯再形）

土鳩 番号 位 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　 模 ！壁面 摘

漫土　 形 態 出 土 遺 物 備　 考
長径×短径柄 深さ匝

P lは挽乱。

S K l N lO d 8 N －7 0 0－W 長楕 円形 1．80 ×0 ．92 10－15 I　　 2 N　 工Ib l a

S K　 2 N lO b 8 N －4 8 0－W 長楕 円形 2 ．28 ×1．23 2 5 II　　 3 l（N ） 亙亙c2乱

S K　 3 N lO a 9 N －8 7 0－ E 楕 円 形 0．86×0 ．70 4 2 亙 2 （N ） II a l a

S K　 4 N l l a 3 N －6 8 0－ E 長楕 円形 3．10 ×2 ．10 26－42 亙 1′ N II c l a

S K　 5 N l l c 4 N －7 3 0－ E 楕 円 形 、0 ．98 ×0 ．78 29～32 王I　　 3 （N ） II a 2 a

SK12

SK20－A

SK23

SK26

SK　27

SK28－A

SK28－B

SK29

SK33

SK34

SK　39

MlOf9

Mlli2

Mlli4

Mllf2

Mllf2

MlOh7

MlOh7

MIHI

MlOi6

MlOc6

NlOe9

N－800－W

N－390－E

N－240－W

N－800－E

N－160－E

N－380－W

N－280－E

N－270－W

N－400－E

N－440－E

N－230－W

長楕円形

長楕円形

楕円形

楕円形

長楕円形

長楕円形

長楕円形

楕円形状

楕円形

不整楕円形

（長楕円形）

1．82×0．95

（1．飢）×0．75

0．9×0．78

1．0×0．62

2．38×0．9

（4．2）×2．4

2．56×1．56

1．74×1．06

1．67×0．90

1．68×1．鵬

3．13×0．82

－130－

覆土中土器片16点

床中央の凹み
は擾乱。

凹みは新しい
掘り込み。



土域番号
匝 置

方　 向
！平面形 l　 規　　 傾 l ！底面

ノ
i 出 土 遺 物 i 備 考

腫径×短径瑚 深酌刺土 ノ　ノ山ヽ

S K　4 9 M lO i 5　N － 9 0－W 楕 円形 1．62×1．50　 16 Ⅲ 1′ （N ） IIb2 a ピットは新し
い挽乱。

南東壁のピット
トは新しいか。

S K　54 M lO g3 N －8 8 0－E 長楕円形 1．34×0．78 （8～3） 互王 1 （N ） IIb2a

S K　59 M llO i2 N －8 60－E 楕 円形 1．67×1．20　24～36　 m 4 N IIb2a

S K　 66 M lOa 9 N －800－E 長楕円形 1．17×0．64 30～90　 m 5 （N ） IIも2b 覆土中土器片5点 南壁のピットはSIllのもの。

覆土やや軟質。

S K　6 7 M lOb o N －9 00－ E 艮楕円形 0．95×0．6 30 Ⅲ 3

4

1

1′

1

3

2

2

（N ）

N

N

N

N

A

（A ）

N

IIa2 a 覆土上層土器片3
点

S K　70 yL llh 7 N －4 20－ E 長楕円形 1．59×0．84 23 Ⅲ

王

I

m

I

IE

IIb2 a

覆土上層土器片7
点

S K　76 L llh 5 N －3 30－W 楕 円形 1．21×0．86 13 IIbla

S K　 78 K 12h 2 N －470－W 不整楕円形 1．38×0．79 2 3 IIb la 覆土中土器片3点

覆土上層土器片2
点

覆土中土器片3点

一部に視乱が
入る。

S K　 79 K 12 i2 N －470－E 楕 円形 1．84×1．49 150 IIb 3b 円　筒　状：。

ピットは槻乱
か。

S K　8 1 M 9 j 5 N －730－W 楕 円形 1．46×1．00 14

19－42

12

18～44

6～33

IIb la

S K　 82 M 9 h 8 N －50 0－E 長楕円形 1．27×0．71 IIb2a

S K　 99 L 9 jo N －6ダT E 不定楕円形 1．37×0．73 I王 IIb 2a

S K lO l L 9 g o N －40 0－ E 長楕円形 2．1×0．98 II 3′ N

N

（N ）

N

（A ）

IIc 2a

S K lO2 L 9 g 6 N －4 50－W 楕 円形 1．55×1．2 Ⅲ 3 IIb2 a

S K lO3 L 9 C 8 N －790－E 楕 円形 1．50×1．35 11～30 Ⅲ 1′ IIb2a

S K lO 4 L 9 b 7 N －330－E 楕 円形 1．08×0．64 7～38 Ⅲ 1 IIb 2a

S K l 16 L lOa 8 N －250－E 楕 円形 2．60×2．11 11～26

23

15～26

II 1 IIc2 a 覆土上層土器片
119点

嘗土上層土器片11

覆土上層土器片4
点

覆土中土器片3点

覆土中土器片6点

種土中土器片9点

S K l 19 M 9 C 2 N －9 00－W （楕円形） 0．62×0．55 II 3 （N ） IIa2a

S K 121 L lOa 4 N －6 10－W 楕 円形 1．18×0．77 I王 3′ N IIb2a

S K 122 L lOd 6 N －770－W （楕円形） 0．33×0．31 22一一28

25

10～19

tI 2 N IIa2a

S K 13 2 K lO c 7 N －300－ E （楕円形） 1．75×1．47 Ⅲ 1 （A ） IIb 2a

S K 133 K lOc 7 N －70 0－E 楕 円形 1．11×0．84 I 2 A IIb la

S K 134 K lOc 7 N －420－W 長楕円形 2．52×1．06 11～32 I 1′ N IIcla

S K 135 K lO c 7 N －890－ E 楕 円形 0．86×0．69 17

22～30

22

I 1′ （N ）

N

（N ）

N

N

（N ）

A

IIa la

S K 15 0 J lOe 9 N －4 60－ E 楕 円形 1．88×1．72 Ⅲ 2 IIb 2a

S K 152 J lOh 6 N －4 20－W 楕 円形 2．12×1．29 m

I

m

I

王I

1 IIc2a

S K 1 58 J lOd 7 N －46三一W 不整楕円形 1．72×1．24 7～16 1′ IIb la

ヲS K 15 9 J lOd 7 N －700－W 楕 円形 1．36×1．09 9～14 1′

1

1

1

IIb 2a ピットは槻乱
か。

S I30を切る。

S K 16 1 J lO f4 N － 1 ㌔－W 楕 円形 1．75×1．48 16－20 IIb la

ニS K 166 J ll j4 N －440－W 楕 円形 1．27×1．13 15 IIb2a 覆土中土器片11点

S K 17 0 J lOh o N －680－E 長楕円形 3．48×1．78 14～19 II IIc2a

－131－



土膿番号 位 置 長 径 方 向 平面形
規　　　 模

壁面 底面 覆土 形 態 出 土 遺 物′
彿 考

長径×短径（m）深さ匝

S K 17 1 J lO e o N －120－E 楕 円形 1．72×1．26 15～20 王互 1 （N ） IIb2a 覆土中土器片16点

覆土中土器片6点

ピットは新し
い。

SK 225より新し
い。

SK243を切る。

S工31を切る。

S K 18 1 J lld l N －150－E 楕 円形 1．45×1．19 8 互 1 （N ） IIbla

S K 18 3 J llf 3 N － 3 0－E 楕 円形 1．94×1．61 8 王 1 N IIbla

もS K 18 6 J lli 5 N －87 0－W 楕 円形 1．70×1．40 13～20 I王 1 N IIb2a

S K 19 2 J llf 6 N r 63 0－W 楕 円形 1．41×1．15 10～17 ‡ 1 N IIb la

S K 19 5 J lld 6 N －870－E　＿楕円形 2．22‾×1．44 6 ，王 1 N IIcla

S K 198 J llf4 N － 8 0－E 楕 円形 1．26×1．00 12－15 王王 1 （A ） IIb 2a

S K 199 J llf4 N －490－W 楕 円形 1．12×1．08 15－20 王亙 1 （N ） IIb 2a

S K 20 3 J lle 3 N －400－W 楕 円形 1．63×1．10 12 亙 1 N IIb la

S K 204 J lle 3 N －4 50－W 楕 円形 1．70×1．10 12 亙 1 N IIb la

S K 20 5 J lld 3 N －180－W 楕 円形 1．25×1．10 8 王亙 1 N IIb2 a

S K 206 J lld 3 N －100－E 楕 円形 1．15×0．85 8 I 1 N IIb la

S K 216 J lO i2 N －7 10－W
格 由形

3．00×1．57 16 亙亙 1 N IIc2 a

S K 217 J lO i4 N －490－E 楕 円形 1．50×1．30 20 工王 1 N IIb2a 覆土中土器片9点

S K 224 J lOg 3 N －580－W 楕 円形 1．30×1．10 20 亙 1 （N ） IIbl a 覆土中土器片9点

壌土中土器片4点

覆土中土器片4点

覆土中土器片3点

S K 227 J lOg 3 N － 8 0－E 楕 円形 1．70×1．05 2 5 Ⅱ 2 （A ） IIbla

S K 228 J lOg 2 N －600－W 楕 円形 0．83×0．80 25 I 2′ N IIala

S K 23 1 J lOh 2 N － 4 0－W 楕 円形 1．35×1．03 35 王王 1－S N IIb2a

S K 234 J lO f4 N － 6 0－W 長楕円形 1．63×0．80 12 王I 1 （N ） IIb2a

S K 237 J lO f5 N －180－ E 不整楕円形 1．68×1．07 14 I王 1－N （N ）ん王王b2a

S K 238 J lO f2 N －590－ E 楕 円形 1．80×1．15 13 王 1－W （N ） IIbla

S K 2 39 J lO f2 N －490－W 楕 円形 1．27×1．03 5 互 1 N IIbla

S K 24 2 J lOe 3 N －620－W 楕 円形 1．07×0．87 18 王王 3 （N ） IIb2a

S K 24 4 J lOd 3 N －180－E 楕 円形 1．43×1．10 30 Ⅲ 1 N IIb3a 覆土中土器片3点

覆土中土器片1点

覆土中土器片1点

S K 24 5 J lOd 3 N －470－W 長楕円形 1．79×1．10 13－24 亙 2 （N ） IIbla

S K 2 51 J 9 e o N －100－E （楕円形） 1．35×0．89 14 王‡ 1 （N ） IIb2a

S K 2 54 J 9 f o N －380－W 不定楕円形 1．25×1．04 11～16 ‡ 1 （N ） IIbla

S K 25 6 J 9 e o N －3 00－W 楕 円形 1．33×1．17 10～41 王王 1′ （N ） IIb2a

S K 26 2 J lO e 4 N －38 0－W 楕 円形 1．36×1．02 5～11 王 1 A IIbla

S K 26 3 J 9 d o N －300－W （楕円形） 1．52×1．34 9 王王 1 N IIb2a

S K 26 4 J 11h 3 N －890－W 楕 円 形 0．98×0．81 18～26！． 血 1 N IIa2a 覆土中土器片1点
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土頗爵号 位 壷 長 径 方 向 平面図
l　 規　　　 傾 I 恒 恒 ！形 態

出　土 遺 物
！ 備 考

俸径×癌径（m）纏さ¢暗 面

S K　266 J lO i2 N －790－W （楕円形） 1．58×1．42 40

10

H

II

王I

m

1

1

1

4

1′

3－E

l’

1

2

2

1

N

A

N

A

A

（N ）

A

（N ）

A

N

（A ）

N

N

N

（A ）

N

A

（A ）

（A ）

（N ）

A

N

A

A

N

（N －）

N

N

N

IIbla 覆土中土器片187点
石器1点

ピットは挽乱
によるもの。

ピットは新し
い。

SI44を切る。

S K　2 72 L 9 a 3 N －4 60－ E 楕 円形 1．34×0．91 IIb 2a 覆土中土器片1点

S K 280 K 9 i2 N －570－ E （楕円形） 1．60×0．91 40 IIb 2a 覆土中土器片1点

種土中土器片5点

種土中土器片1点

S K 2：84 K 9 f 3 N －3 20－W （楕円形） 2．84×1．80 90 IIc3b

S K 288 K 9 e 2 N －330－W 楕 円形 1．41×1．10 20～35 王王 IIb2a

S K 29 0 K 9 d 2 0N －57 －E 楕 由 形 1．04×1．03 2 0 Ⅲ IIb 2a

S K 29 1 K 9 d 3 N －2 80－ E 楕 由形 0．85×0．70 6 5 III IIa3 b

S K 292 K 9 d 3 N －7 50－E 楕 円形 1．10×1．05 18 II IIb2a

S K 297 K 9 b 2 N － 9 0－W 楕 円形 1．74×1．40 65 Ⅲ IIb3b

S K 2．9 8 K 9 b l N －5g －E
楕 料形

1．01×0．90 7 5 m IIb3b

S K 30 3 K 9 g’5 N －28．5㌧E 楕 由形 1．30×1．08 3 5

11～19

37

Ⅲ IIb 2a 覆土中土器片4点

覆土中土器片2点

S K 307 K 9 f 4 N －8 20－E 楕 再形 1．50×1．08 I 1 IIb la

S K 310 K 9 e5 N －290－W 楕 円‘形 1．97×1．30 Ⅲ 1 IIb2a

S K 3 15 K 9 C 4 N － 8 0－ E 楕 円 形 0．96×0．90 14

15

20

22

58

28

30

H
i

1’ IIb2a 覆土中土器片1点

S K 32 5 J 9 e 6 N －130－W 精 白形 2．24×1．38 II 1 IIc2a 覆土中土器片17点

覆土中土器片16点

S K 329 J 9 g l N －64 0－ E 楕 円形 1．30×0．88 H 1′ IIb2 a

S K 330 J 9 g l N －42．5L E 楕 円 形 1．36×1．04 H 1′ IIb2a

S K 3 33 J 9 g 2 N －81．50－E 楕 円形 2．12×1．48 Ⅲ 1 IIc3a

S K 33 5 J 9 f3 N －790－ E 楕 円形 1．52×1．00 王I 1′

1

1

2

（1）

ヱl

1

1

1

2

1

3′

1′

IIb 2a

S K 339 J 9 e 3 N －7 20－E 楕 円勅 1．81．×1．37 王I IIb2 a

S K 345 K 9 g 4 N －74．5㌧W 楕 円形 1．27×0．93 40 Ⅲ IIb2a 覆土中土器片2濾

S K 34 6 K 9 e 6 N －67．5㌔一E 楕 円形 1．20×1．07 37 II IIb2a 覆土中土器片59点

覆土中土器片9点

SI48との関
係は不明。

S K 360 K 9 a 2 N －770－ E 楕 由形 0．80×0．71 8 2 王I IIa2b S工47を切る。

SK 360－A J 8 j 9 N －3 50－ E 不　 q明 1．09×0．77 23 II IIa2a SI59を切る。

墓か。

S K　363 J 8 j 9 N －3 50－E 楕 再形 1．00×0．85 24 H IIb2a 覆土中土器片1点

覆土中土器片11点

覆土中土器片64点

S K 36 4 J 8 j8 N －610－W 楕 円形 1．78×1．35 32 I王 IIb2a

S K　36 5 J 8 j8ンN －36．50－W 楕 円形 3．06×1．69 30～35 II

I

王I

H

II

IIc2a ピットは本跡
より新しい。

ピットは撹乱。
（根）

S K 377 J 8 e 6 N －300－E 楕 円形 1．53×0．99 2 5 IIbla

S K 378 J 8 d 6 N －5 20－W 楕 円形 1．42×1．31 20 IIb 2a

S K 380 J 8 b 5 N －73－W 長楕円形 1．82×0．76 15 H b2，a

S K 384 J 8 d 7 N －7上50－E 長楕円形 2．17×0．84 15 IIc2a
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土壌番号 位 置 方　 向 平面形
規　　　 嘩

撃面 底面 覆土 形 態 出 土∴遺 物 備　 考
径×短径（m）深さ缶m

S K 38 6 J 8 1 5 N －300－E 楕 円形 2．36×1．44 17～40 II 3 N II c2a

覆土中土器片2点

覆土中土器片3点

覆土中土器片3点

ピットは擾乱。

ピットは竣乱。

SI64を切る。

床の凹みは本

跡より新しい。

S K 387 J 8 I名 N －4 30－W 楕 円形 1．49×1．34 30 II 2 N IIb2a

S K 388 J 8 h 6 N －50 0－W 楕 円形 1．22×0，84 22 II 1′ （N ） IIb2a

S K 38 9 J 8 i6 N －59 0－W 楕 円形 1．5 ×0 ．8 46 Ⅲ 3′ N IIb2a

S K 390 J 8 i6 N －2 50－W 楕 円形 1．78×0．86 10 II 1 N IIb2a

S K 39 1 J 8 i6 N －84 0－E 楕 円形 1．声2×上02 10 工I 1 N IIb2a

S K 39 3 J 8 j5 N －44 0－ E 楕 円形 1．50×1．20 14 II 1 N IIb2a

S K 39 5 J 8 j4 N －16．5lL W 楕 円 形 1．74×1．18 2 2 H 1 N IIb2a

S K 39 6 J 8 i4 N －5 50－ E 楕 円形 1．52×L OO 20 ‡亙 3 （N ） IIb2a

S K 398 K 8 b 6 N －110－W 楕 円形 1．10×0．82 16 I 3 （N ） IIbla 覆土中土器片1点

S K 399 K 8 b 6 N －8 20－W 楕 円形 2．36×1．82 30 ‡亙 1′ N IIc2a 覆土中土器片20点

覆土中土器片12点

覆土中土器片2点

覆土中土器片2点

S K 406 K 8 a 8 N －4 50－ E 楕 円形 0．88×0．80 2 3 I互 1 N IIa2a

S K 4 11 K 8 C 9 N －23 0－E 楕 円形 1．54×1．00 20 I王 3′ N IIb2a

S K 4 13 K 8 C 8 N －5 30－ E 楕 円形 1．00×0．90 16 II 1－S N IIb2a

S K 4 17 K 8 f8 N －69 0－ E 楕 円形 1．58×1．20 30 I王 1 N IIb2a

S K 42 3 K 8 b 2 N －20．5㌧E 楕 円形 1．70×1．22 3 5 Ⅲ 3′ （N ） IIb2a

S K 429 K 8 e 3 N －87 0－E 楕 円形 1．86×0．97 28 II 3 A IIb2a 墓か。

ピットは新し
い撹乱。

SI82を切る。

床の凹みは本
跡より新しい
撒乱。

S K，・430 K 8 f l N －68．5㌧W 不 定 形 1．68×1．23 6 5 I王 1 （N ） IIb2a

S K 43 1 K 8 g 2 N －66．5㌧W 楕 円形 1．53×1．04 9 I 1 N IIbla

S K 444 K 8 h 5 N －650－W 楕 円形 1．90×1．61 20 II 1 N IIb2a

S K 448 L 9 a 2 N －9ぎ一W 楕 円形 1．19×1．07 2 5 H 1 （N ） IIb2a

S K 449 L 9 a 3 N －320－E 長楕円形 2．22×1．08 2 5 II 1 A 工Ic2a

S K 454 K 8 h 7 N －7 50－E 不整楕円形 2．49×1．64 20 H 1 N 王Ic2a

S K 455 K 8 h 6 N －6 50－E 楕 円形 2．11×1．68 20～55 王I 1－W N IIc2a

S K 456 K 8 h 6 N －52．5㌧E 楕 円形 0．96×0．77 　30 ‡I 2 A IIa2a 覆土中土器片11点

覆土中土器片3点

S K 460 L 8 a 6 N －290－E 楕 円形 1．67×1．55 20 ‡I 1 N IIb2a

S K 463 L 8 a 7 N －8 10－E 楕 円形 1．54×1．22 13 ‡ 1 N IIbla

S K 466 K 8 h 9 N －450－W 楕 円形 1．71×1．10 7 I 1 N IIbla 覆土中土器片7点

覆土中土器片1点

S K 467 L 8 b 9 N －65．5㌧W 楕 円形 1．17×1．10 7 I 1 N 注bl－a

S K 473 L 8 a l N －820－ E 楕 円形 1．61×1．30 38 II 2 N IIb 2a

S K 474 L 8 a 2 N －790－W 楕 円形 1．41×1．14 20 工I 1 N IIb2a
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土壌番号 位 一置
、　 ノi 規　　 模 恒

底面 覆土
序 土 ！出 土 遺 物　 備 考

ロ　　　 ノ腫径×短径ト）憧さ¢m

S K 47 5 L 8 b l N －250－W （楕円形） 2．24×1．45 50～85 Ⅲ 4

1

1

（N ） IIc2b

S K 47 6 L 8 b l N －460－ E　 楕 円形　 2．79×2．16 15 I N IIcla 覆土中土器片1点

S K 4 78 L 8 d 2 N －650－E　 楕 円形　 2．25×1．63 15 I N IIcla

S K 47 9 L 8 b 3 N －5 60－E　 楕円形　 2．06×1．84 10 H 1 N IIc 2a

S K 48 0 L 8 C 3 N －620－E　 不整楕円形 1．88×1．37 12 ‡ 1 N IIb la

S K 482 L 8 d l N －780－W　 楕 円形　 2．00×1．70 10 Ⅲ 1 N IIc2a

S K 487 L 8 f6 N －280－ E　 楕 円形 1．06×0．88 14 Ⅲ 1 N IIb2a 覆土中土器片2貞

S K 4 88 L 8 f 5 N －750－W　 楕 円形 1．90×1．58 10 Ⅲ 1 N IIb 2a 覆土中土器片17点

ピットは覆土
を切る。

墓か。

穫土中土器片2点

撹乱（根）。

S K 49 3 L 8 i2 N －26．5L E　 楕 円形 1．70×1．44 23 H 3′ N IIb2 a

S K 494 M 8 a 2 N －150－W　 楕 円形 1．68×1．20 13 II 1 N IIb2 a

．S K 495 L 8 jl N －12．5L E　 楕 円形 1．58×1．24 16 I王 1 （N ） IIb2a

S K 4 96 M 8 C 2 N －38 0－E　 楕 円形 1．30×1．20 13 I王 1 N IIb 2a

S K 49 7

S K 50 3

M 8 a 2

L 7 d o

N －240－E　 楕 円形　 2．04×1．50

N －630－W　 楕 円形　 2．14×1．74

4 2

12

Ⅲ

H

1

1

N

N

IIc 2a

IIc2 a

S K 505 L 7 C 6 N －27．5L W　 楕 円形　 3．32×2．88 6～42 m 1′ N

N

N

（N ）

N

N

（A ）

A

A

A

（A ）

IIc2 a

S K 506 L 7 d 6 N －140－W　 楕 円形　 2．36×1．48 10 II 1 IIc2a

S K 5 10

S K 5 11

L 7 i6

L 7 i7

N －2 50－W　 不整楕円形　 2．24×1．26

N －63．5L w　 楕 円形　 2．11×1．47

35

2 2

m

m

1

1

IIc3a

IIc3 a

S K 51 5 L 7 j 5 N －89．5㌧E　 楕 円形 1．60×1．05 18 II 1

1

1

1

1

1

1

1

1′

1

1′

IIb2 a

．S K 517 M 7 a 4 N －62．5L W　 楕 円形 1．76×1．44 12 I王 H b2a

S K 518 M 7 b 5 N －590－W　 楕 円形 1．48×1．28 12 王I IIb2a

S K 5 19 M 7 a 3 N －30 0－E　 楕 円形 1．56×1．35 25 H IIb 2a

S K 52 2 M 7 b 2 N －850－E　 楕円 形　 2．05×1．56 2 3 王I IIc 2a

S K 523 M 7 a l N － 1 0－W　 楕 円形 1．90×1．27 17 II IIb2a

S K 524 M 7 a l N －110－ E　 楕 円形 1 25×0．89 20 王王 I王b2a

S K 5 25 M 7 b l N －3 30－W　 楕 円形　 0．76×0．65 15 I王 （A ）

A

N

N

IIa2a

S K 53 6 M 9 j 6 N －600－E　 不定 形 1．85×0．90 38 H

I

王王

IIb 2a

S K 537 J lO i3 N －6 ．5L w　 楕 円形　 2．80×1．10 19 IIc la

S K 538 N 9 b 6 N －66・5㌧ E ！楕円形 1・07×0・92 15 IIb2 a
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詑　塀　隅鬼方形◎方形》

土堀番号 位 置 方　 向 平 面 形
規　　　 模

壁面 底面 覆土 形 態 出 土 遺 物 備　 考
長径×短径（m）深さ回

S K 20－B M lli2 N －470－ W 隅丸方形 0 ．74 ×0．64 56 Ⅲ 1 A ⅡIa 3a

覆土中土器片1点

覆土中土器片1 点

SK 46を切る。

S K　 32 M lOh 6 N － 0 0 隅丸方形 2 ．00×1．28 15 ‡ 1 N ⅢIc la

S K　 4 4 N lOa 6 N －600－ E 隅丸方形 1．82×1．42 19～26 I王 1 N Ⅱ王b 2a

S K　 4 5 M lO i6 N －350－ W 隅丸方形 1．94×1．61 23 I王 1 N m b 2a

S K　 51 M lO i4 N －350－ E 方　 形 0 ．96×0 ．77 27 王王 2 N ⅢIa 2a S Ilを切る。

S K　 52 M lO i4 N 一一600－ E 隅丸方形 1．04 ×0 ．96 17～23 I 1 （A ） Ⅲb la S Ilを切る。

S K　 53 M lO i4 N －520－ W 隅丸方形 1 ．50×1．27 16 ‡ 1 N Ⅲ王b la S Ilを切る。

床のピットは
擾乱。

S 工13を切る。

ピットは新し
い撒乱か。

一部根による
挽乱。

S K　 7 7 K 12 il N －270－ E 隅丸方形 1 ．03×0 ．83 28 王I l′ （N ） 王Ⅱb2 a

S K　 8 5 M 9 b o N －5 20－ E （臣軌方鰍 ） 0．76×0 ．58 7 ．5 工I 1 N HIa2 a

S K lO 9 K lOd l N －4 20－W 隅丸方形 2．18 ×2 ．04 36 Ⅲ 1 N HIc3a 覆土中土器片111点　石器1 点

覆土中土器片6点

S K l13 M 9 C 4 N －5 80－W 隅丸方形 1．16×1．06 12 王I 1 N IIIb2a

S K l 18 L 9 b 5 N － 240－ E 隅丸方形 1．21×1．03 35～53 王王 1 （A ′） ⅢIb2a

S K 12 3 K lO f4 N －850－W 隅丸方形 1．90 ×1．50 9～46 工I 2 N Illb2a

S K 124 K lO i7 N －890－ E （隅丸方形） 1．19 ×0 ．98 27～77 工I 1 （N ） 王IIb2a

S K 126 L 12b 3 N －4 50－W 隅丸方形 1．20 ×1．06 14～18 王王 1 N IIIb2a 覆土中土器片2点

S K 15 5 J lOe 6 N －200－W 不整方形 1．88 ×1．63 24～31 II 1 N II王b 2a 覆土中土器片6点

覆土中土器片1点

S K 173 J lO j9 N －3 20－ E 隅丸方形 1．60 ×1．44 15～20 王I 2 N IIlb 2a

S K 178 J llh 3 N －360－W 隅丸方形 1．56 ×1．44 10 王I 1 N HIb 2a S I31の炉を切る。

S K 182 J lld l N －670－ E 隅丸方形 1．80 ×1．80 11 王 1 （N ） Ⅲb la

SK184

SK200

SK222

SK279

SK295

SK313

SK324

SK349

SK351

SK353

SK354

N－630－E

N－880－W

N－490－E

N－360－E

N－670－E

N－42．50－E

N－400－E

N－130－E

N－59．50－W

N－77．50－E

N’－58．50－E

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

（隅丸方形）

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

方　形

方　形

1．57×1．23

1．34×1．19

1．22×1．23

1．30×1．25

1．15×0．85

2．22×1．98

1．60×1．70

1．00×0．93

1．01×0．92

0．75×0．65

1．29×0．82
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覆土中土器片1点

覆土中土器片2点

覆土中土器片11点

覆土中土器片19点
石器1点

覆土中土器片3点

S工52を切る。

SI52を切る。

SI52Aを切る。



土壌番号 位 置 方　 向 平面形
規 模 i壁面

底面 覆土 形 態 出 土 遺 物 備　 考
長径×短径（m）深さ匝

S K 367 J 8 b 9 N －64 0－ E 隅丸方形 0．92×0．88 53 Ⅲ 1 A ⅡIa3a

覆土中土器片20点

SK349に切ら
れる。

SI92のピット
の可能性。

S K 374 J 8 f9 N －380－E （隅丸方形） 1．37×1．25 15 王王 1 N 揖b2a

S K 38 5 J 8 g 5 N －62．5L W （禁丸嘉） 1．91×1．61 16 II 1 N Ⅱ王b2a

S K 400 K 8 b 6 N －58．5㌧W 隅丸方形 2．04×1．92 21 王I 1′ N ⅢC2a

S K 407 K 8 b 8 N －3 60－E 隅丸方形 1．8×1．66 5 5 Ⅲ 1 A Ⅲb3 a

S K 408 K 8 b 9 N －4 00－ E 隅丸方形 1．3×1．2 28～45 王王 3 A m b2 a 覆土中土器片2点

種土中土器片1点

S K 4 12 K 8 C 8 N －35．5L W 隅丸方形 1．42×1．24 15 II 3 N Ⅲb2a

S K 4 14 K 8 C 8 N －440－W 隅丸方形 1．44×1．34 17 II 1 N Ⅲb2a

S K 5 12 L 7 j7 N －34．5L W 隅丸方形 1．12×1．03 20 互亘 1 N Ⅲb 2a

S K 5 16 M 7 a 4 N －56．5㌧ E 隅丸方形 1．29×1．19 2 5 I亙 1 A ⅡIb 2a

S K 534 M 9 j 3 N －120－E （方 形） 0．75×0．68 30 H 3 A Ⅲa2 a

Ⅳ　溝（椙丸長方形0長方形）

土鳩番号 位 置 方　 向
、　 ／ l　 規　　　 模 l　　　　　　　 ノ

出 土 遺 物 備　 考ノ 厚 径×短径（m 深さ叫 土 － 二／　ノuJヽ

S K ll M lO i8 N －360－ E 不整長方形 1．98 ×1．45 10～28　 ‡ 3　　 A　 Ⅳb la

覆土中土器片23点

覆土中土器片3 点

覆土中土器片2点

床面凹は新し
い堀り込み0

S K 14 M lO e o N －4 50－ E 隅丸長方形 1．40 ×1．10 20　 II 3　　 N　　 Ⅳb 2a

S ，K 19 N lO g6 N － 150－ E 隅丸長方形 1．60 ×1．30 12～26　 I 2　　 N Ⅳb la

SK 20 －A M ll i2 N －530－W 隅丸長方形 1．06×0 ．90 15　　 I l　　 N　 Ⅳbla

S K　 35 M lO i7 N －480－W 隅丸長方形 1．88 ×1．64 20 I 1′ N　 Ⅳbla

S K　 36 M lOe 8 N － 250－W 隅丸長方形　 0．70 ×0 ．55 35　 II 1 （N ） Ⅳa2a
酢 誹 墾

SI94を切る。

SK隻9に切られる。

S K　 37 M lO e 8 N － 7 0－ E 隅丸長方形　 3．89 ×1．85 10 I 1 IN Ⅳ cla

S K　 38 N lOe 9 N －20 0－W 隅丸長方形　 4．91 ×2．33 19～27　 H

11　 王

1　　 N ⅣC 2a

S K　 40 N lO f9 N － 0 0 隅丸長方形　 2．74 ×1．25 1 （N ）

3　　 N

Ⅳc la

S K　 4 1 M 9 i8 N －160－W 隅丸長方形 1．01×0 ．78 13　 I

20　　 I

5～10　 H

Ⅳbla

S K　 4 6 M 9 i6 N －650－W 隅丸長方形　 2．02×1．41 1　　 N Ⅳcla

S K　 47 M lO j5 N － 4 0－ W 長 方 形 1．72 ×1 ．35 1　　 N Ⅳb2a

S K　 48 M lO j 5 N －4 30－ E 隅丸長方形 1．72 ×1．43 5 ～10　 I l　　 N Ⅳb la

S K　 50 M lO i4 N －420－W 隅丸長方形 1．12 ×0．93 7 －11　 王王 1′　　 N Ⅳb2 a SIlを切る。

S K　 69 L lO j7 N －680－ E 隅丸長方形　 2 ．01×1．83 27　　 王I 1 N ⅣC2a 覆土上層土器片28　 sK68を切る。
点

S K　 7 2 L lOe 8 N －200－ E 長 方 形　 0 ．84 ×0 ．64 21～26　 II 3　 （N ） Ⅳb2 a

S K　 7 3 L lO c o N －690－ E 隅丸長方形 1．35 ×0 ．78 18～26　 II 1 ′　　 N Ⅳb2a
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土鳩番号 位 置 長 径 方 向 平面形
規　　　 模 匝 面

底面 覆土 形 態 出 土 遺 物 備　 考
長径×短径（m凋深さ伺

S K　 74 L lO j9 N －810－W 長 方形 1．40×1．20 ～92 Ⅲ 5 A Ⅳb3a

覆土中土器片25点

覆土軟質。

SI17を切る。

一部挽乱。

S K lO 7 K 9 fo N －270－ E 長 方形 2．48×1．75 25～30 王王 1 N ⅣC、2a

S K 120 K lOd 6 N －890－W 隅丸長方形 1．44×1．03 7～10 互 1 N Ⅳb la 覆土中土器片15点

覆土中土器片3点

S 壬く125‘K lOh 8 N －750－W 隅丸長方形 1．64×1．13 20～27 I 1 N Ⅳb la

S K 1 29 K 12 j4 N －8 20－W 隅丸長方形 1．83×1．18 13～16 I 1 ′　N Ⅳb l阜

S K 13 7 K lle 7 N －600－E 隅丸長方形 1．52×0′．99 19－23 Ⅲ 1 N Ⅳb 2a

S K 13 9 K llf 4 N －4 50－ E 隅丸長方形 1．47×1．00 13 Ⅲ‘ 1 N Ⅳb2 a 覆土中土器片4点

覆土中土器片1点

S K 140 M llb 7 N －3 90－W 隅丸長方形 2．37×1′．58 9～20 王王 1 （N ） ⅣC2 a

S K 14 1 L lli6 N －73．5L W 隅丸長方形 0．90×0。67 17 II 1 N Ⅳa2a．

S K．142 L llh 6 N －680－W 隅丸長方形 1．86×0．98 9 I 1 N Ⅳbla S工24を切る。

S K 143 L lli5 N －740－E 、（撃方姦） 2．46×1．49 23 I王 1 N ⅣC2a SI26を切る。

S K 145 L llh 5 N －6 50－E （豊方姦） 1．26×0．86 24～26 王亘 1 N Ⅳb2a 床面の凹みは
新しい。

S K 149 J lO f9 N －440－W 隅丸長方形 1．90×1．58 33 II 1 N Ⅳb2a 覆土中土器片20点 SI33を切る。

一部挽乱。

S K 156 J lOe 6 N －560－E 不整長方形 2．25×1．65 14～20 II 1 N ⅣC2a 覆土中土器片25点
石器1点

S K 164 J lOd 4 N －460－W 隅丸長方形 1．50×1．32 10 II 1 （A ） Ⅳb2a 覆土中土器片22点

S K 165 J lOd 4 N －720－W 隅丸長方形 1．96×1．15 5～12 I 2 （N ） Ⅳb la 覆土中土器片16点

S K 16 7 J lO io N －320－ E 隅丸長方形 1．67×1．．23 23 Ⅲ 1 N Ⅳb3 a

S K 16 8 J lO io N － 1 ㌔－W 隅丸長方形 1．54×1．38 2 7 ‡ 1 A Ⅳb3 a

S K 16 9 J ll il N －120－E 隅丸長方形 1．44×1．15 2 4 I王王 1 N Ⅳb3．a

S K 17 2 J llf l N －8 60－W 隅丸長方形 1．72×1．13 2 2 I王 1 N Ⅳb2a

SK174

SK180

SK185

SK191

SK193

SK194

SK196

SK197

SK202

SK211

SK212

N－130－W

N－30－E

N－280－E

N－100－W

N－860－E

N－50－E

N一一670－W

N－730－E

N－400－W

N－350－E

N－310－W

長方形

隅丸長方形

長方形

隅丸長方形

長方形

長方形

（票方姦）

長方形

隅丸長方形

隅丸長方形

（翌方姦）

1．46×1．26

1．94×0．97

2．86×1．60

1．59×1．18

1．42×1．14

1．72×1．04

1．66×1．01

1．88×1．26

2．30×1．17

1．40×1．30

1．75×1．30

覆土中土器片7点

覆土中土器片1点

覆土中土器片1点
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土鳩番号 位 置 長 径 方 向 ＼′　　　　　ノ
I　 規　　　 模 l 極 面 桓 土

ノ．
i 出 土 遺 物 i 備 考

ノ巌径×短径（m）懐き；C瑚 土 ノ　ノuJヽ

S K 2 2
l
6 J lO g 3 N －3 20－E 長 方形 1．20×0．95 18 ‡ 2　 （A ） Ⅳb la 覆土中土器片2貞 SK225を切る。

S K 2 35 J lO f 3 N －900－E 隅丸長方形 1．33×1．13 22 I 2　 （N ） Ⅳbla 覆土中土器片5点

S K 24 3 J lOe 3 N －420－W 長 方形 2．00×1．10　 15 I 1 （N ） Ⅳc la 覆土中土器片3点

S K 246 J lOe 3 N －640－E 隅丸長方形 1．23×0．87 10～16　 I 2　 （A ） Ⅳb la 覆土中土器片1点

S K 247 J lO d 2 N －44 0－W （隅丸方形）1．44×1．30 9～12　 II 2　　 N Ⅳb 2a 覆土中土器片14点 一部狸乱。

S K 24 8 J lOd 2 N －66 0－E 匹敵長方形 2．30×2．02 7ト140 Ⅲ 1　　 N ⅣC3b 覆土中土器片138点石器1点
・S工41と重複
新旧不明。

S K 24 9 J lOe l N －690－E 隅丸長方形 1．37×1．07 13 II l　　 N Ⅳb2a 覆土中土器片1点

覆土中土器片26点

S I41と重複
新旧不明。

、遺物は投棄さ
れたもの0

S工42を切る。

S工44を切る。

SI46を切る。

SI47を切る。

S K 257 J 9 d o N －700－E 隅丸長方形 1．15×0．94 7 Ⅲ 1 （N ） Ⅳb 2a

S K 258 J 9 d 9 N －4 50－W 隅丸長方形 1．19×0．96 9～12 II 1　　 N Ⅳb 2a

S K 259 J 9 C 9 N －52 0－W 匹紺し長方形 2．77×2．34 6～11 II 1 （A ） ⅣC 2a

S K 26 0 J 9 co N － 8 0－W （露円彩） 2．92×2．53 7 H 1 （N ） ⅣC2a 覆土中土器片20点

S K 269 J lO i3 N －5上50－E 巨財L長方形 1．16×0．94 43～
102
I 1　　 N Ⅳb2a 覆土中土器片187点

石器1点

覆土中土器片6点

S K 274 K 9 j l N －280－ E （翌方姦 1．9×1．35 15 工I 1　　 N Ⅳb2a

S K 277 K 9 j4 N －4 00－ E （撃方轟） 1．75×1．35 28 III 1　　 N ′ Ⅳb 3a

S K 2 78 K 9 i4 N －230－E 隅丸長方形 1．32×0．81 10 II 1　　 N Ⅳb 2a

S K 28 1 K 9 g 4 N －420－E 隅丸長方形 1．20×0．95 25 II 1 N Ⅳb2 a

S K 282 K 9 g 4 N －110－E 長 方形 1．61×1．50 13 H 1　　 N Ⅳb2a

S K 285 K 9 fl N －660－W 隅丸長方形 1．55×1．39 2 1 I王 1　　 A Ⅳb 2a 覆土中土器片1点

S K 28 7 K 9 e l N －190－W （長方形） 1．91×1．10 10 I 主S　 N Ⅳb la 覆土中土器片4点

覆土中土器片1点

種土中土器片4点

覆土中土器片1点

種土中土器片1点

S K 28 9 K 9 d 2 N －120－E 隅丸長方形 2．50×1．52 14 H 1 （N ） ⅣC 2a

S K 294 K 9 d 4 N －640－W 隅丸長方形 1．70×1．27 13 Ⅲ 1　　 N Ⅳb2 a

S K 302 K 9 j5 N －820－W 隅丸長方形 1．00×0．80 8 I 1　　 N Ⅳbla

S K 308 K 9 e 4 N －5 70－W （長方形） 1．68×1．12 8～80 I 1　　 N Ⅳbla

S K 32 1 J 9 i 9 N －130－E 隅丸長方形 1．40×0．80 15 Ⅲ 1 （N ） Ⅳa 2a

S K 35 2 K 9 c l N －800－W 長 方形 2．38×1．46 19 H 1 N Ⅳb 2a

S K 35 5 K 9 b 3 N －76．50－E 隅丸長方形 1．10×0．79 18 Ⅲ 1　　 A Ⅳb 2a

S K 356 K 9 b 4 N －63．50－E 隅丸長方形 1．33×1．13 10 0 II 1 （A ） Ⅳb2b

S K 3 59 K 9 a 3 N －7 50－E 長 方形 0．77×0．64 52 工I （1）　 A Ⅳa2a

S K 36 6 J 8 i9 N －23．5 0－E 長 方 形 2．7×1．74 60 Ⅲ 1　　 N ⅣC 2a 妄欄 捨聖

S K 369 J 8 g 9 N －4ぎーE （長方形） 1．70×1．24 84 II （1）　 N Ⅳb 2a 悍 黙 視

S K 370 J 9 i6 N －190－ E 長 方形 2，02×1．37 25～50 工I 1′　　 N ⅣC2 a
S I57ビット
は本跡より新
しい。
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土壌番号 彿 置 長 径 方 向 平面形
規　　　　 模 壁面 底面 覆土 一形 態 出 土 遺物 備　 考
長径×短径（m）深さをm

S K 373 J 8 f 9 N －370－W 不整長方形 1．．24×rl．13 1 5 ．II 1 A Ⅳb 2a －

覆土中土器片20点 SI64を切る。

S K 375 J 8 f9 N －220－W 長 方形 1．70×1．23 3 3 II 1 N Ⅳb2a

・S K 394 J 8 ri 5 N －130－W 隅丸長方形 1．52×1．16 1 5 II 1 N ． Ⅳb2a

S K 404 K 8 a 7 N －220－W 隅丸長方形 2．14×は．．180 47 II 3 ・（N ） ⅣC2a

S K 4 19 K 8 e 9 N －38．－．5 0－E （長方形）＿2．0×1．22 ・5 ・ I 1
（元）
Ⅳcla 覆土中土器片1点 SI66を・切る。

S K ＿420 K 8 g 2 N －720－W 隅丸長方形 2．72×2．48
3料～55 ⅡI 1 A ⅣC3a 覆土中土器片535点

S工69を切る。

S K ．440 K 8 f7 N －1 10－E 隅丸長方形 1．50×1‾．04 1 5 ．II 1 N Ⅳb 2a 覆土中土袈片2点

覆土中土器片218
点石器1点

SI79を切る。

SI81を切る。

SI43を切る。

S K 44 6 K 8 j8 N －200－W 長 方形 ．2．17×0．40 15－60 ⅡI 1 A ⅣC3a

S K 450 K 8 i o N － 2 0－E 隅丸長方形 2．71×2．05 7－24 I ・ 1 N Ⅳcla

S K ．45 1 K 8 i 8 N －29．50－E 隅丸長方形 0．87×0．65 30 ⅡI 1′ （N ） Ⅳa3a 覆土中土器片4点

S K 46 1 L 8 a 6 N －65．5 0－E 隅丸長方形 1．66×1．36 4 5 II 2 N Ⅳb2a 覆土中土器片7点

S K 46 9 L 8 C 9 N －66 0－E ．（長方形） 1．29×1．12 5－30 II 1 1 N Ⅳb2a

，S K 49 8 M 8 e 2 N －20．5 0－W 隅丸長方形 1．94×1．32 3 2 Ⅱ1 1 A Ⅳも3a：

．・S K ・50 0 M 7 C 9 N －39 0－E 隅丸長方形 3．08×2．28 10 H 1 N ⅣC2a

S K 50 9 L 7 h 5 N －14 0－E （長方形） 2．24×1．54 20 II 1－N N ⅣC2a 二部挽乱（根）。

S K 5 13 M 7 a 6 N －34．5L E 隅丸長方形 1．50×1．23 40 II 3′ N Ⅳb 2a

S K 5 14 M 7 a 6 ・N －42．50－E
（翌方針 2．16×1．73 30 ⅢI 1 N ⅣC3a

S K 52 11 M 7 b 2 N －74．50－E 長 方形 1．45×1．17 16 II 1 N Ⅳb2a

Ⅴ　類　（不定形）

土墳番号 位 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　 嘆

壁面 底面 覆土 形 態 出 土 遺 物 備　 考
長径×短径（m）深さ何

S K　 6 N lla4 N －48 0－W 示 定 形 2 ．05×1．27 3 1 I 2 （A ） V ala

覆土中土器片12点

覆土中土器片2 点 動物あ．るいは撫餌こよる溝。

S K　 7 N llf l N －48 0－W

N －88 0－W

不 定 形 2．23×1．34 25－30 I ．1 A V cla

S K 13 M lO e 9 不 定 形 2．54×圭霊 20～25 II 3 （N ） V c2a

S K 18 N lOh 5
中央部が狭
まる楕円
ひょうたん形

3．54×1．07 9 ～17 IH 1 N V c3a

S K　 21 M lli 2 N － 17 0－W

N －24 0－ E

不 定 形 2．84×冒：3 2 0 I 1’ N ・‘v cla

S K　 8 3 M 9 c o 不 定 形 2．44×2 ．08 6 －16 II 1′ N

（N ）

V b 2a

S K　 8 4 M 9 b 9 不 定 形 1．84×0 ．62 24 II 1 V b 2a

S K lO O L 9 i o 不 定 形 4 ．00×3．00 17～85 II 1′ V c2b

S K l ll L lOa 2 不 定 形 3 ．70×3 ．67 10～14 II 1 （A ） V c2a 覆土中土器片321点石器1点
炭化物ローム
ブロックを含む。

S K ．1 12 M 9 C 3
示 定 形 2 ．12× 6 I 1 V cIA SI22を切る。
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土塘番号 位 置 ・長 径 方 向 平面形
規　　　 模

撃面 底面 覆土 形 態 出 土 遺 物 備　 考
長径‾×短径匝 深さ帥

S K 144 L llh 5 N －580－W 不 定形 3．85×3」40 16－25－ II 1 （A ） V c 2a 覆土中土器片110点 SI25を切る。

S K 146 J lOg 9 N －400－W 不 定形 1．56×1．12 21－48 II 3′ A V b2 a 覆土中吉芸舘 点 挽乱か。

S K 147 J lOe 8 N －320－ E 不 定形 1．43×1．15 （42） I 3′ （A ） V b la 覆土中土器片6点 SI33の北壁を切る。

S K 148 J lOe‾8 N －640－W

N －270－ E

不 定形 1！20×0．．74 （4 8） I 3′ （A ） V b la 覆土中土器片18点 SI33の北壁を切る。

あるいは墓塙
か？

一部挽乱0

一部に挽乱を
受けている。

S K 154 J lOf 7 不 定 形 2．18×1．92 14一一27 I 1 （N ）－V cla 覆土中土器片27点

S K 157 J lO e 6 不 定 形 2．65×2．13 17－22 II 1 N V c2a 覆土中土器片5点

S K 177 J llh l ‘N －8 7？－W 不畢 形 3．03×1．＿64 17 II 1 N V c2a 覆土中土器片18点

覆土中土器片1点

覆土中土器片9点

S K 179 J lllg 2 N －2 00－E 不 定形 1．88×1．02 10～13 II 3′ （A ） V b 2a

S K 18 9 J llf6 N － 4 0°－E

l

N －780－W

不 定 形 1°．89×1．38 12－14 II 1 （N ） V b 2a

S K 19 0 J llg 5 不 定 形 1．45×1．63 6～9

23

I 1 （A ．） V b la

S K 20 9 J lOe白 不 定形 1．13×0．96 II 1 N V b2 a

S K 21 3 J lO i3 N －32？－W 不 定形 1．50×0．95 II ． 1 N V b2a

S K ．218 rJ lOh 4 N －730－E 不 定形 1．55×0．90 15 II 1 （N ） rV b2a

S K 22 1 J lOh 3 N －830－ E 不 定形 1．80×工85 118 I． 2 （A・）．V bla

S K 240 J lOe 2 N －3 99－W 不 定形 2．95×1．80 10 I ． 1 （N ） V cla 覆土中土器片17点＿

S K 266 K lOa 3 N －2 30－W 不 定 形 1．22×0．96 50～95 III 4 N ‘V b 3b 覆土中土器片1点

S K 2 70 L 9 d 3 N －3 2㌔－E 不 定 形 2．67×1．77 15 I 1 （N ） V cla 覆土中土器片1点

覆土中土器片3点

覆土中土器10点
石1点．

覆土上層一括土器
片33点

S K 2 75 K 9 j 2 N －150－W 不 定形 1．72×1．，2 32－50 I 1′ N V b la

S K 27 6 K 9 j3 N －54 0－W 台　 形 1．67×1．4 27 II 2 N Ⅴや2a 一書醐括L。
（動物穴か）

S K 28 3°K 9 f4 N － 6 0－E 不 定形 1．57×0．92 20 II 2 N V b2 a S I44を・切るか。

ピットは新しい。

S K 28 6 K 9 fl N －650－E

・N ニ210－E

不 定形 2．・97×2．92 8 II 1 A V c2a

S K 29 6 K 9 C 2 不 定 形 2．35×1．60
107～
143
III 3′ A V c3 b

S K 300 K 9 a l 不 定 形 4．1×1．83 25～55 II 1 ・ N V c2a

S K 306 K 9 e 6 N －680－W 不 定形 1．70×0．90 14 III 1 N V b3a 覆土上層土器片24点
SI49を切る。

轡

ピットはS I
52B，Aとの関
係あるか？

S K 314 K 9 b 6 N －900－ E 不 定形 3．32×2．00 2 0 II 1 N V c2a 覆土中土器片4点

S K 326 J 9 j 2 N －5 90－W 不 定 形 2．68×1．38 25～36 I 1′ A V c la 覆土上層土器片5
点

覆土中土器片
128点石2点

S K 3 34 J 9 f 3 N －6 50－W 不 定 形 2．55×1．48 40 II・ 1－S

3

N

（A ）

V c 2a

・S K 34 2 K 9 g l N － 3 0－E 不 定 形 4．53×1．86 ‘不明 I V c la

S K 34 3 K 9 g l N －250－W 不 定 形 3．15×2．92 不明 I V cla 覆土中土器片
978点石5点

S K 348 K 9 b 7 N －25．5L E 不 定 形 1．88×1．25 10－50 I V bla 覆土上層土器片
78点

S K 3 50 K 9 b 8 N － 6 0－W 不 定形 1．98×1．27 20～42 II 3 A V b2a 覆土上層土器片
163点

－141－



土壌番号 位 壷 長 径 方 向 1平 面形
規　　 ．模

壁面 底面 覆土 形 態 出 土 遺 物
備 喜

長径×短径（m）深さ柚

S K 37 1 J 8 g 8 N －780－W l
示 定 形

2．62×1．35 8 1 II 1′ N V c2a

ピット内土器片3点

在土中土器片2点

覆土中土器片3点

ピットは本跡
より新しい。

S K 372 J 8 fr9 N －82．5 L E 不 定 形 4．18×1．39 3 5 II 1′ A V c2a

S K 398 J 8 i6 N － 5 0－E 不 定形 2．16×1．10 10 II 1－ N V c2a

S K 4 10 K 8 C 9 N －460－E 不 定形 3．4 ×1．76．． 13 II ． 1 N ∴ V c2a

S K 42 2 K 8 C 2 N －450－E

N －110－E ．

不 定形 2．06×1．06 17 Ii 3′ （N ） V c2a

S K 447 L 9 b l 不 定 形 2．52×1．66 18－80‘ I 3 （N ）．V cla

S K 4 53 K 8 j9 不 定 形 4．00￥2．31 10 II 1 N V c2a 覆土中土器片3点

S K 468 L 9 a l N －34．5L W 不 定 形 ・1．．42×1．22 4 5 ． II 3 A V c2a

Ⅵ　類（重複のため形状不明）

土嘲番号 位 置 長 径 方 向 平 面 形
規‾　　 ‘模

壁面 底面 覆土 －形 態 出 土 遺 物 備　 考
長径×短径（m 深さをm

S K　 68 L lO j7

N －500－W

不 ．明 2．13 × 17 II 1 N

Ⅵ C2a

．覆土中土器片9 点

覆土中土器片50点

遺物はS K
69の混入か。

S K 13 1 K lOe 7 （楕円形） （0 ．9）×1．1 16 I 1 N S工17に切られる。

S工41を切る。

SI59と重複。

S K 1 38 K ll i4 （楕円形） 2．07×1．27

0．94 ×0 ．94

39．9 II 1 （N ）

N

S K 162 J lOe 4 N ニー750－ E

N －220－W

不整楕円形 8 －31

14

II 1 Ⅵ b2a 覆土中土器片15点

S K 163 J lOe 4 不整楕円形 II 1 Ⅵb 2a 覆土中土器片11点

S K 2 23 J lO g3 不 定 形 II ．1 Ⅵb 2a 覆土中土器片1 点

覆土中土器片1点

S K 2 25

S K 2 50

J lOg 3

J lOe l

不 ‘明

（楕円形）

0．75 ×0．5

1．33 ×0．75

20

・13

II

II

1

1′

N

N

Ⅵb 2a

Ⅵ C3aS K ．3 17 K 9 a 5 N －15 ．5 0－E 楕 円形 2．12×1．12 25～50 III 覆土中土器片5点

覆土中土器片9点

S K 3 38 J 9 g 2 N －8 80－－E （楕円形） 2 ．01×1．47 34－56 II 5 （N ） Ⅵ C2a

SK 362－B ．J 8 j9 N －54 ．50－ W 楕 円 形 2 ．75×1．48 20 II 1′ N Ⅵ C2a

S K 40 3 K 8 a 7 不 ・明 （1．65 ×1 ．63）不明 II 1 N Ⅵ b 2a 表土中土器片3 点 S工60を切る。



ー16．6m

「巨三三≡豆≡＝フ・1

SK220

－16．6m

‾竜≡空r

SK397

一三一モー『l享一一還享

－15．7m

廻声「
SK86

－16．4m

‾＼、＿＿ノ‾

SK160

15．7m

「式≡喜多≧「‾

SK86

SK481

第117図　土壌実測図（1）

－16．4m　　　　　　　　－．

‾＼－、⊥ノ

SK236

∴千
－16．6m

＼　　　ノ
SK409

ニ
㊥

－16．4m

「ノ
SK452

－16．4m

la131alala

SK252

一三一千
－15・9m　　　9a

、嘘フ‾
9a　　9a

SK15

儒lI－一腰一一二一
－16．0m

2a

「ミ≡⊇∈多7‾‾

SK24

－143－

－16．4m

‾「評‾
0 2m

SK176［二二二二二土二二二二∃



ー16．Om

‾勺虫症≡≡竺∃玉：7‾

SK458

完
－16．2m

＼　　　ノ‾
SK477

第118図　土壌実測図（2）

－16．4m

「　　」　　ノ

SK215

⑤

－㊨滅9－

SK382

－「一÷
－16．2m

「＼、＿＿ノr†

SK464

ー144－

－16．0m

謂〒亨＝二訂

SK483

－－「－‡
－16．0m

2e

‾てこ≒ミ二二上＝ニブ‾‾

SK504
0 2m」

［

l

l

［

－　　　　・

l



＿旦

第119図　土壌実測図（3）

ー145－

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

－　　　　－　　－　　　　　　　　　　　　－　　－　　　－　　　　－　　　　－　　　　　－　　　　　　　　－　　－　　　－　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　－　　　　　　－　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　－



第120回　土壌実測図（4）

叙一　凰16．5m

喜

二

SK108

0 2m

』－＿＿．⊥∃

－146－



A

SK418

SK153

第は図　土壌実測図（5）

直　　選16。m

SK418

圃

「1

－16．4m

「LJ‾

SK304

0 2m

』二二二二二＿∴土二二二二∃

ー147－



SK127

二＿‥一二‡∴：二一一三
－15．6m

ヽノ～
SK3

「I＿‾三‾‾

－－16．4m

「こ」L＿＿．＿・′

1c

SK315

－16．0m －16．0m

l‾＼一ノ‾　、で⊆⊆γ

SK5

－十一一「

一一一一16．4m

la

‾‾　＼　二一一ノr
lb

SK135

－148－

第は図　土壌実測図（6）

SK23

－16．0m

＼′
SK67

－16．2m

‾‾‾‾l　　　〕　　　‾‾

SK119
0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿　　l I



－16．6m

叫ヽL J

三

一（§）－

－　16．4m

⑤

ニー
－16．0m

l‾嘩‾‾　　‾　）l
SK406

－痛撃
－15．9m

遥
SKl

l幸

一ニー
－16．4m

ヽ′
SK456　　　　　　　　SK52

SK360

享＿三一三三
－16．0m

工

SK39

∴「＿‡‾

－16．2m

『ミミ藍三薫ニア

SK81

第123図　土壌実測図（7）

－15．8m

SK12　　　　　　　　　　　　　　SK33

∴－一手一三†
－16．4m

一一　只〕調－
14d

－16．2m

l＼＼＿二・l・ノ′

SK81

ー149－

－16．4m

ニ一転，云芦一　r

SK133

－◎⑳
－16．4m

け下記1盲温‾・‥？

SK78

0　　　　　　2m

』二二二二二二二土二二二二二∃



一十＿二一一一‾基‥一一‾㍉I－
－16．4m　　　　　　　　　　　　－　　　　　－16・2nl

「＼⊥　　　箪
SK161　　　　　　　　　　　　　　SK181

「／÷一二二
－16．2m

2

‾「‾－1台「’こ二七二二二ノl‾
1b

SK203

二‾÷‾‾　＋
－16．2m

2a

サイ
1b’

SK206

「‾

一一16．6m

「ここ：堅≡云重＝≡ラr

SK245

第124図　土壌実測図（8）

SK227

「一一‾

－16．6m
2eや
SK239

－150－

1b

2m

－16．2m

「　」　　ノ

SK192

云－16．2m
一‾へ＼　　　　J

SK204

－∴

［二二二二と二二＝二二∃



「＿二十

－16．4m

SK262

－∴－1
－16．2m

lJ

l‾、ニl‾‾l‾‾‾－‾→‾l三三二デー

2

SK431

②

l「

－　16．2m

SK467

‾三二二‾÷
16．2m

SK29

第は図　土壌実測図（9）

「千二一

ー16．4m

＼　　一一一一一一一一一一一一一一一一一一＼r

SK307

∴；－
－16．2m

㌢≡ヨ琶≡毒≡≡三㌢

SK463

②

－l＿l芸二一一一

16．0m
108　1Oa

「望r
SK54

15．8m la

還車重彦
SK34

ー151－

l一三「三千
－16．3m

一十一一1二

ー16．6m

一、＼－、－．／一r

SK398

∴
†　主千一′

SK480

0　　　　　　　　　　　　2m

』二二二二二二土二二二二二ヨ



lllこl＝l；‾

SK99

＿誓‾‡
－16．4m

SK132

壬

－1「三三ll
－16．0m

「評＝去壷r
SK104

第126図　土壊実測図（唖

三

一一1怒－

‾二m：・：‘．一．β．．！

SK132

∴‡－‾
－16．4m

lb

無㌻
SK166

－152－

一三I子
－16．0m

頂蚕室‡≡遠ア
9a

SK70

ニ

11：窓11－1－

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」



一一「Tl‾lI士1
－　16．4m

SK191

千一二
－16．4m

『恥蒸γ

SK　234

㊥

－〆…
－16．4m　2a　　　2a

E　　紬hu

SK237

一彦
－　16．6m

SK263

第127図　土壌実測図＝）

－　16．2m襟讐「顔
「囁
SK199

l「－

－16．5m

‾‾‾し＿＿ノ

SK　251

＋
－16．2m

一一一l＿l一一一

SK264

－153－

一彦－16．4m

＼＼＿＿＿＿＿＿＿′

SK　217

露
・16．6rn

二言
SK　256

2m

ヒ二二二二二十二二二二二二］



十＿I一一TI＿＿＿二‾‥…l

－16．2m

SK272

－＿二千‾十l‾一一二：：
ー16．4m

、、－ノーーlノーー／l

SK310

－↓
SK345

－云
－　16．4m

二＿－ノ‾‾
SK346

第は園　丑磯実測図錦紗

－16．4m

‾‾一㌔ふ主遭・－
1d

SK　329

享

一二‾干‾＿

しノーーノ．

SK　335

ー154－

一一√十‾l＿軍－16．4m

＼′

一一＿二lニー
ー16．4m

‾＼－＿＿＿．＿、ノ‾

SK330

∴
l‾‾‾‡；遜1－
－16．6m

鞠覧三⊇ニr

SK380

0　　　　　　　2m

』二二二二立二二二二二』



云
－16．6m

㌔ノ
SK363

∴－16．6m
、⊥／／r

SK387

一二三
－16．6m

2a　　　　　　　2a la

l＼■＿－＿二＿－＿＿＿＿一一／r

1b

SK390

－言
一一－16．6m

「＼、土＿＿＿二長⊥ノ‾l‾‾

SK395

第は図　土壌実測図㈹

16．6磨
ー　）　－！一一一I

SK364

－二
－16．6m

＼　ノ

SK388

一「‾

－16．6m

‾、こ－1一⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿ノ‾

1b lb

SK391

…哀
‾－1－－16．6nl

『空堅聖≡二：r

SK396

一一一1551‥

SK393

藩招
・一一一一一116．6m

ヽふノr

SK413
2m

［＝＝＝＝ヒ二二＝二二∃



「二二一

－16．6m

「＼＼＿＿ノr

SK411

－一二十
‾＼、－＿＿一一一／‾‾

SK444

－完
一一一一　16．2m

、　1t　61仕b、二

SK460

云
一一一　16．0m

＼　　　ノ

SK487

一〆㊤
－16．6m

ヽ⊥ノr

SK417

豪
－16．2m

‾l‾ヽ－＿＿＿ノ‾

SK448

‾「二
－16．2m

SK473

‾「二

－16．2m

、　1、－　‾　　‾

SK474

－156－

第柑且　土壌実測図（礪

16．Om

‾－＼JL「㌃一一ユーーr

SK488

－．＿＿「二
－ー16．0汀l

「　　　」　　　ノr

SK493

0　　　　　　　2m

』二二二二＝土二二二二二二」



∴‾三二
－16．2m

壷7‾
SK494

－完㊤
－16．2m

て≡≡≡≡義竺≡≡r

SK　515

㌦轡
－16．0m

‾ヽ＼⊥

一一＿＿「三‾
－16．0m

、　　＿ノ‾‾

∴甲
SK517

「

SK519

＝
第柑図　土壌実測図（時

一一一16．0m

「≒薫：三三二Z㌃

SK　524

ーIl一一1一一▼一16．0m

－‾‾∵‾き‾‾言‾‾∵Tb‾‾、‾

1b

SK538

一一一つ57　－

一定
－16．2m

や二三弓㌃

SK496

SK518

「＿＿＿‾

一一1一一16．0m

3b”

1∂－，　　　1∂’’

SK523

1a

0　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…＿＿　＿二」



二

‾l＝三二

SK466

漢－　16．4m
第132図　土壊実測図㈹

SK430

㊥

－16．2m

ー158－

∴
－16．6m

で≡≡≡≡ヲ‾

SK　244

－16．3m

lL㍉
SK　267

そ

怒冠

SK　26．27

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」



SK　297

㊥

－　16．2m

一一一基訂一一

SK476

㊧

－16．4m

「つ
SK298

こ

－16．2m

一志正匠幸互載－

SK195

ー159－

第133図　土壌実測図㈹

SK134

「二二＿去
－16・2m sK478

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ヒ二　i　‾　－　」



SK170

SK365

第134図　土壌実測図㈹

－160－

－16．4m

SK325

－16．6m

SK399
0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

i i．．r　」



そ

．－

－16．0m

SKlOl

◎

16．2m
2e

「　包茎≡≡三三三∈≡ヨ妄「

SK116

－　16．4m

SK152

第135図　土壌実測図㈹

－16．6m

1b12e10　1201b

SK216
0

－161－

2m

ヒ＝＋・二∃



ー16．2m

‾「云二二〒ここミ＝去≧＝7－2b

SK479

1b’‘

SK454

願l＿、‾干「＿千
・16．Om

‾∇三二三三≡＝堅三二二r

SK482

第136図　土壌実測図個

－162－

－　－16．4m

SK455

0　　　　　　　　　　　　　2m

←二二∃

＼



SK503

「‡

第137図　土壌実測図位1）

ー163－

・16．0m

‾【＼ト－｛

1b lb

SK506

SK510

〆
－16．0m

SK522

0

⑬

2m」



SK284

⑤

l÷

SK475

二　　手

二二∵一三∴一一1：一一一∴三

－16．0m

－　15．9m

「ミニ琵コ等二フr
lb lb

SK85

㊧

－16．4m　　　一　　　　　－16．2m

㌦／　「＼ノ

SK353 SK534

二：‾ll‾丁‾ニー〔‥‾

二　ノ「＼＼、、＿＼一l　　二

－　－16．2m　　　　　　　　　　　－　－16・Om

「こ望二義三三三二フr

SK　53

第柑図　土壌実測図なめ

12

固監王巨二二五三迂遠r　「海壷γ

SK52

SK182

0　　　　　　　　2m

」二－－＿二」＿＿＿＿＿＿」

－164－



＿＿二一一二二懸－÷－1奉
ー16．2m

jもr：号三二二皇グ‾

SK200

－16．4m

‾＼ノ
SK77

－　16．4m

＼　　ノ
SK324

－芸
－－－一16．Om

‾㌘ここ＝コ重二二二二二㌢一一一

「16完畢
SK123

＿＿「I＿16．4m

‾＼　　　」　　　／‾

SK173

第柑図　土壌実測図㈹

SK113

原寧

ー16．Om

「ミ三三三宝三三‡≡：r

－16．Om

l一／～
SK118

－云
－16．2m

●‾主「二
SK124

‾「‾‾「‾

一一一つ651ll

－　16．6m

＼　　　　　J
SK126

‾16・4m sK178

率
1a

O 2m

ヒ二二二＝ユニ＝＝＝＝」



三十一二千一二㌦十
－16．2m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　16．4m

SK184

⑲
SK294

＿＿願‾‡＿ニー
－16．4m

＼～ふノr

SK319

‾、L

SK385

∴
－　16．6m

、＼⊥ノr

SK414

第140図　土壌実測図㈱

－　16．4m

L J

SK349

∴
16．6m

l a le
2j

SK408

「＋
16．0m

㌦ノ／‾
SK516

－166－

－16．4m

‾＼⊥ノ′

SK295

㍉
－16．6m

＼　　　ノ
SK374

∴二一一
－　16．6m

L
SK412

－－「－‡
－16．2m

sK酎2　‾＼＿＿＿ノ「

0 2m

［二二二二二二土＝＝二二ヨ



SK32

SK109

第糊図　土墳実測図腔5）

－167－

16．6m

ヽ－＿ニニー＿＿二二ニごてノ

SK400

0 2m

［二＝二二二二土二二二」



一二二二二÷‥三二一「二三
－16．0m

一一）ノ－

SK36

喜

一◎－
一－16．4m

SK451

幸

三‾
－16．2m

ga憾
1D

SK41

－16．6m　　　－　　一16・6m　　　　一　　一16・4m

葡　‾し′‾　「」－＼ノr‾
SK72　　　　　　　SK141

15．8m

la l

SKll

∴三

車一二十二一

SK120

16．6m
l

㌣ミ芸≡≡≡至≡≡諺ア

SK129

第142回　土壌実測図（26）

－16．6m

1d ld

SK142

ー168一

SK321

－＿「一千
－16．2m

6a

髄＝ニr
SK19

－二
－16．2m

28
1C

SK125

＿千二＿＿
－16．2m

SK191
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」｛⊥ニ」



■隔
－　16．2m

＼　　　ノ
SK193

－云
－16．6m

～＼一一′、

SK　246

－「‾‾

－16．2m

2e

「≡三三三三二二：r

SK14

「二

－16，4m

F民　　　　間

SK137

第掴3図　土壌実測図位7）

∴
工′一〆

SK194

「千二
－　16．4m

SK287

二千＿＿‥
16．0m

1a

、忘至≡　′′1∂1空、6。1a

SK47

②

－　16．0m

「二二証二二ニコア‾

SK73

一一1（jL主l一

＿奮‾
－　16．6m

＼　　　　　／
SK　235

『
－16．4m

SK302

「－
－　16．4m

「「r
SK　308

0　　　　　　　2m

［二二二二＝＝土二二二二二二∃



一一÷一千も一一二l－‾千一一類享
－16．6nl

SK50　　　　　　　　　　　　　　　　　SK139

一読「，折撃審
SK172

・一丁　一1bl。

SK174

＝「ニー「∵㍉
－16．2m

‾一握許‾、‾

SK196

I二千‡－　16．4mL
SK247

第144図　土壌実測図伽）

－16．4m

‾＼　　　　　　r

＼＼ノ
SK　211

－－二一‡
－16．6m

一℃亘雪捗羊三二r

SK258

－170－

－16．4m

「 r

SK　212

－本
SK257

－16．5m

2m

l…　一－・－‥L l



＿藩士一一一クー二二ー－15．2m

l‾l‾＼ll二了‾
SK269

干

－16．2m

㌦＿＿＿r
SK274

－－－三二＿‡

L J
SK282

SK352

－㍉
－16．4m

Lr
SK355

第145図　土壌実測図（29）

－16．2m

で遠蛋〒〒町
1

SK278

－末
－16．4m

頂志望≡≡喜グ

∴
＼　ノ
SK375

ー171－

SK285

2
－16．6m

～　　　J
SK373

∴＿÷
SK394

1－16．6m

2m

ヒ＝二一一二＿＿＿＿＿＿＿＿⊥∃



一一笠：千一一′千十一二表
－16．4m

1b

SK440

a　－　　　　－16・2m

1b

ヽ㌦ノ‾
SK461

一戸十一∫竿干
－16．0m

「琶義正≡藍≡r
9a

SK521

－　16．2m

「＼Jで
SK469

云
－　16．4nl

幸二＿＿「十l‾：‾‾‾‾‾‾二二T

∴－16．0m
‾一二二
SK　74

－　1R．Arn
－　－　t t t　．　－

『迂ミニ三二三石「

SK167

二三‾
－　16．2m

LJ
SK　277

第146図　土壌実測図80）

－16．4nl
2a

SK498

－172－

2m

［二二二二二二上二二二」



＼

－16．0m

－16．2m

lb

1b 1b，

SK　202

毎

1b’

⑤

1b

SK450

第147回　土壌実測図酎）

－173－一

手

－16．Om

la la堪
SK40

－一十三‾二
－16．6m

A16．2m
・・・－い・．．・・芋・．．：．．

SK450

0 2m

L二三：－…一一一十二二　」



ヽ＿＿●

Q

l≡′＿

SKl

第148図　土境実測図㈹

二

－174－

モ

SK140

∴－‡
－　16．4m

2m

「　　　　　＝∃

】

、　－

［

】

l［

［

［



SK　260

至

SK　366

第149図　土壌実測図㈹

ー175－

2m

SK　285

－16．6m

‾くここ≡二二二二ミ芸二軍竺二二二二＝「

SK　260

L　　　【．r　　＿i



SK420

第150図　土壌実測図個

一176－

I

l

】

1

－：

2m

L i　　　」



第151国　土境実測図㈹

SK500

SK446

0 2m」

ー177－



一一＿＿潤＿‾‡一一‡「千一一一二手二三‾三一
一16．2m

…＼－叫＿＿＿＿一心・ノー‾

SK190

－16．4m

「＼、＼ノ′
SK146

第152図　土壌実測図㈹

1C

1C

1∂

SK348

－16．4m

SK83

－＿二三一千‾

SK　275

－178－

：一

二二二一

SK　84

2m

！　＿　＿　＿L〕〕＿　」



一一一三、二‡一一二二‾二
－16．2m

－16．4m

l≡二三一1≡…　　三三三二三一′

∴－：子‾‾一一三l「二千
－16．2m

＼、⊥′

SK　276

∴∴
－16．2m

「＼／ノr
SK468

SK　306

第153図　土壌実測匡日野）

－16．4m

11－　　　　　　2e

1b

SK　350

一三千
－16．3m

lノ
SK266

＝幸二‾
16．4m
9

二去ご舵一一1竺一一1・－
9

SK283

ー179一

ニ

‾‾一：：、「l‾‾‾

－16．4m

‾ヽ三三≡三望≡空夢r

SK　218

2m

』＝「「ヒ二二「＝∃



2b　2a

SK154

第154回　土壌実測図㈹

SK270

－180－

j

［

l

l，

lll

】

［

il



第155図　土壌実測図帥

－181－



与

－16．6m

て悠這室妄去‾lll元l李‾‾‾票訂‾
SK144

－16．6m

13a19　19

幸二吏≡≡虫重≡童三二ア一一

SK　286

一一三l

′戸エコ二二二二二二　彗男
正

二／てプ

－182－

2m

」　三二士二二二二∃



∴㍉÷‾
－16．6m

「二王藍－－

SK　392

ニ

SK　422

第157図　土壌実測図（41）

⑦

－16．6m

「：麗姿㌃1b
SK　410

－16．2m

1∂’

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　－　　　　　　　　　　　－　　　　　－

SK　453

0　　　　　　　2m

」　二＿⊥＿－」

ー1軋「一一一



SK18

「「＿＿‾

－16．6m

1b，，

SK138

句

風15．8m

SK　20．21

第柑図　土壌実測図碑2）

一184一

SK　296

二‾‾詩「‾

ノ

ノ

－16．2m

「董こ＝二重＝r

SK131

0　　　　　　　2m

ヒ二二二土ニ＝＝ニ］



SK68．69

SK68．69

2m

一つ85一一一1

SK187

第159図　土壌実測図（43．）

』二二＝二二土二二二二∃


